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プロローグ







　その日、ごく普ふ通つうの高校生として人生を謳おう歌かしていた桐生きりゆう飛鳥あすかの人生は、大きな転てん換かん期きを迎むかえる。それも限りなく最悪な方向へと。

　それは、最愛の従兄弟いとこの失しつ踪そうを担当してくれている刑けい事じ二人を屋や敷しきの門まで見送ろうとした時に突とつ然ぜん起こった。

　何の前まえ触ぶれもなく、飛鳥達たち三人の足元から地面の感かん触しよくが消える。

「え？」

　あまりの異変に飛鳥の口から零こぼれたのは実に間の抜ぬけた言葉と表情だ。

　それは、普ふ段だんのしっかり者という仮面が外れた桐生飛鳥という人間の素す顔がお。今の彼かの女じよの顔を見たら、御み子こ柴しば亮りよう真まはその顔を指しながら腹を抱かかえて笑った事だろう。日ごろの恨うらみを晴らさんとばかりに。

　ただし、それは極きわめて当たり前な行動とも言える。

　不測の事態に咄とつ嗟さの行動をとるには、日常における心構えや、そういった事態に対応する為ための訓練を積んできたかに掛かかっている。

　だが、桐生飛鳥は確かに大伯父である御子柴浩こう一いち郎ろうより武術の手て解ほどきを多少は受けていたとはいえ、その腕うで前まえは常人の域でしかない。

　それに比べれば。現職の警察官である立たち花ばなと楠くす田だは機転が利きいたと言えるだろう。

　二人は、咄嗟に体のバランスを取り、穴の縁ふちへ向かって手を突つき出だしたのだから。

　しかし、その機転が報むくわれる事はなかった。

　未いまだに拡大を続ける穴の縁を掴つかめる筈はずもなく、二人の手は虚むなしく宙を泳ぐ。

「何だこれは！」

「立花さん！」

　普通であればまず起こりえない現象だろう。

　地じ盤ばん沈ちん下かなどによる道路の陥かん没ぼつ事故がない訳ではないが、三人が置かれている今の状じよう況きようは明らかに物理法則からかけ離はなれたもの。

　音も震しん動どうもなく、突然足元から地面がきれいさっぱりと姿を消したのだ。

　落とし穴にはまった時でも、これほど何の前触れもなく落ちるなどという事はないだろう。

　あまりに急で予想外な状況の変化に、飛鳥は為なす術すべがなかった。彼女に出来たのは、ただ絹を裂さく様な悲鳴を上げる事だけ。

　徐じよ々じよに小さくなっていく上天の月に向かって手を伸のばしながら。

「ここは一体……」

　まるで車くるま酔よいでもしたかのような気持ちの悪さを必死で我が慢まんしながら、飛鳥は周囲をゆっくりと見回した。

　まず目に入ってきたのは石造りの壁かべ。

　天てん井じようを見上げれば、そこにはドーム型の天井と小さな明り取りの窓から差し込む月明りが目に飛び込んでくる。

　下手をすれば野球でもやれるくらいの広さはあるだろう。

　かなり広い空間だ。

　そんな空間の真ん中辺りに飛鳥は立っていた。

（何が起こったの？　私は……）

　飛鳥は自分が何故なぜここにいるのか理解する事が出来なかった。

　ついさっきまで、桐生飛鳥は御子柴浩一郎の屋敷に居た。それは紛まぎれもない事実。

　しかし今、飛鳥の眼めに映る光景は先さき程ほどまでとはまるで違ちがう。

　そんな飛鳥の眼の前に蹲うずくまるのは、立花と楠田の二人だ。

（良かった……私だけじゃなかった……）

　決して、不幸の道づれを喜んだ訳ではないだろうが、こんな訳の分からない異常ともいえる状況に置かれた飛鳥の立場にしてみれば、警察官である二人が一いつ緒しよにいるというだけで心強いのも事実だろう。

「楠田、平気か？」

「なんだか少し頭が痛いですが……えぇ、大だい丈じよう夫ぶです……でも……」

　頭を手で押おさえつつ周囲を見回す楠田の言葉にも戸と惑まどいと驚おどろきが滲にじむ。

「お前もか、どこかにぶつけた感じじゃないんだが、どうにも頭痛が酷ひどいな」

「まるで頭の中を誰だれかに掻かき回まわされているみたいですよ」

「あぁ、こんな痛みは初めてだ」

　飛鳥はしきりに頭を振ふりながら蹲る二人に対して心配そうに声を掛ける。

「あの、お二人とも大丈夫ですか？」

　その声に立花はようやく顔を上げた。

「あ、あぁ……君は御子柴さんのところの……」

　そう言うと、立花はゆっくりと立ち上がった。

「だが、分からん……俺おれ達たちは確かに御子柴さんの家を出ようとしていた筈だ……それが一体何だってこんな場所に……？」

「この床ゆかに周囲の壁……少なくともアスファルトやコンクリートじゃないですね。感かん触しよく的てきには岩みたいですけど……」

「お前もそう思うか」

　蹲りながら床を手で撫なでている楠田の言葉を聞いた立花の顔に、疑問と戸惑いが浮うかぶのも無理はない。

　地面の陥没事故ならば足の下にあるのはむき出しの土だろうし、天井には落ちた穴が口を開けている筈だ。

　だが、立花達三人の目に映るのは石造りの天井と床だ。

　自分達が落ちてきた穴すらも存在しないとなれば、自分達が置かれている状況を理解できないのも当然だといえる。

　だが、そんな混乱する三人へ、背後から突然声が届く。

「ようこそ、異界への門を潜くぐりし旅人よ。ベルゼビア王国次席宮きゆう廷てい法ほう術じゆつ師しである私わたくしミーシャ・フォンティーヌは、皆みな様さまの来訪を心より歓かん迎げいしますわ。そう、心から……ね」

　それは鈴すずの鳴るような美しさを持ちながらも、耳にした者の背筋を凍こおり付つかせるような冷たさを秘ひめた女の声だった。

　振り向いた飛鳥の目に、黒い法ほう衣えの様な物を身にまとった女と、それを守るように取り囲む数人の男が目に映った。

　両者の間は凡およそ二十メートルといったところか。

（金きん髪ぱつに白い肌はだ……日本人じゃないみたい……それに何なの、あの格好は……言葉は通じるみたいだけれど……）

　何とも言えない不安が飛鳥を襲おそった。

　立花達以外にもこの場に人が居たのは、飛鳥にとって嬉うれしい誤算だ。

　少なくとも、さっきいきなりこの場にやってきた飛鳥達よりは、この場所についての情報を持っているだろうから。

　ミーシャ・フォンティーヌという名前が示すように明らかに日本人ではないが、幸いにして言葉に関しても問題はないようだ。

　しかし、全てにおいて問題がないと言う訳でもない。

　いや、正直に言えば相当に大きな問題だろう。

　話しかけてきたミーシャと名乗った女はまだいい。

　ミーシャが身に着けているゴテゴテした装そう飾しよくは、現代人である飛鳥にとってはあまり馴な染じみのない物ではあるが、伝統を重んじる外国の祭事などで使われている場面はニュースなどで目にしていたから、そこまでの違い和わ感かんはない。司祭か何かだと思えば十分に理解出来る範はん疇ちゆうではある。

　しかし、ミーシャの周囲を取り巻く男達の装いは明らかに異常だ。

　全身を覆おおった金属の鎧よろいを身に着け、手には槍やりを握にぎり、剣けんを腰こしに付けた姿はまるで物語に出てくる騎き士しそのものと言える。

　それは、映画やテレビの中でしか存在しない筈のものだ。しかも……

（あの光り方は……まさか）

　初めは信じられなかったが、何度見返しても騎き士し達たちの手に握られている武器は本物のように見える。

　桐生飛鳥は御子柴亮真ほど武術に長たけている訳ではないし、浩一郎所蔵の逸いつ品ぴんの全てを目にしてきた訳でもないのは事実だ。

　しかし、その一方で目の前の男達が握る武器が本物か模造品か、簡単に区別が付く程度には知識も経験も持っている。

　飛鳥は無意識に目の前にいる集団の危険性を察して後退あとずさった。

　だが、そんな飛鳥の警けい戒かいとは対照的に、立花はミーシャ達の方へと歩み寄っていく。

　実に意外な事を口にしながら……

「おいおい、なんて格好だよ。映画の撮さつ影えいか？　それに連中、日本人じゃないにしても、ありゃぁ一体どこの国の言葉だ？　英語じゃないのは分かるが……それにしたって、今まで聞いた事がないぞ？　楠田……お前あたりが付くか？」

「いやぁ、聞いた事ないですねぇ。肌の色からすると白人ですけど、フランス語やイタリア語なんかとも違うみたいですし、北ほく欧おう系けいのどっかですかねぇ？　鎧に刻まれている紋もん章しようも国旗じゃないかと思うんですけど、見覚えはないし。とりあえず、ミーシャ・フォンティーヌって名前っぽいのだけは聞き取れましたけど」

　彼かれら二人の態度を見て、飛鳥は眉まゆを顰ひそめた。

（え？　お二人は彼女の言葉が分かっていないの？）

　飛鳥は先程のミーシャの言葉をはっきりと理解している。そこには、一片の疑問も挟はさむ余地はないだろう。

　だが、立花達にはミーシャの言葉が通じていないらしい。

「失礼、我々は警察……ジャパニーズポリスメンですが、言葉分かりますか？」

　そう言いながら、立花は背広の内ポケットから警察手帳を取り出すと、自分の顔写真を見せるように掲かかげた。

　もっとも、さり気なく腰に付けた特とく殊しゆ警棒を抜けるような体勢にしているのは、口や表面的な態度程には油断をしていない証あかしなのだろう。

　立花達は、騎士達の手にする武器が本物である事を知らない。

　それでも警戒するのはこの場に守るべき民間人が居るからだ。

　それは警察官として極めて普通の行動と言える。

　だがそれは、あくまでも地球、それも日本のような諸外国に比べても格段に治安の良い国だからこそ成立する行動でしかない。

　他国の大部分は、まず先に銃じゆうを抜いて相手を制圧する事を優先するだろうから。

「立花さん近づいちゃ駄だ目め！　そいつらの武器は本物よ！」

　飛鳥は精いっぱい声を張り上げ危険を告げた。

　その言葉を聞き、立花達の歩みが止まる。二人も、この状況に不信感を持っていた証だろう。

　しかし、それが騎士達を刺し激げきした。

　騎士達が手にした槍の穂ほ先さきが、一いつ斉せいに立花達へと突き出される。

　一糸乱れぬ連れん携けい。

「なるほど、その子は既すでに言語の共通化が終わっているようですね。そちらの男二人はもう少しかかりそうですが……穏おん便びんにいこうかとも思いましたが、まぁいいでしょう。あなた達、三人を捕とらえなさい」

　その瞬しゆん間かん、騎士達は一気に間合いを詰つめると、立花達を取り囲んだ。

「おいおい、なんだよこれは……ちっ、仕方ない。楠田！」

「我々は警察だ。警察。下がれ下がれ。こんな真似まねをしてただで済むと思っているのか？」

　立花と楠田は手帳を床へ投げ捨てると腰から特殊警棒を引き出す。

　軽快な音と共に、柄えの中から収納されていた棒が飛び出していく。

「もう一度言う、下がれ。こっちは警察だぞ！」

　ドスの聞いた立花の声が響き、力ちから一いつ杯ぱい振ふり回された警棒が空を裂きながら唸うなり声ごえを上げる。

　もっとも、警棒の長さは五十センチにも満たない長さ。

　ナイフくらいならば十分だろうが、槍を相手にしては無いよりはマシという程度でしかない。武器としての威い力りよくは決して高くないだろう。

　事実、騎士達は立花と楠田に向かってゆっくりと包囲の輪を狭せばめていく。

「クソッ！　警察を舐なめるな！」

　しびれを切らした楠田が目の前の槍に思いっきり警棒を叩たたきつけた。

　激しい金属音が響き渡わたる。

　しかし、体重を十分に乗せた渾こん身しんの一いち撃げきも、騎士達には通じない。

「なっ！　ビクともしない……だと」

　逆に体勢を崩くずされた楠田に、横から騎士の一人が襲い掛かる。

「楠田！　この野や郎ろう！」

　床に激しく打ち付けられた楠田の姿にキレた立花が、蛮ばん声せいを上げながら警棒を上段に大きく振りかぶった。

　それは、普段の立花であれば決して行わないであろう愚ぐ行こう。

　やはり、この異様な空間に飲まれてしまっていたのだろう。

　案の定、がら空きの胴どうに槍の石いし突づきを叩き込まれその場に蹲ってしまった。

「立花さん！」

　飛鳥の叫さけびがドームの中に響き渡る。

「二人ともなかなか活いきは良いみたいね。良い駒こまになるでしょう」

　床に蹲る立花と楠田の二人を値ね踏ぶみしていた法衣のミーシャは満足げに小さく頷うなずく。

　欲ほしいのは戦場に送る駒。

　駒の命は使い捨てではあるものの、それなりの時間と経費を使って召しよう喚かんした以上、やはり一度や二度で壊こわれてしまっては割に合わないのだ。

「さて、問題はあなたね……」

　ミーシャは騎士の一人に顎あごでついてくるように合図をすると、飛鳥の眼の前まで歩み寄る。

　そして、ミーシャは飛鳥の体をまじまじと見つめた。まるで、上から下まで嘗なめ回すように。

　その目に浮かぶのは純じゆん粋すいな値踏み。主婦がスーパーで野菜の新しん鮮せんさを見比べている時に浮かべるような目だ。

「若いし、体格も悪くない。呼び出された直後に言語の共通化も終わっていたようですから、頭の方も悪くはないでしょうね。駒としての適性は十二分にあると言えます……でも」

　そう言うとミーシャはさも残念だと言わんばかりに、首を横に振った。悪あく魔まのような邪じや悪あくな笑みを浮かべながら。

「せっかくこれほど美しい少女を召喚出来たのだから、兵士にして使い潰つぶすのも勿もつ体たいないわ。手て駒ごまとして残しておきたい気もするけれど、あなたには殿でん下かのお相手をしてもらいましょう。前から頼たのまれていた事だし……ね」

　そう言うとミーシャは飛鳥に向かって掌てのひらを突き出した。

「何を……？」

　飛鳥は己おのれの置かれている状況を正確に理解している訳ではない。

　しかし、このままでは自分の身に何か良くないことが起きる事だけは本能的に察している。

「いやぁ……来ないで……」

　飛鳥はまるで蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのように竦すくむ足で後退った。

　しかし数歩後ろに下がったところで膝ひざから力が抜けてしまい、その場に尻しり餅もちをつく。

　そんな飛鳥に向かってミーシャは嘲ちよう笑しようを浮かべた。

「なぁに、そんなに怖こわがらなくても良いのよ。別に酷い目に遭う訳じゃないわ。それこそ、そこに転がっている男二人に比べれば格段に良い待たい遇ぐうよ。有名な職人が心血を注いで作り上げた豪ごう奢しやな衣服を身にまとい、三度の食事は並みの貴族では口にすることがないほど吟ぎん味みに吟味を重ねた最高級品。その上、戦場に出て泥どろに塗まみれる必要もない。貴方あなたはただ、殿下の夜のお相手をすればいいの。大丈夫よ。あなたみたいに若くて綺き麗れいなら殿下もご寵ちよう愛あいしてくださるわ……新しい玩具おもちやが見つかるまでは……きっとね」

　そう言うと、ミーシャは素す早ばやく術式を起動させる。

「光こう神しんメネオースよ、古いにしえの契けい約やくに従い、彼の者の魂たましいを縛しばりたまえ」

　短い詠えい唱しようが終わると、ミーシャの右手の掌に何か紋もん様ようのような物が浮かび上がり、淡あわい光を放ち始めた。

「大丈夫、呪印を刻み込む間は少しだけ苦しむと思うけれど、直すぐに治まるから」

　冷れい酷こくに笑うミーシャの手が飛鳥の顔に向かって伸びていく。

（亮真！　助けて！）

　飛鳥の心に老成した空気を纏まとう青年の顔が浮かんだ。

　勿もち論ろん、それは一種の諦あきらめにも似た心境の発はつ露ろ。この場に数すうヶか月げつ前に姿を消した男が姿を現すはずもないのだ。

　しかし、そんな飛鳥の窮きゆう地ちを天は見捨てなかった。

　固い棒状の物が床に転がる音がした。

　次の瞬間、横から吹ふき荒すさぶ一いち陣じんの風が飛鳥の肌を襲い、何か重く水気を含ふくんだ物が床に落ちる音が聞こえる。

　ミーシャの口から獣けもののような絶ぜつ叫きようが迸ほとばしり周囲に響き渡り、飛鳥の顔に生暖かい飛沫しぶきが飛んだ。

「うちの孫まご娘むすめに汚きたない手で触さわらないでくれんかね」

　それは、この修しゆ羅ら場ばには到とう底てい似つかわしくない穏おだやかな声。

　その声を聞いた瞬間、飛鳥は伏ふせていた顔を見上げた。

「えっ……お爺じいちゃん？　でも、その恰かつ好こうは……」

　その瞳ひとみに映し出されたのは、この場に居るはずのない御子柴浩一郎の姿。

　ただし、普段の見慣れた格好ではない。

　その両手に握られた刀からは赤い血が地面に向かって滴したたり落おちている。

　浩一郎の顔に点々と飛び散っている赤いものを見て、飛鳥は己の顔へと手をやった。

　ゆるりとした血液特有の感触。

　乾かわききっていないその感触が、目の前で起きた出来事を如によ実じつに語っている。

「お爺ちゃん……何でここに……それに、それって……」

　飛鳥の震ふるえる指の先にあるのは、先ほどまで冷酷な笑えみを浮かべていたミーシャの蹲る姿。

「貴様！　何者だ！」

　突然の事に、騎士達の動きは鈍にぶい。

　それでも、ミーシャの護衛についていた騎士は、腰の剣を抜き放つと誰すい何かの声を上げる。

　だが、振り上げられたその剣が振り下ろされる事はなかった。そう、永遠に。

「この状況で上段に構えるとはな……相手の力量も測れん間ま抜ぬけか……やれやれ、強者に出会わずに済んだ事は幸運だが、こうも容易たやすいのは些いささか興きよう醒ざめだ」

　上段の構えは別名を火の構えともいう。

　烈れつ火かの如き気き迫はくで相手を圧する攻こう撃げき的てきな構えに相応ふさわしい異名と言えるだろう。

　しかし、逆に言えば、相手を圧あつ倒とうし縛り付ける気迫がなければ、この構えは決して火の構えとはなり得ない。

　ただ、無防備に腹部を相手にさらけ出しているだけだ。

　呆あきれと共に小さくため息をついた浩一郎の右手が無造作に薙なぎ払はらわれる。

　刃やいばが騎士の鎧に守られている筈の腹を、背骨諸もろ共ともに断たち斬きった。

「嘘うそ……」

　飛鳥は己の目に映る光景が信じられなかった。

　赤黒い血と臓物を床にぶちまけながら床に倒たおれ込む騎士。

　涙なみだと涎よだれ、そして血に塗れ床に蹲り嗚お咽えつするミーシャの顔。その胸に抱だかれているのは、切り落とされた彼女の右みぎ腕うでだ。

　受け入れたくない現実。

　しかし、冷静さを取とり戻もどし始めた脳が、嫌いやでも状況を分ぶん析せきし始める。

（斬った？　斬った斬った斬った……本当に人を斬った？）

　御子柴浩一郎が武術に長けている事は飛鳥も良く知っている。

　だが、だからと言って人を斬るという行こう為いを平然と行うなど誰が想像できるだろうか。

「なるほど、鎧の紋章から察するに、此処ここはベルゼビア王国の様だな……まぁ、エルネスグーラや光神教団に呼ばれたのではないだけまだマシだとは言える……か」

　そう小さく呟つぶやくと、浩一郎は飛鳥の前に左手を差し出す。

「平気かね？　飛鳥ちゃんや」

　穏やかな声だ。この殺さつ伐ばつとした空間には不似合いなほどの優やさしさと慈いつくしみがその声に含まれている。

　しかし、それはあくまでも声だけの話。

　立花と楠田を床に押さえつけている騎士達は、ミーシャの護衛という本来の役目を忘れ、この突然の惨さん劇げきに為なすすべなく呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしていた。

　勿論、立花達を拘こう束そくしている以上、とるべき手段が限られていたのは事実だろう。

　立花達など、武法術を身に付けた騎士達にとってはただの弱者に過ぎない。

　ただ問題は、立花達を生かしておかなければならないという点。

　殺してしまって良いのであれば、造作もなく首を刎はねる事が出来ただろうが、無傷で拘束するというのは、力の差があってもかなり難しいと言える。

　立花達とて弱いなりに必死で抵てい抗こうするからだ。

　しかし、ベルゼビア側にしてみれば、今後の事を考えた時、二人をどうしても無傷で確保しておきたいという思おも惑わくがある。

　初めから傷物であれば諦めもつくだろうが、地球人をわざわざ召喚する目的はあくまで戦力の拡張補ほ充じゆうに他ならない。

　それなりの手て間ま暇ひまと費用を費やしている以上、不測の事態だからと言ってそう簡単に殺してしまう訳にはいかないのだ。

　態わざ々わざ二人掛がかりで立花や楠田を抑おさえ込んでいる事からもそれは見て取れる。

　だが、彼らが呆然としていた最大の理由は、突とつ如じよとしてこの場に姿を現した御子柴浩一郎という男の存在。

　浩一郎が放つ圧あつ倒とう的てきなまでの空気がこの場を支配していたのだ。

「どうした飛鳥ちゃん。腰でも抜けたかね……怪我けがはないと思うが？」

　無言のまま呆然と見上げる飛鳥をしり目に、浩一郎は何時いつもと変わらぬひょうひょうとした口調で飛鳥を引き起こす。

　そんな普段と変わらない口調の浩一郎に、飛鳥は無言のまま頷いた。

「ふむ、それは重ちよう畳じよう重畳……さて、それではこちらはさっさと始末してしまうとするか。あまりのんびりしているのも……のぅ」

　そう言うと、浩一郎は目を細める。

　それは、先ほど飛鳥に向けていた慈しみなど微み塵じんも無い冷れい徹てつで鋼のような無機質な目。

　勿論、その視線の先にあるのは、切り落とされた腕を胸に抱きかかえて床に蹲っているミーシャの姿だ。

　切断された腕を抱え床に座すわり込むミーシャの姿は、普通であれば憐れん憫びんの情を抱いて当然のものと言えるだろう。

　事実、飛鳥の心には自分が助かったという安あん堵どよりも、浩一郎の手によって腕を切断されたミーシャに対して身内としての罪の意識すら芽生え始めている。
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　しかし、浩一郎にしてみれば、ミーシャは孫娘にも等しい大事な飛鳥をこの地じ獄ごくのような世界に呼び出した元げん凶きようでしかない。

　この世界の苛か酷こくさを嫌という程に理解している浩一郎の瞳に、ミーシャに対しての憐あわれみが微塵もないのもまた当然の事と言える。

　両者の意識の差。

　それは、この大地世界アースという名の地獄をどこまで理解しているかどうかなのだろう。

　その時、突然ミーシャが顔を上げ浩一郎を睨み付ける。

　憎ぞう悪おの炎ほのおが燃え盛った暗い目だ。

　そして、ミーシャの口から禍まが々まがしい怨えん嗟さの言葉が漏もれた。

　それは狂きよう気きと殺意にあふれ、耳にした人間の魂を恐きよう怖ふで縛る。

「許せない！　許せない、許せない許せない。裏大地リアースから呼ばれた駒の分際で、腕を……ベルゼビアを担になう私の腕をよくも、よくも、よくも……細切れに切り刻んで、豚ぶたの餌えさにしてもまだ飽あき足たらないわ」

　叫んでいる訳ではない。

　しかし、飛鳥の耳にミーシャが放った言葉の一言一句が鮮せん明めいに響いている。

　それは、純粋なまでの憎悪。

　若じやつ干かんの憐れみと罪悪感を抱き始めていた飛鳥は、ミーシャの言葉とギラギラと光る目に圧倒されるしかなかった。

　それは、立花達を取り押さえている騎士達にしても同じだったのだろう。

　立花達を押さえつけていた力はほんの少し緩ゆるんだ。

　しかし、そんなミーシャの言葉に一いつ切さいの動どう揺ようを示さなかった人間が居る。

　浩一郎にとって、今いま更さら他人から憎悪の視線を向けられたところで痛つう痒ようすらも感じる事はない。

　そんなものを感じていちいち動揺していては、浩一郎が過去に潜くぐり抜けてきた戦場を生き残れなどしなかっただろう。

　次の瞬間、浩一郎の右手が無造作に空を薙ぎ払う。

「馬ば鹿かめ……恨み言を言う暇ひまがあるなら術の詠唱でもすれば良いだろうに」

　蹲っていたミーシャの首が、ゆっくりとズレはじめ、やがて床の上に転がった。

　浩一郎は知っているのだ。敵は速すみやかに殺さなくてはならない事を。

　そして、殺す事を躊躇ためらわない事の大切さと意味を。







第一章　逃とう避ひ行こうの始まり







　立花は己の目に映る光景が信じられなかった。

　それこそ、組織犯罪対策課では強面こわもての刑事として数多あまたの職業犯罪者を相手にしてきた立花にとって、人を殺した人間など嫌という程見てきた。

　その中には、犯行直後に立花が現行犯で逮たい捕ほした人間もいる。

　だが、そんな彼らと目の前にいる浩こう一いち郎ろうを見比べた時、立花は明らかに異質なものを感じていた。

（おいおい……なんだ、あの落ち着きようは）

　首を刎ねられて生きている人間が居ない以上、ミーシャ・フォンティーヌと名乗った女が死んでいるのは否定のしようがない事実。

　確かに、被ひ害がい者しやであるミーシャと名乗った女は普通ではないだろう。

　警察官と名乗っても、彼かの女じよ達たちはほんの少しの動揺も見せなかった。

　普通であれば、何らかの反応があって然しかるべき状況だと言える。驚くか、敵意を見せるかはさておいて……

　身に着けている服装も、常識的に考えてまともとは言えない。

　立花にせよ楠田にせよ、この状況下で自分達を拘束する一団を、ごく普通の一いつ般ぱん人じんだと想定する事は不可能だった。

　しかし、如何いかに相手が怪あやしい犯罪者のような集団が相手とは言え、これほどあっさりと人が殺されるなど、警察官として数々の修羅場を経験してきた立花にとって想像した事もなかった事態である。

　ましてや、その凶きよう行こうに及およんだ人物が、つい先ほどまで向かい合って卓たくを囲んでいた相手となればその心に受ける衝しよう撃げきは計り知れない。

（しかし、これで俺達は助かるかもしれん……）

　正直に言えば、殺人者である御み子こ柴しば浩一郎が恐おそろしいのも事実だ。

　だがその一方で、自分達を押さえつけている鎧姿の男達に比べれば、まだ意思の疎そ通つうは可能であり、交こう渉しようの余地は十分にあると思われる。

　言葉が通じず、装いも異様な集団に比べれば、当然ともいえる判断だろう。

　問題は、今目の前で起こった殺人という行為と、それを行った浩一郎という人間を警察官である立花が許容できるかどうかという点。

（だが、それで本当にいいのか？）

　安堵と罪悪感。そして警察官として育はぐくんできた使命感が立花の心の中を入り乱れる。

　自分達が陥おちいった今の立場を正確に理解しているとは言えないものの、立花とて馬鹿ではない。この場所が日本ではない事はおぼろげながらに理解していた。

　何故なら、立花達が警察官であると名乗った際に、彼らは何の反応も見せなかったからだ。

　ここが日本国内であったならば、相手が如何に職業的な犯罪者であっても警察官を目の前にして無反応という事はありえないだろう。

　もし仮に、日本語が理解出来なかったとしても、ジャパニーズやポリスメンと言った単語の意味を理解出来ない人間は極めて少ない筈だ。現代では戦場においてですら、インターネットによってチャットもブログも出来るような世の中なのだから。

　となると、可能性は二つ。

　相手が警官だと知っても気にする必要のないほど圧倒的な力を持つ犯罪組織か、ここが日本の警察力の手の届かない異国かの二つ。

　仮に前者であれば、南米の麻ま薬やくカルテルやロシアンマフィアのブラトヴァ等の国際的な組織が関わっている可能性が考えられるだろう。

　彼らは潜せん水すい艦かんで麻薬を運び、その収益で一国の軍隊に匹ひつ敵てきするような武装をしているとされる犯罪組織で、何万と言う構成員が世界中に存在しているのだ。

　そんな彼らは、警察を疎うとましくは思っても恐れる事はない。最悪殺してしまえばいいと割り切っているから。

　結局のところ、警察が警察である為には、武力による裏付けが必ひつ須すと言える。

　その事を、立花は過去務めた組織犯罪対策課で嫌という程身に染しみていた。

　ただ問題は、もし仮にそんな犯罪組織が日本に進出してきたとして、こんな古ふる臭くさい金属の鎧を身に着け、剣や槍などで武装するかという点だ。

（中国系のマフィアは未だに剣だの刀だのを抗こう争そうの時には振り回すっていうが……まぁ、有り得んわな……）

　立花は脳のう裏りに浮かんだ想像を否定した。

　そもそも、そういった犯罪組織が使うのは自動小しよう銃じゆうやサブマシンガンのような銃じゆう器きが殆ほとんど。

　確かに、銃器の入手が困難な日本のような国であればまた変わるだろうが、それはあくまで環かん境きよう的てきな要因で致いたし方かたなく手ぢかな刃は物ものを選んだというだけに過ぎない。

　勿論、ナイフ程度なら使うだろうが、幾いくら何でも鎧を着こみ剣や槍で武装する訳がないのだ。

　では、逆にここが日本ではないという可能性はあるだろうか。

（馬ば鹿か馬ば鹿かしい。漫まん画がやアニメじゃあるまいし……な。そんな事ある筈がない）

　神かみ隠かくしや最近流行はやりの異世界召喚という言葉が立花の脳裏に浮うかび、こんな切せつ迫ぱくした状況化にも拘かかわらず苦笑いを浮かべてしまう。

　この状況を説明する上で、一番しっくりくる答えと言えるだろう。

　ただ、当然これにも問題がある。

　いや、問題というよりは、立花が単に信じたくないというべきか。

　今までの人生で培つちかってきた常識の鎖くさりが立花の思考を縛り上げる。

　それは無理もない事でもあるだろう。

　立花の耳に、騎士達の囁ささやき声が聞こえて来た。

　残念ながら立花には彼らの話している内容は理解出来なかったが、この状況で話す内容と言えばある程度の想像が付くのが救いだろう。

（逃にげるか戦うか迷ってる感じだな……）

　立花から見ても、あの殺された女は身分の高い人間のようだった。

　つまり、彼ら騎士達は彼女を守る為の護衛なのだ。

（そりゃぁ、簡単にはどうするか決断出来ないか……俺達の事も有るしな）

　守るべき対象を目の前であっさりと殺されたとなれば、護衛としては失格の烙らく印いんを押されても致し方ないと言える。

　確かに立花達を取り押さえているので女を護衛する人数が減っていたのは事実だ。

　言葉は理解できないものの、女自身が騎士達に命じていたのは立花も見ている。

　しかし、非常に残念な事にそんな道理は何の言い訳にもならないのだ。、護衛対象が殺されたという結果の前では……

（その辺はどんな組織でも同じだろうからな……）

　一いつ瞬しゆん、結果だけを追い求めて部下の尻しりを叩く上司の顔が浮かんだ。

　彼らの言葉は大たい抵ていの場合は正論だ。

　物事の対処として、実に的確で道理にかなった判断と言えるだろう。

　しかし、それはあくまで後付けの正論。

　全ての結果が出そろってから立てた対策と、その場で事象に対応しながら立てた対策ではその判断に差が出るのは当然なのだが、大抵の人間はその齟そ齬ごを許さない。

　現場の状況や環かん境きようを理解することなく、彼らは正論という剣で人を斬るのだ。

（どちらにしても、もう少し様子を見るしかない）

　自分を押さえつける力が多少緩んでいるとはいえ、自分よりも体格の良い騎士を二人も相手にするのは無む謀ぼうでしかない。

　幸いな事に、この状況を動かしうる要因は健在だ。

　隣となりで床に押さえつけられている楠田に向かって立花は無言のまま目配せをした。

　伊達だてに相棒として行動を共にして来た訳ではない。

　ほんの一瞬視線を合わせただけだが、立花の意思は正確に楠田へと伝わったのだろう。

　微かすかに楠田の口元が了りよう解かいと呟いたのが見える。

（よし、後は……）

　人として、目の前で起きた殺さつ戮りくは決して容よう認にん出来るような事ではない。

　しかし、そんな正義感や道徳心は自己の安全が保たれていればこそなのだ。

　唇くちびるを噛かみ締しめながら、立花は鋭するどい視線を浩一郎と飛鳥あすかへ向けた。

「さてと……」

　尻餅をついていた飛鳥を引き起こしてやると、浩一郎は唇を吊つり上げて笑った。

　その微び笑しように飛鳥は思わず眉を顰める。

「お爺ちゃん？」

　この異常事態ともいえる状況に際し、笑みを浮かべる事の出来る人間は限られているだろう。

　それこそ善悪の区別のつかないような狂きよう人じんであれば別かもしれないが、飛鳥の知る限り御子柴浩一郎は理性的にして洒しや脱だつな性格。

　時折、人を小こ馬ば鹿かにしたような笑みを浮かべたり、おちょくるような言動をする時もある癖くせの強い人物ではあるのは事実だが、基本的には曲がった事が嫌きらいな善人と言えるだろう。

　しかし、今の状況ではあまりに不ふ謹きん慎しんな態度とも言える。

　非難と訝いぶかしみの混じった視線が浩一郎へ向けられた。

　だが、そんな視線を向けられても、浩一郎の態度は変わる事はない。

「稽けい古こは続けていたが、久しぶりに桜花を抜いたのでなぁ……思った程に腕が落ちていなくて胸を撫で下ろしているところよ」

　その言葉に、飛鳥はようやく浩一郎の手に握られていた刀の正体を知った。

「それ……床とこの間まに飾かざっていた奴やつ……亮りよう真まにも触らせなかった？」

　未だに鮮せん血けつが滴り落ちる分厚い刀身は、確かに浩一郎が手入れをしていた愛刀の一本であるのは間ま違ちがいなかった。

　浩一郎の背後には、もう一本の愛刀である菊きく花かが床の上に転がっている。

　抜いた事はなくとも、掃そう除じや食事の世話で屋敷を訪ねるたびに何度も目にしてきたのだ。今いま更さら見み間ま違ちがえる筈もない。

「でも……何で？」

　浩一郎の愛刀がここにある。

　勿論、それは浩一郎が持って来たからである事は飛鳥にも容易に理解する事が出来たが、問題点はそこではない。

（何で？　何で床の間に置いてあった刀を持って来たの？　それも両方……）

　確かに、飛鳥はあの時叫び声を上げた。

　屋や敷しきの中にいた浩一郎に飛鳥の悲鳴が届いても不思議ではない。

　何か不測の事態が起こったと浩一郎が判断し、近くにあった刀を掴んで飛び出したというのも納なつ得とくがいく。

　だが、それならば何故、かさばるのを承知で態々愛刀を二本とも持ち出したのか。

（それじゃあまるで、此処に来る事が前から分かっていたって事じゃない……）

　肯こう定てい的てきな解かい釈しやくをすれば、飛鳥の悲鳴を聞いて気が動転し、目についたものを手に取った可能性はあるだろう。

　だが否定的な解釈をすれば、御子柴浩一郎という男は、この状況を事前に知っていたとも考えられるのだ。

「ほれ……護身用にしばらく持っていなさい」

　浩一郎が飛鳥へ握っていた桜花を差し出す。

「え？　ちょっと待って……これって一体」

　突とつ然ぜん差し出された桜花を両手で受け取る飛鳥に浩一郎は肩かたを竦めて見せる。

「なぁに、残った連中の後始末をせにゃあならんが、桜花ばかり使うとこいつの機き嫌げんが悪くなるのでなぁ」

　そう言うと、浩一郎は床に転がる菊花を拾い上げると、優しく鞘さやを撫でる。

「すまんすまん。飛鳥が危なかったのでつい……な」

　まるで臍へそを曲げた女性の機き嫌げんを取り繕つくろう男のような言葉を囁きながら、浩一郎は菊花を鞘から抜ぬき放った。

「数は残り四人。桜花が相手にした倍の数じゃ。これで機嫌を直しておくれ」

　その言葉に、菊花の刀身が微かに震える。

　まるで浩一郎の言葉を否定するかのように……

「そうか……倍では満足できんか……わかったわかった……どちらにせよ、この場を切きり抜けて終わりと言う訳にはいかぬからな……後でたっぷりと腹を満たしてやれるだろうて」

　その言葉に菊花の刀身が震えるのを止めた。

「ふむ……では、始めるとするかね」

　その呟きが零こぼれ落ちるのと同時に、浩一郎がゆっくりと歩き始める。

　ぶらりと両手を下ろし、脱だつ力りよくした自然体。

　右手に軽く握られた菊花の切っ先が床に向けられている。

　まるで、屋敷の近くへ散歩に出かけるような足取りだ。

「え？　お爺ちゃん！」

　驚おどろきのあまり、飛鳥の口から叫び声が上がる。

　浩一郎の腕うで前まえは十分に理解しているが、それでも相手の騎士は四人。

　鎧を着こみ、体格も浩一郎より二回り以上は大きい。

　奇き襲しゆうを仕し掛かけるのであれば別だが、面と向かっての勝負となれば未いまだに騎士達の方が有利と見るのが普ふ通つうだろう。

　だが、相手の騎士達は全く別の感想を持ったらしい。

「く……来るな！　それ以上近寄るんじゃない！」

　この場の空気に耐たえきれなくなったのか、楠くす田だを押おさえつけていた騎士の一人が傍かたわらに置いた槍を掴つかみ立ち上がる。

「この化け物が！」

　それに釣られたのだろう。

　今度は立花を押さえつけていた騎士の一人が恐怖に駆かられながら腰の剣を抜いた。

　中段に構えた剣の剣けん先さきが小刻みに震えている。

　その姿を見て、浩一郎は嘲笑を浮かべる。

「そんなに、この老いぼれが怖いかね？」

「ふざけるな……誰が貴様などを恐れるものか！」

　怖くない訳はないだろう。

　浩一郎の卓たく越えつした腕前は既に周知の事実。

　鉄の鎧を着こんだ騎士の腹を両断する程なのだ。

　しかし、それを騎士達が認める訳にはいかなかった。たとえそれが虚きよ勢せいであると、自分で理解していたとしてもだ。

「貴様程度の腕前、我わが国くににははいて捨てる程いる！」

「ほう、そうかね……それはそれは……それなら貴公もさぞ素す晴ばらしい腕前をお持ちなのだろう……実に楽しみな事だ」

　浩一郎は大おお仰ぎように頷いて見せた。

　肯こう定ていの言葉も言い方や表情でその意味は正反対に変わる。

　浩一郎のそれは、まさに癇かんに障さわる言い方と言う奴だ。

「愚ぐ弄ろうするか！」

　恐怖で揺ゆれ動うごく心に加えられた侮ぶ蔑べつ。

　それは、ただでさえ冷静さを欠いていた騎士の心をさらに激しくかき乱す。

　それでも、彼らは多少でも知ち恵えを働かせる。

　二人は無言で頷き合うと、左右に分かれた。

「ほう……」

　浩一郎を挟むように囲む二人の騎士の動きを見て、感心するかのように浩一郎は微かに片眉を上げた。

　二対一という人数差を最大限に利用した戦法。

　オーソドックスで捻ひねりのない戦法だが、同時に彼らがこの状じよう況きよう下で選ぶ事の出来る最適解と言って良いだろう。

　だが、数多の戦場を潜り抜けてきた浩一郎を対手にそれは悪手でしかない。

「「死ねぇ！」」

　槍の穂先が浩一郎の喉のど元もと目め掛がけて突つき出だされるのと同時に、もう片方の騎士が剣を脇わきに構えながら一気に浩一郎目掛けて突っ込んでくる。

　その瞬間、浩一郎は、槍を持つ騎士の方へと体を向けた。

　そして、だらりと脱力していた右手が稲いな妻ずまのように動く。

　まるで流水に舞まう木の葉。

　渾身の力を込めて突き出された槍をいとも容易く躱かわし、そのまま相手の左足から右の肩まで一気に切り上げる。

　途と中ちゆうにあった槍の柄も腕も何もかもを切り裂さいて。

　そして、そのまま浩一郎は菊花を上段に構えくるりと体を返す。

　次の瞬間、激しい金属音が広間に鳴なり響ひびき、赤い火花が飛鳥の目に映ったかと思うと、獣のような絶叫と共に騎士の体が床ゆかへと崩れ落ちる。

「ふぅむ多少は知恵を働かせたようだが、児じ戯ぎの域を出ないのぅ……どうやらこの場に居るのは口は達者だが尻の青い連中ばかりのようだ……まぁ、それでも武法術を使えるというだけで、普通ならば十分に事足りるだろうからな……致し方ないか」

　頭部から胸部に掛かけての唐から竹たけ割り。

　しかも、相手の兜かぶとごと切断するという荒あら技を見せた浩一郎が不満げに鼻を鳴らした。

「クソ！　ふざけやがって！」

　次々と仲間を失い遂ついに切せつ羽ぱ詰つまったのか、立花を押さえつけていた騎き士しは剣けんを抜こうと体勢を変えようとする。

　騎士の腕から力が抜け、立ち上がろうと腰こしを浮うかした。

　それは立花が待ち望んでいた千せん載ざい一いち遇ぐうの好機。

（今だ！）

　立花は素早く体を回転させると、騎士の右腕を掴んで力任せに引いた。

　それと同時に、床に突いていた左ひだり膝ひざへ前蹴りを入れて体勢を前に倒すと同時に両足を騎士の首に掛けて締め上げる。

　前三角締め。

　戦前の教育システムである旧制高等学校・大学予科・旧制専門学校。これらの学校で行われた寝ね技わざを重視した柔じゆう道どう。

　略して高専柔道に端たんを発すると言われる寝技の至芸である三角締めのバリエーションの一つである。

　この技わざが完全に決まれば脱だつ出しゆつは不可能。

　いや、脱出どころか首の血流を止められた相手はほんの短時間で意識を失う。

　立花にとっては、常つね日ひ頃ごろから血と汗あせを流して稽古に励はげんだ成果の結けつ晶しようと言える必殺の技だ。

　しかし、立花は一つ大きなミスを犯おかした。

　そう、相手の着ている衣服にまで意識が及ばなかった事だ。

（しまった！　兜が邪じや魔まをしやがる！）

　普通、この体勢にまで持ち込んでしまえば立花の勝ちだ。

　しかし今、立花が相手をしているのは鎧よろい兜かぶとを着込んだ騎士。

　せっかく絡からめた足も鉄の兜と鎧の上から締め上げたところで効果はない。

　しかし、立花の反はん撃げきは決して無む駄だではなかった。

「うぉ！　この野郎。何をしやがる！」

　騎士の怒ど号ごうが響き、鉄の小手で覆おおわれた左拳こぶしが立花の顔面を襲おそう。

　武法術で強化された身体能力から繰くり出された拳。

　その上、相手の手には分厚い鉄の小手だ。

　体勢さえまともであれば、その拳が繰り出す衝しよう撃げき力りよくは鉄のハンマーでフルスイングした時と大差はないだろう。

　まともに喰くらえば立花の頭部はザクロのように弾はじけ飛とんでいたに違ちがいない。

　だが、右手を立花に掴まれた中ちゆう腰ごしの状態では、如何に武法術で強化した騎士の拳と言えど、一撃で立花の命を消し去る事は出来なかった。

　はげしい打だ撃げき音おんが広間に響き、立花の頭部よりパッと赤い花が咲さいた。

（クソッたれ！　腕うで挫ひしぎでも脇固めでもいい。何とか関かん節せつ技わざに持ち込むんだ……このまま放してたまるか！）

　割れた額からとめどなく流れ落ちる血が立花の目に入る。

　赤く染まった視界。

　やがて眼めを開けていられなくなった立花は、朦もう朧ろうとした意識の中、必死で掴み続けている腕の関節を極きわめようと渾身の力を振ふり絞しぼる。

　とにかく、この腕を放したが最後、立花の命は蝋ろう燭そくの火のように容易く吹き消されてしまうのは目に見えているのだから。

　一体どれほどの時間が経過したのか。

　立花は突とつ然ぜん騎き士しの体から力が抜けたのを感じる。

（何だ？　いきなり力が抜けた？）

　次の瞬しゆん間かん。訝しく思いながらも関節を極め続ける立花の腹に生暖かい液体が降り注いだ。

「流れ落ちた血で目が見えなくなっているようだのう……」

　腹の上に覆いかぶさってきた騎士の体を跳はね除よけようともがく立花へ、浩一郎は穏やかな声で告げる。

「あ、あんた？　その声は御子柴さんか！」

「立花さんや……済まぬがもう少しそのままの状態で寝ねていておくれ。変に動かれても厄やつ介かいだからのぅ。なぁにあちらで苦戦しているお若い方を助けるだけだ。たいして時間は掛からんよ」

　立花の耳に最後の騎士が上げる悲鳴が響いたのは、それからほんの数秒後の事だった。




「香こう料りようとかが入っているので少し沁しみるかもしれませんが他にどうしようもなくて……申し訳ないのですが我が慢まんしてください」

　そう言うと飛鳥は、ポケットから愛用のフェイスシートを取り出し立花の顔を拭ふいた。

　コンビニなどの棚たなに並ぶスキンケア用のシート。

　部活の朝練などで汗をかいた後、シャワーを浴びる時間がない時に使う必ひつ需じゆ品ひんで、飛鳥は女の身だしなみの一つとして常に持ち歩いているものだ。

「うぉ……」

「すみません……やっぱり沁みました？」

　傷口には触ふれないように注意したのだが、一瞬立花の体がビクッと震えたのを見て、飛鳥は申し訳なさげに頭を下げた。

　汗を拭ぬぐった後の爽そう快かい感が欲しくて、飛鳥は同じスキンケア用のシートの中でも、特にメントールの強いものを好んでいる。

　普ふ段だんであれば何ともないだろうが、流石さすがに傷口の周辺を拭うには適さない。

　普段なら心地ここちよいメントールの刺し激げきが、直接傷に触れていないにもかかわらず、燃えるような痛みを齎もたらすのだ。

　とはいえ、こんな状況下ではまともな治ち療りようなど望むべくもない事だろう。

　何しろ、ここには一滴てきの水も有りはしないのだ。

　しかし、だからと言ってこのまま立花を放置しておく訳にもいかない。

　最低でも自分の身は自分で守ってもらうしかないのだから。

「幸い、骨に異常はないみたいですけど……やっぱり早く傷口を縫ぬった方がいいわ……出来れば頭部のＣＴも……」

　立花の額に包帯の代わりとしてきつく巻かれたハンカチを見ながら、飛鳥が心配そうに呟く。

　今のところ、問題は傷口からの出血だけのように見えるが、場所が場所だけに出来れば病院に直行するべき怪我なのは明らかだった。

　しかし……

「そいつは、俺おれとしても是ぜ非ひお願いしたいところだがね……」

　そんな飛鳥の顔を見て、立花は苦笑いを浮かべる。

「そうですね……俺も立花さんを早く病院に連れていくべきだとは思いますが……ここがどこかも分からないんじゃあ……」

　広間を一回りして戻ってきた楠田が、周囲を見回して深いため息をついた。

「携けい帯たいの方はどうだ？」

「駄だ目めですね。あちこち動いてはみたんですけど。アイコンのアンテナが立ってないんで電波自体来てないんだと思います」

「やっぱりそうか……」

　ある程度想像していた事とは言え、楠田の答えに立花は舌打ちを隠かくせなかった。

　現代社会で携帯電話が使えないという環境は致ち命めい傷しように近い。

　どこぞの発展途と上じよう国こくや後進国と呼ばれるような国ならばともかく、今の日本で携帯の電波が入らない場所など極めて限られているのが現状だ。

　それこそ、今は山登りのツールとしても携帯電話や携帯モバイルは欠かせない時代。

　仮に世界遺産に登録されて観光客が押し寄よせるようになった富士山を例にとると、一部のルートを除いて、ほぼ登山ルートの全域で携帯の電波が入る。

　勿論、自然が相手の事なので、山の状況に応じて電波が入らない事はあるだろうが、それでも過去の携帯電話が普ふ及きゆうし始めた頃ころの時代と比ひ較かくすれば雲うん泥でいの差だ。

　何時でも何処どこでも時と場所を選ぶ事なく相手と意思の疎通ができる携帯電話は確かに素晴らしい発明であるだろうが、ある意味では人は携帯電話という鎖に常に縛り付けられているという表現も出来るだろう。

　しかし、賛否両論はあれど、今の立花達が置かれた緊きん急きゆう時ではやはり携帯電話の力は大きい。

「さて、傷の手当は済んだかね？」

　今後の対応をどうするか考え込んでいた立花に、浩一郎が声を掛けてきた。

　その瞬間、立花の体が微かに震える。

　目の前にいる男が殺人者である事に対しての恐怖の表れだろう。

　状じよう況きよう的てきに見て御子柴浩一郎は立花達を助けようとしたのだという事は理解出来る。

　だが、だからと言って日本刀を振り回し六人の人間を次々に惨ざん殺さつした男と話すのは、立花にとってもかなり神経が酷こく使しされる。

　実際、身内である桐生きりゆう飛鳥の態度にもそれがありありと出ていた。

（安堵と助けてくれたという感謝の気持ちに対して、六人の人間が死んだという罪悪感が鬩せめぎ合っている感じだな……まぁ、無理もないだろうが）

　あの時、御子柴浩一郎がこの場にやって来なければどうなっていたか。

　確たるものは何もないが、まず間違いなく悲ひ惨さんな事になったであろう。

　だが、その悲惨な未来を避さけた代だい償しようはどうだろうか。

　現代社会、それも先進国と呼ばれる豊かな社会に住む人間は生命をまるで至高の宝のように大切に考えている。

　そういった価値観の中で生きてきた人間にとって、今の状況はあまりにも苛酷すぎるのだ。

「とりあえず応急処置はしたけど……お爺ちゃんこそ、何をしてたの？」

　力なく答えた飛鳥の視線が、浩一郎の両手に握にぎられた物へと向けられる。

「いや、何……今後必要となる物を色々と……な」

　そう言うと、浩一郎は抱かかえていた二本の剣を立花と楠田に向かって放ほうり投なげた。

「御子柴さん……これは？」

　本物だけが持つズシリとした重み。

　その圧倒的な現実感の前に、立花は戸と惑まどいを見せた。

「なぁに、売ったところで大した値も付かないような物だが護身用に暫らく持っておいた方がいい。最悪杖つえ代わりにもなるでしょうし」

「杖……ですか？」

　予想外の言葉に戸惑いを見せる立花に対し、浩一郎は呆れたように肩を竦すくめて見せた。

「まさか立花さん、このままここに留とどまっていれば助けが来るとでも思っているのですかな？　携帯だって使えんかったでしょうに」

　その言葉に立花は返すべき言葉を失った。

（そりゃそうだ……とりあえずここから逃げるしかない……）

　既すでに交渉でどうにかなる段階は過ぎ去っている。

　ここがどこであれ、六人もの人間が死んでいるのだ。

　勿もち論ろん、彼かれらを殺あやめたのは御子柴浩一郎一人の所業ではある。

　しかし、それを証明する事も、また仮に証明したところで、この広間の外に居るであろう殺された六人の仲間達がその話を信じるかどうかは別の話だ。

　いや、仲間を殺された人間が、殺した相手の言い訳を素す直なおに信じてくれる筈はずもない。

　しかし、若い楠田はそんな当たり前な道理も弁わきまえてはいなかったらしい。

「いや、まずは立花さんを治療するべきです。確かにあまりいい状況とは言えませんが、あの扉とびらの外には誰だれかいる筈です。その人達に事情を話して医者を呼んで貰もらえば」

「やめろ楠田！」

　まずは外に居る人間と交渉するべきだと主張する楠田の言葉を立花は荒あら々あらしい口調で遮さえぎる。

「でも……立花さん」

　常識的に考えれば楠田の主張は間違ってはいない。

　形ばかりの止血を施ほどこしたと言っても、傷口を縫ってすらいないのだ。

　それに、頭部のダメージは硬こう膜まく外がい血けつ腫しゆなどの原因にもなる。

　たとえ今は問題なくとも早さつ急きゆうな治療は必須と言えるだろう。

　だが、それはあくまでも日本等、特定の国での話だ。

（出世しか頭にないいけ好かない奴だと思っていたが……どうやら俺の人を見る目も対してあてにはならんらしい）

　表情や視線から見て、少なくとも楠田の立花を心配する言葉に嘘うそはない。

　相方の意外な一面を見る事が出来、嬉うれしさと自分の見る目のなさに対する嘲ちよう笑しようが立花の心を過った。

　それこそ、合理的で冷徹な人間ならば、このまま足手まといである立花を見捨てる事さえ考えられるのだから。

　だが、だからこそそんなお人ひと好よしを危険な目に遭わせる訳にはいかないのだ。

「お前だって分かっているだろう？　ここは日本じゃないんだって」

　立花の問いかけに、一いつ瞬しゆん楠田の息が詰つまる。

　そして、無理な作り笑いを浮かべた。

「何を言ってるんですか立花さん。ここが日本じゃなくてどこだって言うんです？　確かに連中は日本人じゃなかったようですけど、だからってここが日本じゃないって理由にはならないでしょ？　それこそ最近は不法滞たい在ざいとかも多いですし、どっか東とう欧おうのやばそうな国の連中が日本に来てるだけですよ」

　その言葉に、立花は力なく首を横に振った。

「マフィアがあんな剣や槍やりを振り回すのか？」

「それは……でも、銃器の規制が厳しい日本なら可能性は……中国系のマフィアも抗争で刀を振り回したって話もありますし……」

「だから鎧兜を着込んで中世の騎士みたいな恰かつ好こうをしていたって？」

　そう言うと立花は鼻を鳴らして笑った。

「楠田……認めたくないのは分かる。俺だって正直この状況についていけないってのは正直なところだ。だがな……」

「立花さん……やめてください……」

　立花が何を言わんとしているのかを察し、楠田はまるで駄だ々だっ子このように首を横に振って否定する。彼の目の端に浮かぶのは涙なみだだ。

（こいつも本当は分かっているんだ……でも、理性と常識がそれを認めようとしない……そしてこの不可解な状況を説明する事の出来る人間が、この場にただ一人だけいる事を無意識に除外してしまっている）

　落ち着いて考えれば自おのずと導き出される答え。

　全ての疑問に対する答えはただ一人の胸の中だ。

　だから立花は、意を決して御子柴浩一郎へと顔を向けた。

「だがな、諦あきらめて認めろ……ここは日本じゃない。そして、この状況を俺おれ達たちに説明出来る人間、それはあんただ。御子柴浩一郎さん」

　その言葉が広間に響いた瞬間、飛鳥と楠田の視線が一いつ斉せいに驚きと共に浩一郎へと向けられた。

　それは、この場に居る誰もが口には出さずとも薄うす々うす感じていた疑問。

「ほぅ……ワシがかね？」

　浩一郎はさも驚いたと言わんばかりの大仰な態度で肩を竦めて見せた。

　しかし、立花とて何の根こん拠きよもなくそんなことを言い出した訳ではない。

「えぇ、貴方あなたが」

　二人の視線が交差する。

　正直に言えばあまり楽しい話題ではない。

　例えるならば、被ひ告こく人にんに死し刑けい判決を告げる裁判官のような心境だろうか。

　だが、同時に三人の目には疑ぎ惑わくと戸惑いの色が見て取れる。

　そのしこりが解消されない限り、飛鳥ですら浩一郎を再び信しん頼らいする事はないだろう。

　ただし、三人が浩一郎に疑惑の目を向けるのはある意味自然な事とも言える。

「まぁ、当然か……あまり時間はないが致し方ないな」

　長い沈ちん黙もくの後、浩一郎は深いため息を一つつくと、どっかと床に腰を下ろす。

「皆みなも座すわると良い」

　その言葉に三人は車座に座った。

「それで、まずは何が知りたいのかな？」

「色々と聞きたい事はありますが……まずはここが何処どこなのか？　少なくとも日本じゃない事だけは分かっていますが……」

　聞きたいと決心しても尚なお、その問いを口にする事は、立花にとって勇気の要いる事だった。

　そんな言いよどむ姿を見て、浩一郎は立花の代わりにその問いを口にしてやる。

「それに何故なぜ、自分達がここにいるのか……かな？」

「え……えぇ……その通りです」

　浩一郎を除いた誰もが知りたい疑問だろう。

　だが、浩一郎の第一声は皆の期待を裏切るものだった。

「最初に断っておくが、ワシは最初からここが何処か知っていた訳ではない」

　その言葉の意味に誰もが疑問を感じた。

（最初からここが何処か知っていた訳ではない？　だが、最初にと言ったという事は、今は分かるという事なのか？）

　文脈的に見て、立花の解釈で良い筈だが、問題はその言葉の裏に隠された意味だ。

「それは……一体どういう意味です？」

「確かにワシはここが何処なのか説明する事が出来る。だが別にワシがお主らをここへ連れて来た訳ではないという意味じゃよ」

「ご冗じよう談だんを……」

　己おのれの心の奥おく底そこに芽生え始めていた疑惑を見事に突かれ、立花の表情が変わる。

　確かに、その可能性を考えていたのは事実だ。

　御子柴浩一郎が立花達を連れてきたとすればこの状況が説明出来るのは当然。

　一番スッキリといく説明と言えるだろう。

　だが、問題はその可能性が低いと立花自身が考えているという点。

　それでも、疑惑の目を向けている張本人から疑っているだろうと指し摘てきを受ければ、疚やましさを感じるのが人間と言える。

　必死で取り繕う言葉を探す立花をしり目に、浩一郎はゆっくりと口を開いた。

「まずここは、大地世界アースと呼ばれる世界にあるベルゼビア王国という国じゃな」

　その言葉はやけに生々しく三人の耳に響く。

「ベルゼビア王国……」

　呆ぼう然ぜんと繰り返す立花に浩一郎はゆっくりと頷うなずいて見せる。

「ワシの記き憶おくが確かであれば。西方大陸の南方……南部諸王国と呼ばれる小国家群の一角にあった王国の名前の筈じゃな」

　それは正直に言ってあまりに馬ば鹿かげた話だった。

　立花にしろ楠田にしろ、今までの人生においてそのような国名を耳にした事は一度としてない。

　そもそも、西方大陸も大地世界アースと呼ばれる世界の事も聞いた事はないのだ。

　ここが日本ではないと理解し始めていた立花にとっても、素直に納得出来る筈もなかった。

「でも……何故我々がそのベルゼビア王国に居るんです？　少なくともあなたのお屋敷をお暇いとまするあの時まで、私たちは日本に居た筈ですよね？」

「無論」

　肯定の言葉だ。

「では……何故です？」

　その問いに、浩一郎はゆっくりと視線を床に転がるミーシャ・フォンティーヌの首へと向けた。

「あのミーシャと名乗った女が呼び出したのじゃろうて」

「呼び出した？」

　浩一郎の言葉に立花は首を捻る。

　そんな立花に浩一郎は改めて言い方を変えた。

「少し理解しにくかったか……そうですな……異世界より召しよう喚かんされたと言う言い方ならご理解いただけるかな？」

　それは、大の大人が口にするにはあまりに滑こつ稽けいな台詞せりふ。

　普通に考えればからかわれていると考えるのが妥だ当とうだろう。

　しかし、立花達は誰も笑わなかった。

　浩一郎の言葉が紛まぎれもない事実であると本能的に理解してしまったから。

　長い沈黙がその場を支配する。

　聞きたかった言葉。

　そして、知りたくなかった現実。

　それらが立花達の人生で培ってきた常識を全て押し流そうとしていた。

「待ってください！　仮に……仮にここがアンタの言う通りの国だとして、なんで我々がここにいるんです？　どうして俺達なんです！」

「連中が我々を呼び出した理由……まぁ、一言で言えば奴ど隷れい狩がりのようなもの。それと何故なぜ召しよう喚かんされたのが君達なのかという問いに関しては……正直に言って運が悪かったと言う他はないですな」

　それは実に的確な表現だったと言えるだろう。

　全ての元げん凶きようと思われる浩一郎や、その因果を背せ負おってしまったと思われる飛鳥はともかく、立花と楠田に関しては運が悪いという表現以外に言いようがない。

　実際、地球から大地世界に召喚される可能性は一回の召喚に付き、凡およそ六十億分の一か二と言ったところ。

　それこそ、一千万分の一と言われる宝くじの一等に当選するよりもまだ確率的には低いのだから。

　詩的な表現をするのであれば、運命の女め神がみに思いっきり嫌われてしまった人間だと言えるかもしれない。

　だが、的確で正しい表現が他者に受け入れられるかはまた別の話。

　人とは、不幸な運命を運が悪いと言われてすんなりそうですかとは受け入れられない生き物だから。

　誰もが浩一郎の言葉を消化出来ない中、楠田が顔を真っ赤に染め上げながら立ち上がる。

「ふざけるな！　そんな説明で納得できるか！」

　押さえつけられていた感情が爆ばく発はつする。

　その目の奥おくに宿るのは真っ赤に燃え上がる怒いかりの炎ほのお。

　この状況に対しての怒りであり、自分の理解出来ない事を平然と口にする御子柴浩一郎という人間への怒り。

　それは正しく八つ当たりとしか言いようのない感情だろう。

　ただ、それも無理はないのかもしれない。

　運が悪かったの一言でこの状況が納得出来る訳がないのだ。

「座れ。御子柴さんの話はまだ終わってない」

　まるで浩一郎へ掴み掛かからんばかりの勢いで詰め寄る楠田を立花が止めた。

「ですが！」

「良いから座れ！」

　反論しようとする楠田を制し、立花はもう一度同じ言葉を口にした。

　勿論、立花とて浩一郎の言葉に納得している訳ではない。

　しかし、立花はどうしても御子柴浩一郎に尋たずねなければならない事が有る。

　それは、全ての事に優先されるのだ。

「失礼しました」

「いや、気にされるな」

　それは形ばかりの謝罪。

　だが、浩一郎としても事を荒あら立だてるつもりは毛頭ない。

「それで……質問はこれで終わりかな？」

　浩一郎の問いに、立花は最後の質問を口にする。

「それでは最後に一つだけ……私達は日本に帰れるのでしょうか？」

　それは、何をおいても絶対に尋ねなければならない問い。

　立花達にとって、日本に帰りたいと思うのは当然の事だ。

　しかし、浩一郎はゆっくりと首を横に振った。

「まぁ……難しいでしょうな」

「それは、直すぐには無理という事ですか？」

　その言葉に浩一郎は首を横に振った。

「無論、それもありますが、問題は全ての問題を完かん璧ぺきに対処し、数多あまたの犠ぎ牲せいを費やしたところで、向こう側へ帰れるかどうかは完全に運うん次し第だいという事です」

　それは、死刑宣告とも言うべき回答。

　そして、立花がなるべく考えないようにしていた言葉でもある。

　だが、その一方で浩一郎の言葉には微かな希望の灯ひも存在していた。

「お爺じいちゃん。私も一つ聞きたい事が有るの。どうして？　どうしてそんなに詳くわしいの？」

　ずっと俯うつむいたまま一言もしゃべろうとしなかった飛鳥の口から呟つぶやきが漏もれた。

「飛鳥ちゃん……」

　それは浩一郎にとって最も聞かれたくない問い。

「ねぇ……お爺ちゃん。どうして？」

　肉親を信じたいという情と、止とめ処どなく溢あふれ出でる浩一郎への疑惑。

　二つの相反する感情に押しつぶされ、飛鳥の瞳ひとみには大おお粒つぶの涙が浮かんでいた。

　見つめ合う浩一郎と飛鳥。

　決して話したい訳ではない。

　だが、飛鳥には知る権利があるのもまた事実。

（話すしかない……か）

　意を決する浩一郎。

　しかし、浩一郎はその答えを口にする事が出来なかった。

　突とつ然ぜん響ひびき渡わたった、広間の扉を激しく乱打する音に遮られて。

「しまった。もう気付かれたか！」

　ベルゼビア側も流石に中の異変に気が付いたのだろう。

　浩一郎は鋭するどく舌打ちをすると、懐ふところから革の袋ふくろを取り出し飛鳥の胸むな元もとへと押し付ける。

「桜花は持っているな？　よし、そのまま護身用として持っていけ。中に入っている金でしばらくは食いつなげる筈じゃ。それと良いか！　ここは日本でも地球でもない。人を簡単に信じてはいけないし、絶対に敵に情けを掛けるな！」

「え！　待って、どういう事！」

　目まぐるしく変わる情勢についていけない飛鳥を浩一郎は諭さとす。

「もっと色々説明をしてやりたいが残念ながらその時間がない。直ぐに、異変に気が付いた連中が扉を破って飛び込んでくるだろう……ワシが連中の注意を引き付けるからその隙すきに飛鳥ちゃんは立花さんと一いつ緒しよに逃にげろ」

　そう言うと浩一郎は菊花を鞘から抜き放った。

　その顔には、決死の覚かく悟ごが浮かんでいる。

　浩一郎の腕前をもってしても、敵地で飛鳥を守りながら戦うというのはあまりにも分の悪い賭かけ。

　この場から全員が生き残れる一番高い可能性は、浩一郎が追手を一手に引き受け、その隙に飛鳥や立花達を逃がすという方法以外にない。

（初めは始末する事も考えたが、どうやら二人に飛鳥を託たくすしかないようだな……若い楠田はまだ状況を飲み込めていないが、立花の方は順応し始めてきている……飛鳥を一人でこの世界に放り出すよりは安全だろう……）

　浩一郎は当初、足手まといの立花と楠田を始末する事も考えていたものの、飛鳥と彼らのやり取りを見て考えを変えた。

　飛鳥は自分を守る為ためとは言え浩一郎が人を殺して平然としている事に衝しよう撃げきを受けている上に、今の状況を説明した事で逆に何でそんなに詳しいのかと疑惑を抱いだいている。

　いずれ時間を掛ければ疑惑を晴らすことも理解を求める事も出来るだろうが、今はその時間がないのだ。

　そんな状況で足手まといだと立花達を始末すれば、飛鳥の心は永遠に浩一郎から離はなれてしまう事になる。

　飛鳥は浩一郎の指示に反発するだろうし、下手をすれば一人で逃げ出してしまう事も考えられる。

　それでは飛鳥を守る為に浩一郎がこの世界に戻もどった意味がないのだ。

「でも……でも！」

「良いから黙だまって言う事を聞くんじゃ！」

　言いすがる飛鳥の言葉を浩一郎が遮る。

　実際、ここからは時間との勝負なのだ。

「立花さん、楠田さん！　飛鳥を頼たのみますぞ！」

　二人が頷くのを確かめると、浩一郎は扉と正反対の石いし壁かべに向かって刃やいばを構えた。

「菊きく花か、済まんが力を借りるぞ」

　その呟きが浩一郎の口から零れた瞬間、菊花の刀身が怪あやしく紫むらさきがかった光を放ち始めた。

　そして、激流のような生気プラーナが注ぎ込まれ、浩一郎の体にある七つのチャクラを開いていく。

　次の瞬間、浩一郎の腹の奥底から絞り出すかのような咆ほう哮こうが広間に響いた。

「早くこっちへ！」

　そう言うと、浩一郎が目の前の石壁に体当たりを喰らわせる。

「え？　嘘……こんな事って」

　浩一郎の体が石壁に飲み込まれていく。

　そこに姿を現したのは人一人が屈かがんで潜もぐれる程の四角い穴。

　八相の構えから繰り出された浩一郎の斬撃がまるで紙でも切り裂くかのように石壁を切り裂いたのだ。

　その切断面はまるで鏡のように滑なめらかで、刃筋に髪かみの毛けほどの狂くるいもないのは明らか。

　飛鳥は目の前に広がる光景に呆然とした。

　事実、今起こった出来事はとても達人の神かみ業わざなどという形容詞で済むものではない。

　伝え聞くところ、古いにしえの剣けん豪ごうの中には鎧兜はおろか榧かやで出来た分厚い碁ご盤ばんを斬きったという達人もいるが、浩一郎が見せたのはそれをはるかに凌しのぐ。

　いや技量もさる事ながら、何よりも恐おそろしいのは、数十センチはあろう厚みの石壁を切り裂いて刃は毀こぼれ一つ見せない菊花の切れ味だろうか。

「桐生さん！　先に行くよ！」

　剣を手にした楠田が素す早ばやく身を屈めて穴を通とおり抜ぬける。

「大だい丈じよう夫ぶ。誰も居ない！」

　外を見回した楠田が手で出て来いと合図を送る。

「立花さん、お先に行ってください」

「桐生さん……済みません」

　こういった場合、飛鳥を先に行かせるべきなのだろうが、今の立花は怪け我が人にん。

　最さい後こう尾びを任せる訳にはいかない。

　そういった飛鳥の配はい慮りよを感じ取ったのだろう。

　立花は余計な反論をせずに素早く穴を潜った。

「お爺ちゃん……」

　飛鳥は浩一郎の顔を見つめる。

　言いたい事が有った。

　聞きたい事も有った。

　そして、疑ってしまった事に対しての謝罪も……

「気に病やむな。説明をしなかったワシが悪いんじゃからな」

「でも……」

「大丈夫じゃ。桜花と菊花は互たがいに引き合うから、飛鳥ちゃんがそれを持っている限り必ず会える。ワシも後から追いつくから……なぁに、そう心配そうな顔をするな。城の奥に籠こもる王の傍そばに侍はべり、戦場の泥どろに塗まみれた事のない騎士なんぞワシの相手ではないからのぅ」

　そう言うと、浩一郎は笑えみを浮かべ、飛鳥の頭を優やさしく撫なでる。

「えぇか、この国を出たら北へ行け。エルネスグーラという国の首都を目指すんじゃ。あそこなら他の国よりはまだマシの筈じゃ」

「うん、分かった……」

「よし……ならば……もう行け！」

　力なく頷く飛鳥の背を浩一郎がそっと押おす。

「大丈夫じゃ。後で必ずお前を探し出して合流するから」

　話しておきたい事は多い。

　だが、今の浩一郎にはそれを語る時間がなかった。

「さて……これでいい」

　走り去る飛鳥の背中を浩一郎はその場に立たち尽つくしたままジッと見つめ続けた。

　やがて、広間の扉が重苦しい音を立てて開かれ、完全武装した騎き士し達たちが一斉に流れ込んで来た。

「何だこれは！　フォンティーヌ卿きようはご無事なのか？」

「駄目だ、全員死んでいる」

　そこかしこから響き渡る悲鳴と怒号。

「貴様！　貴様の仕し業わざだな！」

　やがて、悠ゆう然ぜんと立ち尽くす浩一郎を取り囲んだ騎士達の間から一人の男が前へと歩み出た。

　声の感じから察するに、年の頃は三十代半ばと言ったところだろうか。

　余よ程ほど身分の高い騎士なのだろう。

　周囲の騎士達に比べ、その装いは一段と華はなやかなものだ。

　純白のマントを靡なびかせ颯さつ爽そうと前へ出ると、浩一郎を指さしながら叫さけぶ。

「ベルゼビア国王の名において貴様に問う！　この惨さん状じようは貴様の仕業か！」

　普ふ通つうの人間ならばその声だけで縮み上がってしまうような怒号。

　しかし、浩一郎にとってそんなものはいかほどの価値もない。

　実際、浩一郎にとってミーシャ・フォンティーヌを切り殺した事など、大根を斬るのと大差はないのだ。

　いや、この大地世界に生きる全ての命が浩一郎にとっては等しく無価値だ。

　大切なのは、利用価値があるのか排はい除じよするべきなのかだけ。

「如何いかにも、それがどうかしたかね？」

　柳やなぎに風のごとく受け流すと、悠然と嘯うそぶいて見せた。

「そうか……ならば貴様は我わが妻の敵だ！」

　そう言うと騎士は腰の剣を引き抜き中段の構えをとる。

「ただでは済まさんぞ異世界人。我がフォンティーヌ伯はく爵しやく家けを愚ぐ弄ろうした罪をその身で味わうが良い」

　それは妻を殺された夫の正当な怒りの声。

　被ひ害がい者しやの家族が加害者を断罪する。それは正当な怒りと言えるだろう。

　しかし、その言葉を聞いた瞬間、浩一郎は嘲笑を浮かべた。

「なるほど……お前はあの女の身内か……これは良い事を聞いた。あれは少しばかり簡単に殺してしまったからなぁ」

　それは地じ獄ごくの鬼おにの怨えん嗟さの声。

　浩一郎の体から放たれる殺気が広間を覆いつくしていく。

「ワシの可愛かわいい飛鳥をこんな世界に引きずり込みおった代償は……お前さん達たちの命で支し払はらってもらうとしよう」

　その言葉に呼応するかのように、菊花の刀身が再び輝かがやきを放ち始めた。

　その瞬間、周囲から息を飲む音が聞こえた。

　刀身に輝く紋もん様ようの意味を知って……

「馬鹿な……それは、法剣の輝き！　それにその妖よう気きはただ事ではない……まさか魔ま剣けんの類たぐいだとでもいうのか！」

　本来ならば決して有り得ない事が目の前で起こり、浩一郎を取り囲む騎士達の間に動どう揺ようが走る。

「貴様は一体誰だ！　何故召喚された直後の異世界人がそれを持っている！」

　眼の前の現実が信じられず呆然と立ち尽くすフォンティーヌ伯はく爵しやくの口から疑問の言葉が零こぼれ落おちる。

　しかし、その問いは永遠に彼の耳に届く事はない。

「お前達が知る必要はない……死ね」

　その言葉と同時に、浩一郎の右手が無造作に振るわれた。

　その日、西方大陸南部に割かつ拠きよするベルゼビア王国の王城で大事件が起こった。

　主席宮きゆう廷てい法ほう術じゆつ師しであるミーシャ・フォンティーヌが行った異世界召喚によって呼び出された異世界人の手により、彼かの女じよは死亡。

　また、その夫でありベルゼビア王国有数の剣けん士しにして近衛騎き士し団だん長ちようであったフォンティーヌ伯爵以下、彼に率いられた多くの騎き士しが殺傷されたのだ。

　その上、犯人である異世界人は王城の中へと侵しん入にゆう。

　王城内を警備している数百の兵によって構成された重じゆう厚こうな包ほう囲い網もうをものともせずにまんまと城外へと逃とう走そうしてしまう。

　事態を重く見たベルゼビア国王はただちに緘かん口こう令れいを敷しくと共に、手て練だれの騎士達を呼び集め、異世界人の討とう伐ばつを命じるものの失敗に終わり、再び少なくない犠牲を払はらう事になる。

　そして、この顛てん末まつは周辺各国より派は遣けんされていた密みつ偵てい達たちの手によって直ちに本国へと伝達されてしまい、南部諸王国の中でも有数の強兵の国であるという国の名声を大きく損そこなう結果となり、徐じよ々じよに国力を衰すい退たいさせていく事になる。







第二章　北へ







「今いま頃ごろどの辺りかしら？」

　蒼あおく澄すみ渡る空。穏おだやかな風が、王都ピレウスを駆かけ抜ける。

　ついこの間まで、この王国が内乱状態だったなどと誰が思うだろう。

　エレナの眼めの前に広がる景色は、平へい穏おんで活気に満みち溢あふれている。

　そんな風景を執しつ務む室しつの窓から眺ながめながら、エレナはふと呟いた。

「御み子こ柴しば殿どの……ですか？　王都を発たたれて既に十日余り。何事もなければ今頃は半島の入り口、城じよう砦さい都市イピロスに差さし掛かかった頃でしょうか」

　傍かたわらに付き従う副官のクリス・モーガンが書類をめくる手を止めて、エレナの呟きに答えた。

「そう……ね。そんな処かしら」

　彼女の視線が、北へと向けられる。

「悔くやんでおいでですか？」

　クリスの問いにエレナは答えなかった。

　いや、返す言葉がなかったのだ。

「正直、私も御子柴殿には多少の後ろめたさを感じはします。あの方の出立前に一度槍で手合わせをいたしましたが、中々の腕うで前まえです。法術はまだ習得されておられぬようでしたが、武人としての技量も資質も並々ならぬものがあります。少なくとも、ケイル・イルーニアを自らの手で打ち取ったのは決して幸運などではないでしょう……」

「神槍と呼ばれるあなたから見てもそう思うの？」

　クリスの言葉にエレナはようやく笑え顔がおを見せると、興味深げに問い返す。

「技量という意味合いから言えば、あの方は私よりも幾いく分ぶん下です。ですが……」

「殺し合いでは分からない？」

「えぇ……試合ならば十中八九私の勝ちですが、実戦となると……」

　エレナの問いに、クリスは無言のまま頷いた。

　事実、御子柴亮りよう真まはケイル・イルーニアを先の内乱で一いつ騎き打うちの末に打ち取っている。

　剣けんの腕前はローゼリア王国の中でも屈くつ指しの力量を誇ほこり、武法術を会え得とくしていたケイル・イルーニアをだ。

　しかし、多くの人間はその功績を幸運に恵めぐまれただけだと言う。

　クリスの同どう僚りようの中にもそう言って御子柴亮真を貶けなす人間は多い。

（嫉しつ妬と……なのだろうな）

　今回の内乱で御子柴亮真という男が上げた功績は並外れたものがある。

　彼は圧あつ倒とう的てきに劣れつ勢せいだったルピス女王に助力を申し出ると、瞬またたく間まに中立を維い持じしていた貴族達を味方に引き入れ、引退していた救国の英えい雄ゆうであるエレナ・シュタイナーを現げん役えきに戻すという離れ業わざを見せた。

　そして、騎士達を統とう括かつしていたホドラム・アーレベルク将軍の影えい響きよう力りよくを落として見せる。

　謀ぼう略りやく家かとしての手しゆ腕わんはまさに神業と言っても過言ではない。

　その上、テーベ河においては、橋きよう頭とう堡ほの建設を成功させ、敵の本ほん拠きよ地ちであるイラクリオン攻ぜめでは、国外に脱だつ出しゆつしようとしたアーレベルク将軍の動きにいち早く気が付き対応している。

　そのどれをとっても、御子柴亮真がルピス女王の勝利に貢こう献けんした事は疑いようがない。

　しかし、それほどの功績を上げながら、その結果得たのは強力な怪かい物ぶつ達たちが蔓延はびこり、海かい賊ぞくが根城を構えると言われる辺境。

　長年、ローゼリア国内では流る刑けい地ちとして使ってきた未開の土地だ。

　まともに考えれば領民などいないに等しい。

　表向きは流刑地と言われていても、実際は処しよ刑けい場じように近いのだ。

　基本的に、あの土地へ流された人間を待つのは怪物達の餌えさという道だけなのだから。

　ルピス女王は御子柴亮真という人間の能力を見込んだ抜ばつ擢てきだと嘯うそぶいているようだが、その言葉を信じるのは王都の平民くらいのもの。

　事情を知る人間は誰もが、御子柴亮真の処しよ遇ぐうを不公平だと感じているのだ。

「ですが、今回の件は致いたし方かたございません……ルピス陛下ご自身が命じられた事。国王の裁決に異議を唱える事は……」

　エレナの心情をくみ取りつつも、クリス自身はルピス女王の決定を支持していた。

　いや支持せざるを得ないというのが正しい表現だろうか。

　それは別にクリスだけが感じている特とく殊しゆな心情なのではない。

　ルピス女王に忠誠を誓ちかうローゼリアの多くの騎士や貴族達も同じ考えである。

（エレナ様……確かに私どもはあの男に借りがございます。ですが……）

　出る杭くいは打たれる。クリスにはそれが当然の事のように思えた。

　実際、クリスは長年アーレベルク将軍によって己の立身出世を阻はばまれてきた側の人間。

　正当な評価を受けられない悔くやしさが理解できる一方で、何故あれほどの切れ者が己の立場を見誤ったのかと疑問にも感じている。

　そして、このローゼリア王国の行く末の為にも、エレナに御子柴亮真と同じ轍てつを踏ふませる訳にはいかないのだ。「ここだけの話、ミハイル殿どのを将軍位に推おしたいというのが陛下のお考え。今エレナ様が不満を漏らされては国が再び揺ゆらいでしまいかねません……ご自重ください」クリスの諫かん言げんにエレナは頷く他は無かった。

　内乱時に起こしたミハイルの失態は人ひと伝づてに広がり、今ではローゼリア国中が知っていると言っても過言ではない。

　それは、元々ミハイルという男が、ローゼリア王国で一、二を争う剣の名手として名を馳はせていた事も影えい響きようしているのだが、最大の理由はルピス女王の側近として権勢を振ふるわれる事を嫌きらった誰かが企くわだてた陰いん謀ぼうだというのが王城内で飛とび交かう噂うわさだ。

　しかし、噂の内容は多少の尾おひれがついているとはいえ、おおむね真実を語っている。

　ミハイルが私し怨えんを晴らそうと無む謀ぼうな突とつ撃げきを行い捕ほ虜りよになったのも、その身み柄がらと交こう換かんにゲルハルト公こう爵しやくの釈しやく明めいをルピス女王が受け入れたのも紛れもない事実。

　実際その失態の責任を取るという形で、つい最近までミハイルは王都にある自らの屋や敷しきで謹きん慎しんしている。

　本来であれば、これほどの失態を犯おかした人間が要職に就つく事はまずないと言っていいだろう。

　だが問題は、ルピス女王にとってミハイル・バナーシュという男が最も信頼出来る人間であるという事実。

　それは、ルピス女王の過去を考えれば当然とも言えた。

　ミハイルはアーレベルク将軍が軍部を専横していた時代から長くルピス女王に付き従ってきたのだ。

　苦楽を共にしたという意味合いから言えば、現在女王の側近中の側近として頭角を現し始めて来たメルティナ・レクターよりも長い。

　多少の失態で信しん頼らい度どが揺らぐ程度の付き合いではない。

　そして、今のルピス女王が最も必要としているのが、この信頼出来る臣下。

　今、ローゼリア王国はルピス女王の下、新たな統治を始めようとしている。

　そんな中で、軍の最高位を信頼出来る人間に委ゆだねたいと思うのは当然の事。

　勿もち論ろん、ルピス女王がエレナを信頼していない訳ではないだろう。

　国家に対しての忠誠心という意味では……

　しかし、ルピス個人に対しての忠誠心となると、どうしても疑ぎ問もん符ふが付くのは避さけられない。

　エレナがアーレベルク将軍の罠わなにかかり、騎士を引退したのは今から十数年前の事。

　二十代半ばであるルピス女王は十代の前半に差し掛かったかどうかといった時期だ。

　これでルピス女王が成人していればまた話は変わっただろうが、将軍と王族の子供の接点など王宮ですれ違ちがった際に挨あい拶さつをかわす程度。

　他に機会と言えば、国王主しゆ催さいの晩ばん餐さん会かいなどで顔を合わすのが関の山だ。

　その程度の間あいだ柄がらでしかない以上、エレナがルピス女王個人へ忠誠を誓うのは難しいと言える。

　また、その程度の面識しかない人間をルピス女王も心の底から信頼出来る筈はずもない。

　今回は、騎士や貴族を問わず多くの人間達から諫言された結果、ルピス女王は自らの意向を取り下げローゼリア王国の新将軍はエレナとなったのだが、女王の本心は王城で働く誰だれもが知っている周知の事実。

　もし、ルピス女王がエレナの忠誠心に僅わずかでも疑いを感じでもすれば、女王は喜んでエレナを解任しミハイル・バナーシュを新たな将軍へと推す事になるだろう。

（クリスの懸け念ねんは当然だわ……今のミハイルに将軍はまだ早い……出来ればあと十年は騎士として指揮官として経験を積ませるべきだわ）

　エレナは別にミハイルを嫌きらっている訳でも侮あなどっている訳でもなかった。

　将来、メルティナとミハイルがローゼリア王国の軍を率いていく人材である事には間ま違ちがいないと考えているのだから。だが、それはあくまでも将来の話。

　エレナは、今のミハイルに一国の軍事を任せるのは時じ期き尚しよう早そうだと考えている。

　冷静さ、読みの深さ、軍略や策略の知識。そのどれもが今のミハイルには欠けているからだ。私怨に駆られ、功名に焦あせって偵てい察さつの任務を放り出す人間が一国の軍隊を掌しよう握あくするなどまさに悪夢としか言いようがない。

　もしそんな思し慮りよの浅い人間に将軍位を与あたえれば、ただでさえ未いまだにまとまりを見せないローゼリア王国の国内はさらに乱れ、周辺各国が侵しん略りやくの牙きばを剥むき出す事は目に見えているのだから。

　そこまで思考が進み、エレナの口から深いため息が漏れた。

（そもそも……ミハイル・バナーシュという男が将軍という位に向いているのかどうかも……）

　将軍は確かに騎士にとって羨せん望ぼうの目で見られる地位ではある。

　だが、その椅い子すに座るには資質が必要だ。

　そう……それは、どちらかと言えば剣や槍を振るう戦士の資質ではない。

　国の財政、外交、そして軍事の全てを理解し、戦に役立てる事の出来る資質だろう。

　どちらかと言えば神の視点とも言うべき資質と言える。

　だが、残念な事にエレナから見たミハイルにはその資質が感じられなかった。

　思慮深ささえ身に付ければ、指揮官として前線に出る事は出来るようになる。

　だが、全ての戦線を把は握あくし、勝利を掴つかむ為に必要な才能はない。

（まぁ、そういう意味で言えば、そんな才能を持っている人間なんて本当にごく限られているけれど……ね）

　エレナの知る限り、今ローゼリア王国内でそこまでの視野を持っている人材はたった三人だけだ。

　自分自身と、今は北にむかって馬を進めているであろう御子柴亮真。そして、北の己の領地に引きこもり享きよう楽らくにふけるあの男だけだろう。

（今のミハイルに将軍を任せる訳にはいかない……最善なのは、あの子を私の手で育て上げ、いずれはこの国で将軍にする事。でも、私はあの子を裏切ってしまった……そして王国を選んだ……この国の未来と彼かれを天てん秤びんに掛けた……）

　甘あまい事は自覚している。

　御子柴亮真が善意で自分を助けたのではない事も理解している。

　だが、自分がホドラムを殺す機会を得る事が出来たのは御子柴亮真のおかげなのだ。

　エレナの心に葛かつ藤とうと後こう悔かいが渦うず巻まく。

　だが、それでも彼女は産まれ育った王国を捨て切れなかった。

　何故なら、エレナの祖国であるローゼリア王国は今、危機に瀕ひんしているのだから。

　エレナの眼から見て、ローゼリア王国の新国王であるルピス女王は未熟であった。

　政治に、外交に、経済に。唯ゆい一いつ、マシなのは軍事だが、それも及きゆう第だい点てんスレスレでしかない。

　一国の王としては、非常に頼たよりない存在。

　そして、その原因はハッキリとしている。

　経験の無さとルピス女王の人の良さだ。

　王族として育てられているだけあってルピス女王の知識は自らが政務を行うのに十分なものを持っている。

　民を愛する心も持っているので、本来なら統治者としては悪くない筈である。

　それなのに、一国の王としては問題だらけというのだからまさに喜劇としか言いようがない。

　利口とはいえない側近達。暗あん躍やくをし始めた貴族派の生き残り。そして、最悪なのが身内に甘いと言われるルピスの心と決断力の無さ。

　そして、これらローゼリア王国に蔓延はびこる問題点の数々は、国王自身が権力を握にぎり主導するという、ルピス女王が目指す統治構造にとって最悪の要因となっている。

　まず最大の問題点は、ルピス女王の身内に甘い態度。

　謹慎していたミハイルを周囲の反対を押し切り僅か二ヶか月げつ余りで現役の騎士へと復職させたのは、その最たるものだろう。

　勿論、国の立て直しにはルピス女王の信しん頼らい出来る人間が必要な事は理解出来る。

　メルティナがそう言って反対した有力者を説得して回ったのはエレナもよく覚えていた。

　だが、あれほどの失態を犯した人間を短期間で復職させ、平民とはいえ内乱終結にあれ程の功績を立てた人間を、ウォルテニア半島などという辺境に押し込めたルピス女王の判断を周りがどのような眼で見ているか。

　ルピス女王も、彼女を支えるメルティナもそれを理解していない。

（内乱が終わり、国力の低下は最小限に留とどめられた。なのに、内ない憂ゆうは少しも減っていない。いや、逆に悪くなったとも言えるわ……その事を彼女たちはどう感じているのかしら？）

　再びエレナは憂ゆう鬱うつそうな表情を浮うかべため息をつく。

　王国は表面上、平穏で安定を取り戻しつつあるかに見える。

　だが、エレナの眼にはそれが砂の上に建てられた楼ろう閣かくにしか思えなかった。

　何時崩くずれ去さっても不思議ではない、微び妙みような小康状態。

　それが、今のローゼリア王国の情勢と言えた。

　女王を補ほ佐さする者がもっと思慮深ければ状じよう況きようは違ったかもしれない。

　あるいは、女王自身が決断力に富んだ人物であるならば状況も変わっただろう。

　だが現実は違う。

　平民と支配階級との間に横たわる身分の壁は厚く、貴族も騎士達も内乱であれだけの功績を残した青年を疎うとんじた。もし彼が、ルピスの側近となってこの国の舵かじ取とりに関かかわっていたとするならば、今の危機的な状況もまた変わっていたと言えよう。

　確かにエレナは御子柴亮真がこの国を出ていくこと自体は反対していた。

　だがそれは御子柴亮真という男がこのローゼリア王国の未来を託すに足る人物だと感じたからだ。

　しかし、皮肉な事に国王であるルピス女王はその卓たく越えつした能力を恐れ疎んじた。

「はぁ……」

　エレナは大きくため息をつくと、再び書類へと眼を向け始める。

　いくら悩なやんでも、現実は変わらない。

　エレナは選んだのだ。

　ローゼリア王国の将軍として、この国の立て直しに尽じん力りよくする事を自らの意思で。

　だからこそ、エレナはルピス女王がミハイルの謹慎を解くと決めた時も何も言わなかった。

　今ここで、新女王の決定に将軍であるエレナが異議を唱える事は出来ない。

　もし仮に権力基き盤ばんの固まっていない現状でルピス女王の決定にエレナが異を唱えれば、文字通り国が割れてしまう事を理解していたから。

「今は国内の立て直しが先決です。多少不義理であるとしても、この国の未来には変えられません。それにどのような土地であれ平民が貴族に叙じよせられた。確かに御子柴殿と女王陛下が最初に交わした約束とは違った結果となってしまいましたが、それは致し方ない事ではないかと」

「多少……ね」

　エレナはクリスの言葉に軽い恐きよう怖ふを感じた。

　殆ほとんどの人間がクリスと同じ考えをしているに違いないと察して。

（あの子は義ぎ理り堅がたい子だわ……そして、自分が義理堅い分、相手にも同じ義理堅さを求めてくる人間の筈……）

　恐らく、エレナの危き惧ぐを理解しているのは、御子柴亮真という男と直に接したベルグストン伯爵以下極少数の人間達だけだろう。

（あの子に半島を押し付けたのは、毒どく蛇へびを野に放つのと同じ事でしょうに……）

　エレナの目には、亮真の押し隠かくされた怒りと憎ぞう悪おの火がくっきりと映し出されていた。

　それは地面の下を流れるマグマのように、静かにそして確実に蠢うごめいている。

　エレナ自身も夫と娘むすめの復ふく讐しゆうを誓い日々を過ごしてきただけあって、亮真がいくら押し隠していたとしても彼女に其それを隠し通せる筈もなかった。

（権力……特に王や特権階級への憎悪……私も身に覚えがある）

　選せん択たく肢しとして本来ならば、ルピス女王の選んだ手段は褒ほめられたものではないにしろ、そこまで非難されるものではない。

　身分の壁が色いろ濃こく残るこの大地世界アースでは、身分が上の人間の意向が優先されるのはある意味当然の事なのだから。

　しかし、ルピス女王は手順を間違えた。

　先に事情を話し、御子柴亮真の了りよう解かいを取れば良かったのだ。

　己おのれの気持ちを正直にさらけ出せば、話の分からない人間ではないのだから。

　だが、王族と平民という身分差がモロに出た。

　意識していたかどうかは不明だが、平民は黙って王や貴族の命令に従うべきというルピス女王の態度がそれを雄ゆう弁べんに物語ってしまっている。

　確かに身分を盾たてに平民の意思を踏みにじる事はこの世界では良くある事。だが、踏みにじられた人間が必ずしも黙って俯く人間ばかりとは限らない事をルピス女王は理解していない。







[image: ]







（私は彼らを許せた……でも、あの子は……）

　エレナ自身、平民出身という事もあり、若い頃ころは随ずい分ぶんと悔しい思いをしたものだ。

　そして彼女は、其の悔しさをバネに騎士として将軍位にまで上のぼり詰つめた。

　その当時、エレナからの仕返しを恐れて役職を辞そうとした人間はごまんといる。

　だが、結局エレナは彼らに手を出すことはなかった。

　しかしそれは、あくまでエレナ・シュタイナーがこの国の国民であったが故ゆえの結果でしかない。

　同じ国に仕える仲間だと思えばこそ我が慢まんしただけの事だ。

　では、この国に何の愛着も持たない人間ならどうだろう。

　恐らく、ただ屈くつ辱じよくと怒りに震ふるえ俯くだろう。何時の日にか復讐する時が来ると信じて……

（将来、あの子と戦う事になる……のかしら）

　その事を考えるたびにエレナの中に不安が過る。

　もっとも、エレナはその危険を声こわ高だかに叫ぶつもりもなければ、ルピス女王へ進言し和解の道を探さぐるつもりもない。

　もし御子柴亮真が復讐に来るならば、エレナはただ無言のまま剣を交えるのみだ。

　彼の怒いかりは正当であり、当然の権利なのだから。

（五年……か）

　エレナの脳のう裏りにある言葉が浮かんだ。

　御子柴亮真が王都ピレウスを発つ前日、別れの晩ばん餐さんを共にした時に言われた言葉だ。

（この国に残された猶ゆう予よは少ない……）

　ゲルハルト公爵は子し爵しやくにまで爵しやく位いを下げられ、ローゼリア王国の穀倉地帯であるイラクリオンから国境付近の未み開かい拓たくの土地へと領地を変えられている。

　イラクリオン周辺を治めていた時に比べれば、子爵家の収入は大おお幅はばに低下したはずなのだが、今まで溜ため込んだ私財に関しては一いつ切さい手が出せなかった所為せいで、今のところ経済的には大きな問題がない。

　何いずれは勢力を盛り返してくる筈だ。

　実際、内乱終結後から三ヶ月ほどたった今現在でも、既すでにゲルハルト子爵の周辺には処しよ罰ばつを免まぬがれた貴族派の残党がすり寄ってきているとも聞く。

　彼らの多くは、ルピス女王が中立派だったベルグストン伯爵らを重用した結果、ポストから弾はじき出される事になった人間達だ。

　どうやら彼らは、ゲルハルトを筆頭に貴族派の再建を行っているらしい。

　そして、当然の事ながら彼ら貴族派が旗はた頭がしらと擁ようするのはラディーネ王女。

　ゲルハルト子爵を助命したおかげで、ラディーネ王女は正式に王族の一員として認められる事となった。

　ゲルハルト子爵の釈明を認めた以上、それは致し方ない事ではある。

　しかし、戦場でルピス女王の正当性に命を掛けた人間としてはそう簡単には納なつ得とくなど出来る筈もないのは当然だろう。

（ルピス女王は以前よりも追い詰められてきている）

　表向き、国内の治安は改善されてきており、市場にも活気が出てきている。

　国民の暮らしという観点で見れば、復興は着実に進んでいるだろう。

　だが、それは所しよ詮せん見み掛かけ倒だおしの復興でしかない。

　病気に例えれば、手術が必要なのを嫌がって薬で症しよう状じようを抑おさえているような状態。

　表面的には治ったように見えても、病状はその裏側で確実に進行しているようなものだろうか。

　問題は、内乱で勝利したにもかかわらず、フリオ・ゲルハルトを処しよ刑けい出来なかった事だ。

　タルージャ王国と密接な関係を持っていたホドラムが死に、両国間は今微妙な緊きん張ちよう状態にある。

　ザルーダ、ミスト両王国とも、戦にはならずとも外交的には疎そ遠えん。

　両国共に何か切っ掛けさえあれば戦せん端たんが何時いつ開かれても不思議ではない。

　その上、国内にはルピス女王を引きずり降ろそうと狙ねらう敵対勢力が健在なのだ。

　亮真は、そんな様々な要因を考こう慮りよの上でルピス女王に残された時間を見積もった。

　それがエレナに伝えた五年という年月。

　但ただし、それはあくまで最大に見積もっての話。それより短くなる事も十分に考えられた。

　いや、今の状況を考えれば短くなる事はあっても延びる事はまずないだろう

「五年以内に全ての準備が出来なければルピスは死ぬ事になる……まぁ、今いま更さら言わなくても分かっていると思うけど念ねんの為に……エレナさんには無理を言って巻き込んだからね」

　そう言って笑った亮真の笑顔。

　それを見た時に、エレナは亮真の心が完全にルピス女王から離れている事を理解した。

　彼の言葉は純じゆん粋すいにエレナに対しての心配なのだ。

　見込みが無い王に従って自じ滅めつする事は無いという忠告。

「五年……か」

「は？　何かおっしゃいましたか？」

　思わず漏もれたエレナの言葉にクリスが怪け訝げんそうな表情を浮かべて問い返す。

「いいえ、何でもないわ……次の書類を……」

　エレナの言葉に従い、クリスが新たな書類を彼女の前に差し出した。

　素早く眼を通し判を押す。

　御子柴亮真が告げた予言の日まで、残された時間は少ない。

（亮真君……生きて……そしてもう一度……）

　孫程に歳としの離れた老ふけ顔の青年の安否をエレナは心から祈いのる。

　何時か再び出会う日を願って。




　天空に燦さん然ぜんと輝く太陽が、街かい道どうを行き交う人々を照りつける。

　ローゼリア国内は内乱の爪つめあとの所為で、一時的に流通が阻そ害がいされてきたのだが、内乱が終結して三ヶ月あまり。ようやく、内乱前の穏やかな生活が、国民の手に戻りつつあった。

　そんな中、特とく徴ちよう的てきな紋もん章しようを掲かかげた一団が街道を北へ向かってゆっくりと進んでいた。

　黒く染そめ抜かれた生き地じ。

　剣に絡からみついた金と銀のうろこを持つ双そう頭とうの蛇へびをあしらった旗。

　蛇の赤い眼が周囲を睨にらみ付ける。

　御子柴亮真が男だん爵しやく位を拝領したのに際し、王都ピレウスで急きょ職人に作らせた御子柴家の紋章である。

　剣は武力を、蛇は狡こう猾かつさと知ち恵えを象しよう徴ちようしたこの紋章は、まさに御子柴亮真という人間を明確に表したものと言えるだろう。

　亮真の眼の前に広がるのはなだらかな丘きゆう陵りよう地帯。

　街道の両側は果樹園が広がり、近くの村に暮らす農民達たちが額に大おお粒つぶの汗あせを浮かべながら、木々の手入れをしていた。

「坊ぼうや！　そろそろ峠とうげを越こえるよ！」

　燃えるような深しん紅くの髪を靡なびかせながら、リオネは後方に怒ど鳴なった。

「えぇ、やっとですね……流石さすがに尻しりが痛くなってきましたよ」

　そう言うと亮真は腰こしを鞍くらから上げ、ヒリヒリと痛む尻をそっと摩さすった。

「まったく、男爵閣下ともあろうお方が情けないねぇ」

　リオネのからかいに亮真は苦笑いを浮かべてごまかす。

　実際、亮真自身も情けない姿であると自覚はしているのだ。

　そんな亮真の姿に、傍らに付き従うローラが心配そうな顔を向ける。

「まぁ、亮真様……さぞ痛いでしょう？　もう少し我慢してください。宿に着かれたら薬を塗ぬって差し上げます……」

　しかし、亮真が答える前にローラの言葉をサーラが遮さえぎる。

「いいえ、そこまで我慢していただくのはあまりにも酷ひどいです。もし宜よろしければ馬車に乗り変えられては？　馬車の中でならば、薬を塗って差し上げられますし、体勢も楽だと思います」

　どうやらマルフィスト姉妹の間では主人である亮真の寵ちようを争って戦いくさの真っ最中のようだ。

「あ……あぁ、まぁ良いよ。馬にも慣れないとな……」

　亮真は尻の痛みに耐たえながら答える。

（正直馬車に乗るって提案は魅み力りよく的てきなんだがなぁ……）

　今まで彼に馬に乗った経験など有る筈もない。

　日本で徒歩以外の移動と言えば自転車や車。移動距きよ離りによっては電車や飛行機を使う事になる訳だが、残念な事にそのどれもが馬とは比べ物にならないほど快適だ。

　自動車のシートは言うに及およばず、自転車のサドルであっても馬の鞍よりは遥はるかに柔やわらかく座すわり心地ごこちが良い。

　そんな現代人である亮真が長時間馬に乗れば、尻が擦すれるのも当然と言える。

　ホドラム追つい跡せきに際して、乗馬の基本的な技術はマルフィスト姉妹に教わりはしたものの、所しよ詮せん付つけ焼やき刃ばでしかない。

　十日近くに及ぶ行軍でそのメッキも大分剥はがれて来ていた。

　だが、ここで馬車の誘ゆう惑わくに負ける訳にはいかない。

　それこそ、マルフィスト姉妹の前で尻を丸出しにして薬を塗ってもらう羽目になってしまう。

（下手に断ると泣かれるからなぁ……）

　出会った当初だが、亮真はそれで一度二人を泣かせた事がある。

　マルフィスト姉妹は基本、御子柴亮真に尽くす事を最優先にしていた。

　いうなれば、メイド兼けん護衛と言ったところだろう。

　だから二人は亮真にメイドとしての仕え方をしようとした。

　服の着き替がえから食事の世話まで文字通りの上あげ膳ぜん据すえ膳ぜんで世話を焼こうとしてくれた訳だ。

　実際、この大地世界の貴族は着替えなどもメイドの手によってなされる場合がある。

　貴族によっては、メイドや使用人に下の世話までさせる事も有るらしい。

　勿論、この場合の下の世話とは性的ではない方の意味でだ。

　当然、亮真は断ったのだが、二人にとってそれは自分たちの存在を否定されたように感じたのだろう。

　その時は何とか一昼夜を掛けて説得し、それ以来問題はなかったのだが、最近になって再び姉妹の態度が変わってきた。

　どうやら、亮真が男爵になった事で、貴族として仕えるべきだと考えたらしいのだ。

（まぁ、二人の意見も間違ってはいないんだろうけどなぁ……）

　最下級であるとはいえ、男爵は立派な貴族の位。

　である以上、貴族らしい暮らしや態度を求められるのはある意味当然と言えるだろう。

　結局の所、それは文化の違いとしか言いようがない事なのだろう。

「まぁ、もう少しの辛しん抱ぼうだよ！　この峠を越こえてしまえばイピロスの城じよう壁へきが目の前に見えてくるはずだからね！」

　そんな亮真の微妙な心の機き微びを察したのか、リオネがことさら明るい声で周囲に発破をかける。

　リオネを先頭にしたこの一団の総数は三十名。

　リオネ、ボルツを筆頭に傭よう兵へい団【紅べに獅し子し】の団員である二十三名に加えて、厳げん翁おうに咲さく夜や、マルフィスト姉妹と亮真といったメンツである。

　傭よう兵へい稼かぎ業ようをする分には大人数と言えるが、領土を治めるには余りにも手が足りないと言えた。

（事務処理ができる人間が必要か……）

　亮真の視線に入ってくるのは、見事に軍事方面に偏かたよった人間ばかり。

　チョットした書類整理程度ならともかく、最終的には国という単位を運営するつもりである亮真にとって現状では余りにも貧弱と言えた。

（まぁ、それは少しずつやっていくしかないか……いきなり俺おれの求める国が出来る訳は無いからな）

　亮真はため息交じりに呟つぶやくと、視線を前に向ける。

　新たな決意を胸に秘ひめて。

（俺は生き残るぞ！　そして……ルピス！　必ずこの落とし前は付けてやる……きっちりと利息を付けてな）

　亮真は徐々に大きくなっていくイピロスの城門を見つめながら心の中で誓った。




　城じよう砦さい都市イピロス。

　ウォルテニア半島の付け根部分に位置する、ローゼリア王国北部一帯の要である。

　都市の周囲は十数メートルにも及ぶ高い石の城壁で囲まれ、その外側には深い水みず堀ぼりが外敵の侵入を阻んでいる。

　入り口は全部で三ヶか所しよ。

　東西と北側に存在し、南には領主であるザルツベルグ伯爵の居城が聳そびえていた。

　この都市が鉄てつ壁ぺきともいえる防ぼう御ぎよ施し設せつである事は、ローゼリア王国やザルーダ王国の国民ならば誰もが知っている事実である。

　実際、幾いく度どとなく西の隣りん国ごくザルーダ王国からの侵しん攻こうを阻そ止ししてきたという実績が彼らの認にん識しきを裏づけている。

　しかし、この都市に住む住民は誰もが理解していた。

　自分達が住むこの地が、地獄の釜かまの抑え蓋ぶたなのだと……




　ここは、イピロスの大通りに面した宿屋の一室。

　先ほど、正規の手続きを経て亮真達は遂ついに、ウォルテニア半島の玄げん関かん口ぐちと言える、城砦都市イピロスへとたどり着いた。

　部屋で休息していた亮真の下にボルツ以下、主だったメンバーが集合したのはつい先ほどの事。

　今は、今後の方針に関しての会議中である。

「国境近くの町ですから防衛に力を尽つくすのは当然なんですが、どうやらザルーダ王国に対する備えってだけじゃないようなんで」

　ボルツは肩かたを竦すくめて言った。

　流石さすがに長年傭兵稼業に就いてきただけの事は有る。

　他のメンバーが宿で一息入れている間に、この町のギルドで色々と情報を仕入れて来たらしい。

「怪かい物ぶつ達たちがローゼリア側へ侵入してこないようにする為ための防ぼう波は堤ていか？」

　亮真の答えにボルツは深く頷うなずいた。

「傭兵時代にウォルテニア半島の噂は色々と耳にしていやしたが、思った以上に厳しい土地のようですぜ……こいつは相当に気合を入れて掛からねぇといけませんや」

　誰もがボルツの言葉を聞き小さく頷く。

　すでに王都に居た段階から、困難な土地である事は判わかっていたのだから。

「そうなると、この町で準備を整えるのが最優先……だな？」

　今の亮真達に必要なのは、城砦都市イピロスとウォルテニア半島に関しての詳しよう細さいな情報。

　はっきり言って、今のまま魔ま境きようとも呼ばれるウォルテニア半島に入ったところで怪物達の餌になるだけ。

　自殺と大した差はない。

　地理的な情報に、必要な装備、全ての面において亮真達は不足しているのだから当然だろう。

　それに、半島内には海賊の拠きよ点てんと亜あ人じんの住む村があるだけらしい。

　それも、らしいというだけの話で、今のところ存在を証明するような確たる証しよう拠こがある訳ではないのだ。

　仮にあったとしても、まさか海賊や亜人達から水や食料は買えないだろう。

　となれば、食料や水をどうするかが最大の問題となる。

　そうなると、島内に町を作り自給自足が可能になるまでの間は、このイピロスから食料を仕入れなければならない事になる。

　となれば、何処どこかの商会から購こう入にゆうするしかない。

　北部の要よう衝しようと呼ばれる土と地ち柄がらだけあって、イピロスには大小数十の商会が軒のきを連ねている。

　しかし、今後の事を考えると取引先には幅はば広ひろい商品を扱あつかっているような大おお店だなが望ましいが、その一方で他の領主の紐ひも付つきでも問題だった。

　場合によってはその領主から謀略を仕し掛かけられる可能性だって出てくるのだから。

「イピロスにある商会から慎しん重ちように選ぶしかないねぇ」

「姉さんの言う通りかと。下手な商会と取引して半島内に進んでから足元を掬すくわれたんじゃたまんねぇですからね」

　この辺の状況判断は既に出尽くしている。

　誰もが自らが生き残るために最善を尽くそうとしていた。

「商会の方は私達姉妹で回ります……とりあえずは何処の領主と主に取引しているかを重点的に見てこようと思いますがよろしいでしょうか？」

「あぁ、頼たのむ」

　ローラが素す早ばやく、自らの役割を申し出て来た。

　今の状況で何が必要なのかを明確に理解している証拠である。

　サーラの方も、その事は十分に理解しているのだろう、姉の言葉に黙だまって頷く。

「じゃあ、ボルツはギルドの方を頼む。出来るだけ詳細なウォルテニア半島の情報が欲ほしい。特に川や湖の位置。それと生息している怪かい物ぶつに関しても分かるだけ全部だ」

「分かりやした！ アッシにお任せくだせい」

　ボルツが右みぎ腕うでで自分の胸を叩たたく。

　亮真は頷き、今度は厳翁の方へと視線を向けた。

　情報を集めるという仕事に彼と咲夜以外で適任な人間はいない。

　亮真の視線に気づき、厳翁の眼が鋭するどく光る。

「厳翁はザルツベルグ伯はく爵しやくを筆頭に、この町の有力者に関して調べてくれ。家族構成や性格……弱みも強みも全部だ！　今後しばらくはこの町を拠点にする事になるからな」

「成なる程ほど……確かにこの町の有力者を味方にするのが一番確実ですな」

　厳翁の答えに亮真は満足げな表情を浮かべて頷いた。

「ただし、目立つ事はするなよ？　特にザルツベルグ伯爵には気を付けてほしい。エレナさんの話だと相当な曲くせ者ものらしいからな。今は下手な事をして敵対されるのが一番困る」

「お任せくだされ……なぁに、明日までには御屋形様のご期待に応えられるでしょう」

　厳翁が恭うやうやしく頭を下げ咲夜が無言のままそれに続いた。

「坊や……ならアタイは傭兵の方を受け持とうかねぇ？」

　その言葉を聞き、亮真は視線をリオネへと向ける。

　咲夜は厳翁と共に町の有力者達の身辺を探るとして、まだ仕事が割わり振られていないのは亮真とリオネの二人だけ。

　もっとも、リオネも自分の役割は十分に理解している。

「えぇ……ただリオネさんがこれはと思った、腕うで利ききの人間を裏で選せん抜ばつしてもらう仕事も頼みたいですね。……本当なら数を増やしたいところですが、収入がほとんど見込めない現状で数をそろえるのは無理ですしね……」

「いずれは騎き士しって話で良いのかい？　単なる傭兵と騎士候補じゃあ集まってくる人間も大分変わるけど？」

　リオネの問いに亮真は軽く首を横に振る。

　仮に例えるならば、正社員募ぼ集しゆうと派は遣けん社員募集の差だろうか。

「いえ……勿論、将来的には直属の騎士になってもらいますが、現状では傭兵としての雇こ用ようで話を進めてください。あくまで傭兵として集まった人間の中で使えそうなのを拾い出してほしいんですよ。それと逆に問題ありな人間も……ね」

「問題ありな人間……ですか？」

　不思議そうに首をかしげるサーラの言葉に、亮真は軽く微笑ほほえむ。

「近きん隣りんの領主あたりから送り込まれる密みつ偵ていとかさ」

　その言葉を聞き、リオネはからかい口調で尋たずねる。

「かなりめんどくさそうだねぇ。それこそそんなどこの馬の骨とも分からない奴やつらを無理に雇やとう位なら、アランドやゴラン達を連れてきても良かったんじゃないかい？　あいつ等らだって坊やの事はかなり買ってたんだよ？」

　その言葉に亮真は笑えみを浮かべて答えた。

　実際、ルピス女王がこんな小細工をしなければ、亮真を団長とした新たな傭兵団の結成という話も出ていたくらいには親密な間柄になっている。

　本来であれば、彼らを連れてくるのが一番理にかなってはいるのだが、亮真はあえてその選せん択たくをしなかった。

「まぁ、それも考えたんですけどね……先の事を考えると、信用出来るあの人達にはこっちについて来てもらうよりも……ね」

　その答えにリオネは思わずニヤリと暗い笑みを浮かべる。

「まったく……あんたは本当に怖こわくて悪い男だよ……」

「まぁ、よりよい未来のための投資……ってところですかね」

　リオネの言葉に亮真は肩を竦めて答えた。

　実際、その布石が芽を出すのはこれから何年も先の事。

　ウォルテニア半島の領有にしくじれば命の危険もある亮真にとっては、まさに無む駄だな一手とも言える。

　しかしその一方で、領有化に成功した後の事を考えると、今から布石を打っておくのは当然の判断とも言えるのだ。

（布石を生かすも殺すも、全ては半島を俺の領地に出来るかどうかに掛かかってくるって訳だな）

　亮真は西方大陸各地へと散ったゴラン達の顔を思い出した。

　それはリオネも同じだったのだろう。

　暫らく沈ちん黙もくが支配した後、リオネが再び口を開く。

「まぁ、ゴランの事は良いとして……とりあえず傭兵って事で集めておくよ」

「えぇ、とりあえずはそれでお願いします。下手をすると、給料を払はらう金すら怪あやしくなるかもしれませんからね」
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　正直に言えば騎士として雇いたい気持ちは有る。

　しかし、今後の見通しが不明な状況で雇用するのは余りに危険だ。

　金の切れ目が縁の切れ目と逃げ出すくらいならばまだマシだ。

　下手をすれば獅し子し身しん中ちゆうの虫にもなりかねない。

「そうだねぇ……あんたの言うように領地開発が軌き道どうに乗るまで騎士の雇用は見合わせておいた方がいいかもねぇ」

　リオネも傭兵団を率いてきた経験上、軍が金食い虫である事を十分に理解している。

「まぁそっちは任せておきな！　ただ何人くらいを考えてるんだい？　腕利きとなれば金がかなり掛かる事になるよ？」

　腕うでの良い傭兵の給料は当然高い。どれくらいの予算を出せるのかがわからなければリオネとしても話の進めようがないのだ。

　彼かの女じよの問いを受けて亮真はローラへと視線を向けた。既に彼は自分の金の出し入れをマルフィスト姉妹達に任せてしまっている。

「手持ちの資金としてはおよそ金貨四千枚です。これが純粋に亮真様の個人資産という事になります。後は、ルピス陛下に約束させた資金が金貨五千枚ですが、こちらはまだ今後折を見て受うけ渡わたしていただく予定という事になっております」

　よどみなく答えるローラの回答に、リオネが目を丸くした。

「へぇ！ アンタ随分と金持ちなんだね！」

　それも当然だろう。

　金貨四千枚と言えば中級貴族並みの資産なのだから。

　何故なぜ亮真はこれ程の金額を持っているのかと言えば、理由は幾いくつかある。

　まずは、マルフィスト姉妹を助ける際に奴ど隷れい商人のアゾスから奪うばった金貨や宝石の代金。これが一番多くの割合を占しめるわけだが、それ以外にも冒ぼう険けん者しやとして依い頼らいを受けた代金に今回の内乱で出た報ほう奨しよう金きんなどが含ふくまれている。

　これに、ローゼリア王国から出る開発費の金貨五千枚が合わさる事になる訳だ。

　一見、資金としては潤じゆん沢たくなように見えるが、問題も多い。

「ただし、俺おれ達たちは村を起こすところから始める事になるわけですから。それも全く人の手が入っていない未開の地で……」

　何もない荒こう野やを一から開かい拓たくするというのは、この大地世界でもない訳ではない。

　ただしそれはあくまでも、辺境の開拓であって魔境の開拓ではない。

「余よ裕ゆうが必要になるって訳だね？」

　リオネの問いに亮真が頷く。

　半島内に拠点を構え、収入が安定するようになるまでは、年単位での時間が掛かかるだろう。

　それまでは、この金貨九千枚が亮真達の生命線になる。

　正直、どれほど節約したとしてもし過ぎる事はないのだ。

「ならばとりあえずは金貨五百枚程ほどかねぇ？　それで一年は維い持じ出来るだけの人数……大体二百人前後ってところか。それくらいなら食料や水を買い込む事を考えてもある程度は余裕が出来るだろう？」

　リオネの言葉にローラが頷く。

「えぇ、それくらい余裕が有ればなんとかなるでしょう」

「了りよう解かい了解。なら、坊やもそれでいいね？」

　その言葉を受けて、リオネは力を込めて頷いた。

　長年傭兵団を率いてきたリオネにとって、傭兵の実力を見み抜ぬくのは朝飯前の事だ。彼女にぴったりの役割と言える。

　ただ……

（二百名……俺達を入れても二百三十名……か）

　どの程度の腕うで前まえを持つ傭兵が集まるかで戦力は大きく変わるが、この大地世界の常識に照らし合わせると普ふ通つうの伯はく爵しやく家け程度の数と言ったところだろうか。

　ただし、普通と言ってもそれはあくまで騎士の数を比ひ較かくした場合の話。

　いざ戦ともなれば、通常はどこの貴族家でも領民から徴ちよう兵へいして数を増やすのが一いつ般ぱん的てきだ。

　同じ伯はく爵しやく家けでも、国境の守りを担になうザルツベルグ伯爵家などと王都に比ひ較かく的てき近いベルグストン伯爵家では、当然抱かかえる騎士の数は違ってくるだろう。

　そういう意味から考えると、今亮真が持つ兵数は決して多くない。

　確かに、新興男爵家としてみればそれなりの戦力と言えるのであろうが、領民からの徴兵が出来ない分、絶対数が足りていないのは明白だった。

（問題は、上級と呼ばれる怪かい物ぶつ達たちが徘はい徊かいするというウォルテニア半島を支配出来るかどうか……まぁ、厳しいだろうな）

　正直に言って、この程度の兵数でウォルテニア半島の領有化が可能であれば、既にどこぞの貴族が兵を進めていたであろう。

　地勢学的に見ても、彼かの地ちは旨うま味みに溢あふれている。それは、地図をほんの少し眺ながめただけでもすぐに気付く事が出来るだろう。

　ウォルテニア半島は東西と北の三方を海に囲まれ、唯一の陸路は南側のみ。それも険しい山脈と森林に囲まれた難所の間に蛇の様な細長い街道が続いているだけだ。

　それだけ聞けば確かに陸の孤こ島とうという印象しか受けないが、海路を考慮に入れると途と端たんに魔境は宝の山へと変へん貌ぼうする。

　幾らぼんくらな貴族が多いとはいえ、今まで誰だれもその旨味に気が付かなかった筈はずはないのだ。

　そして、どうやら亮真と同じ点に気が付いた人間がもう一人いたらしい。

「ですが、あの魔境に挑いどむには少しばかり頭数が少なすぎる気もしやすねぇ……資金に限りがあるのも分かりやすが、実際、若はその辺をどうお考えで？」

　突とつ然ぜん、黙って成り行きを見守っていたボルツの口からそんな言葉が洩もれた。

　まぁ、傭兵団をリオネと共に支えてきたボルツにしてみれば当然の懸け念ねんだろう。

　実際、亮真自身も二百名を少し超える兵力が果たして適切なのかどうかには自信が持てないというのが正直なところではある。

（ボルツの指し摘てきは正しい。だが、兵を増員するにせよ、今は無理だ。もう少し詳細な情報を得てから策を練るしかない……）

　戦略ゲームの兵士は単なる数字でしかないが、現実は違ちがう。

　食料を必要とし、睡すい眠みんをとり、衣服だって必要になる。

　必要なのは適切な数を判断するという事。

　亮真は一つ深呼吸をして、己おのれの考えを口にする。

「えぇ、ボルツが懸念しているように、俺ももう少し人数が欲しいとは思っているんですが……まぁ、リオネさんの方は予定通り募集を進めてください。状況を見て何か打つ手を考えます」

　問題を先送りにしただけとも言えるが、これ以上の判断は無理というのが結論だ。

「分かりやした……差し出口を叩き申し訳ありやせん」

「了解、任せておきな！」

　そんな亮真の葛藤を察し、ボルツが静かに頭を下げ、リオネは胸を叩いて答えた。

　これで仕事が決まっていない人間は亮真ただ一人だ。

「それで、亮真様はどうされるのか？」

「俺か……俺はザルツベルグ伯爵に面会してみようと思う」

　サーラの問いに亮真は、ずっと考え続けていた事を告げた。

「イピロスの領主にかい？　何だってまたそんな奴に……下手に会って厄やつ介かい事ごとに巻き込まれたりはしないのかい？　それこそ平民上がりと侮あなどって嫌いやがらせをしてきかねないよ？」

　リオネの言葉に、誰もが頷く。彼女の危き惧ぐはもっともと言えた。

　なにしろこの国の王であるルピスの裏切りによって彼かれらはこんな目に遭っているのだ。王家や貴族に対して不信感を持って当然と言えた。

　だが、逆に厳翁は亮真の意見に賛成のようだ。

「成程……悪くないお考えですな」

「どういう事だい？　厳翁」

　リオネは厳翁が賛成した理由が掴つかめなかったらしい。

　リオネは顔を厳翁へと向ける。

　ただし、敵対的な意味で視線を向けたのではない。要は理由を教えろという意味の視線だ。

　リオネの優すぐれている処はこういうところだろう。

　相手の意見に耳を傾かたむけ、理解しようとする姿勢。

　簡単な事のように思えるが、実じつ践せんするのは中々に難しい。

　実際、ローゼリアの貴族達を筆頭に、この大地世界の多くの貴族達には大きく欠けている資質と言えるのだから。

「確かにこの国の貴族はろくな人間が居ないのは周知の事実……事実、リオネ殿どのが危惧されたように余計な事を画策しないとも限りませんな……ですが、イピロスがウォルテニア半島と隣となり合あっているという現実を考えれば、ここでかの伯爵と面会をしておく事は悪くありますまい……それこそ御お屋や形かた様が挨あい拶さつに行かない事を根に持って、嫌がらせをしてくる可能性も有りますので」

　厳翁の言葉を聞いたリオネの脳裏には、嫌がらせをされる自分達の姿が鮮せん明めいに浮かび上がった。

　何しろ自分達が半島で生活するためには、どうしてもこの都市から物資を補給しなければならないのだ。伯爵の機き嫌げんを損そこねて、商会に変な圧力を掛けられたりすればそれだけで亮真達は干ひ上あがってしまう事になる。

「成程……確かに……それはありえやすね」

「だねぇ……貴族様ってのはプライドだけは高いからね」

　貴族の誇ほこりと言えば聞こえはいいが、その実際は驕きよう慢まんと傲ごう慢まんに形づくられたもの。

　自分達の無礼を棚たなに上げ、他者の無礼は許さない。

　そんな人間達が圧あつ倒とう的てきに多いのだ。

　誰もが厳翁の言葉に納得させられる。

「それならば、亮真様が先に出向かれておくのは、相手から攻せめられる口実を一つ潰つぶせるだけまだマシですね」

「私もサーラの意見に賛成です。一度顔を合わせれば相手がどんな人間か分かるかもしれません。ひょっとしたら、我々にとって便べん宜ぎを図はかってくれるかもしれませんし」

　マルフィスト姉妹の進言に亮真は深く頷いた。

「まぁ、まずは一度会ってどういう人間か見てみるのが一番だろうな。敵になるにしろ味方にするにしろ……な」

（それにエレナさんからもらった忠告もあるしな……イピロスの領主であり北部十家の盟主であるトーマス・ザルツベルグ伯爵に注意しろと）

　王都ピレウスを発たつ前、最後に別れを惜おしんだ時にエレナからそっと告げられた言葉。

　だが、理由を尋ねようとした亮真に対し、エレナは黙ったまま首を横に振ふった。

（あれはきっと、先入観を持たずに自分の目で見てみろという意味だろうな……）

　周囲を見回す亮真の視線を受け、円えん卓たくを囲む全員が頷く。

　貴族や王族が信用に値あたいしない事は身を以て体験した。だが全ての貴族を信用しない訳にもいかない。

　結局は自分の目で見て確かめるしかないという事だ。信に値するかどうかを……

（まぁ、それはこっちも同じか……伊い賀が崎さき厳翁……そろそろはっきりとさせないとな。それにはあの男の始末を任せるのが一番か……）

　亮真を殺しに来た暗殺者にして、なぜか孫まご娘むすめの咲夜と共に自分に仕える事を選んだ変わり者。

　そして、今ではリオネやボルツと共に亮真を支える仲間でもある。

　しかし、単なる酔すい狂きようでそんな選択をした訳ではない筈。

　そう思いながら、亮真は含みのある視線を厳翁へと向けた。




「御屋形様……何かワシに話でも？」

　話し合いが終わって部屋を出て行ったはずの厳翁が、一人で再び部屋へと戻もどってきた。

　亮真の視線を感じての事である。

「あぁ……ちょっと聞いておきたい事があってな」

　亮真は音も無く部屋の扉とびらを開けた厳翁に対して驚おどろきの顔一つ浮うかべない。

（ふむ、ワシの気配を感じたのか？……ワシの腕も鈍にぶったかのぅ……イヤ、この男の実力か）

　若い時分には幾いく多たの修しゆ羅ら場ばを潜くぐり抜ぬけてきた厳翁である。

　長老衆の一員となり現場仕事からは離はなれたが、その腕前はいまだ一族屈くつ指し。

（やはり……この男こそ初代様達が求めた……）

　厳翁の視線が亮真を貫つらぬく。

「どうかしたか？ 厳翁」

　亮真は厳翁の視線に籠こもる熱い思いを敏びん感かんに感じ取ったのだろう。

　部屋の入り口から黙ったまま立ち尽くす厳翁へ訝いぶかしげな表情を向けた。

「いえ、失礼いたしました……して？　何か御ご用ようでしょうか？」

　厳翁は恭しく頭を下げると、亮真の対面に腰を下ろした。

「なぁに……厳翁にちょっと頼みごとがね……ただそれを頼む前に聞いておきたい事があって、こうして席を改めたんだわ」
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「分かりました……なんでもおっしゃってください」

　こうして、一度解散した後に呼び出したのだ。ボルツやリオネといったほかのメンツには聞かせたくない話という事なのだろう。

（恐おそらく……ワシと咲夜に関してのか……信用はしても信しん頼らいはしきれない……そんなところか）

　厳翁は、亮真の心を素早く察した。

　何しろ最初の出会いは彼を暗殺しに行った時だ。

　自分を暗殺に来た暗殺者を殺す事なく使っている。

　それは御子柴亮真という人間の度量の大きさを示していた。だが、同時に彼は厳翁や咲夜に対して何処か一歩引いたところから見ている。

　亮真が厳翁や咲夜を信頼しきれていない証だろう。

（いや……それも当然の事……何しろワシもこの方に全てを打ち明けてはおらんからな……）

　厳翁は心の中で呟いた。

　お互たがいがお互いを信頼しきれない関係。だからと言って疑っているという訳でもない。

　現状は様子見しているというのが正確な表現だろう。

　それが今、亮真からのアプローチに因って大きく変わるかもしれない。

　（ここで全てを話すか？　……いや……まだ早い……今ワシの独断で一族の未来をこの方に託たくす事は出来ん）

　御子柴亮真は武人として腕は一流。指揮官としても有能と言えるだろう。

　謀ぼう略りやくに関しても才がある。

　主としての度量も広い。

　しかし、それだけでは伊賀崎衆の主としては足りないのだ。

　一族の未来が掛かる選択。

　厳翁が慎重になるのも当然と言えるだろう。

「なに、聞きたいのは一つだけさ厳翁……なぜ俺に付いてきた？」

　厳翁の心の内を読んだのだろうか。亮真が鋭く切り込んできた。

　その問いは厳翁が心に秘めて来たもの。

　彼は、亮真の問いに沈黙で返した。

「今はまだ言えない……か？」

　亮真の視線を正面から受け止める厳翁。

（嘘うそはつきたくない……）

　この思いが、厳翁の口を重くする。

　忍しのびとして嘘なら幾らでも言える。だが、それでは真の信頼など得られる筈もない。

　だから、厳翁が選択出来るのは否定も肯こう定ていもしない沈黙のみ。

　長い沈黙の後、亮真は諦あきらめたかのように肩を竦めた。

「良いだろう……何か言えない理由が有るってことだろうからな。無理には聞かないよ」

　亮真の言葉を聞き、厳翁の顔に驚きが広がる。

「宜しいので？」

「良くはないさ……だがアンタに悪意が有るとは思ってない。まぁ、色々と隠かくし事ごとが有るみたいだけど、それは何いずれ時期を見て改めて聞かせてもらう事にするよ」

　厳翁が何なんらかの目的を持って亮真に仕えている事は、彼真自身が一番強く感じていた事だ。

　無論それは悪意が有っての事ではない。

　もし僅わずかでもそんな気配を感じていれば、亮真は容よう赦しやなく厳翁と咲夜を始末していただろう。たとえそれが日本人の血を受け継ついだ人間だったとしてもだ。

（まぁ良いさ……何れ時期が来れば向こうから話すだろうよ……まずは例の件を処理してしまわないとな）

　亮真はそう頭を切きり替かえた。

　なにしろ彼は今、少しでも使える手て駒ごまが必要なのだ。

「ところで厳翁……あんたの一族に仕事を頼みたいんだけど雇えるか？」

「それは……無論」

　亮真の意外な言葉を聞き厳翁の心が冷静さを取り戻す。

　それと同時に、冷れい徹てつな彼の頭脳が亮真の依頼内容を推察し始める。

（ワシの一族を雇いたい……ワシと咲夜を動かしたくないという事か？　……ならどのような仕事であれイピロス周辺の仕事ではあるまい……まさか！　ルピス・ローゼリアヌスの暗殺？）

　亮真の性格を考え合わせれば、今一番可能性が高いと言えるだろう。

　決して長い付き合いではないものの、厳翁は亮真の性格を既すでにある程度把は握あくしている。

（この方は恩を忘れない半面、決して仇あだも忘れない）

　ウォルテニア半島などと言う辺境を無理に与あたえたルピス女王の悪意を考えれば、亮真が暗殺という報復手段を取っても不思議とは言えない。

　だが、厳翁はその答えを自ら否定する。

（いや……それは有るまい……今そんな事をしても利は薄うすい……）

　王都に居る間で有ればまだ選せん択たく肢しの中に入っていた。

　だが、亮真達は既にウォルテニア半島を目前にしているのだ。ここまで来てしまっているのに、態々ルピス女王を殺す意味は無い。

（今ルピスを殺せば王国内は再び混乱の渦うずに巻き込まれる……自らの拠点すらないこの状じよう況きようで選択するのは余りに無む謀ぼう……だとすれば？）

　ウォルテニア半島を領地として開発するには何年もの時間が必要となる。

　だが、今国内を混乱させてしまえば、その必要な筈の領地開発を行う時間が失われてしまうのだ。

　そんな選択を利に聡さとい亮真がするとも思えなかった。

　だが、次の瞬しゆん間かんに亮真の口から告げられたのは厳翁にとってあまりにも意外な男の名前だった。

「始末してほしい人間の名はウォルス……ウォルス・ハイネケル。港町フルザードのギルドマスターとその家族だ」

　思わず厳翁は首を傾かしげる。

　無論その人間の名は厳翁も聞いていた。

　何しろ自分の主を陥おとしいれた人間の名前だ。さらに言えば、仲間達との会話の中でも幾度となく出て来た名前でもある。

　だが、全てはケリが付いたはずだ。

「不思議そうな顔をしているな？　理由が判らないか？」

　亮真の問いに厳翁は素す直なおに頷いた。

「はい……ルピス女王の尽じん力りよくで御屋形様の潔白は証明された筈……今いま更さらそやつを始末する事にどういう意味が？」

（単純な復ふく讐しゆう心しんからなのだろうか？）

　もしそうならば、厳翁は亮真の評価を一段下げた事だろう。

　自分を嵌はめた相手に報復をしたくなる気持ちは分かるが、今は少しでも金が必要な時期なのだ。

　個人の復讐心を満足させる為に金を出すような人間には未来などない。

　そんな人間に一族の未来など託せるはずもない。

　だが、厳翁の不安はただの杞き憂ゆうに過ぎなかった。

「確かにルピスの力で俺やリオネ達は潔白を証明する事ができた。だが、それは同時にルピスの力で再び罪を着せられかねないという事だろ？　……それに、今回の一件でウォルスの方には大した罰ばつ則そくは与えられていない。今現在もフルザードのギルドマスターを務めている筈だ」

　その言葉に、厳翁は亮真が何を危き惧ぐしているのか朧おぼろ気げに気が付く。

「ウォルス・ハイネケルが再び我々に牙きばを剥むくと？」

「ウォルスは一度俺達を嵌はめた。嵌められた俺達があいつを恨うらむのは当然だが、その事をあいつも理解している……となれば、あいつにとっても俺達は邪じや魔ま者ものなのさ。最悪の場合、ルピスと手を組んでこちらに仕掛けてくる可能性も出てくる」

　亮真の言葉を聞き、厳翁もその可能性に気付かされた。

　ローゼリア王国の国王とギルドマスター。確かに、手を組まれれば厄介な事になるだろう。

「芽め吹ぶく前に摘つむという事ですな」

　亮真は無言で頷いた。

「分かりました……一族の者から手て練だれを派遣いたします」

「助かる……厳翁や咲夜に頼もうかとも思ったんだが、場所が遠いしな」

　イピロスからフルザードまで往復で一月半ほどだろう。暗殺の準備期間を入れれば二ヶか月げつは欲しい。

　だが、ウォルテニア半島の領有が最優先である以上、厳翁や咲夜をそんな長時間手放すことは不可能だった。

「それで報ほう酬しゆうだが……どれくらい掛かる？」

　如何いかに伊賀崎厳翁が亮真に仕えているとはいえ、伊賀崎衆は違う。

　雇うという以上、金銭を支し払はらうのは当然の事だ。

　しかし、亮真の言葉に厳翁はゆっくりと頭を横に振った。

「いえ、それは結構です」

　その答えに亮真の右みぎ眉まゆが微かすかに動いた。

「本気か？　……いや……何か条件が有るのか？」

　ギルドマスターと言えばかなりの大物。

　それこそ、有力貴族の暗殺を頼むようなものだ。

　普通に依頼をすれば金貨の百枚や二百枚では済まない筈なのだが、厳翁はその代金を必要ないと言う。

（まぁ、金は要いらなくても他に欲しい物があるんだろうなぁ）

　何かお金では無い別の条件が付くのは当然と言えるだろう。

　ただで結構ですと相手に言われて、その言葉通りに受け取るようでは、この大地世界で生きていける筈もない。

「はい……一つお願いが……」

（まぁ、当然だわな……）

　交こう換かん条件が出されるのは当然だが、問題はその条件が亮真にとってどういう意味を持つか。

（だが、受けるにせよ断るにせよ、聞いてみない事には始まらない……か）

　数瞬の沈黙の後、亮真はゆっくりと口を開いた。

「いいぜ？　言ってみな」




　この日、亮真と厳翁の間にどんな密約がされたのか。

　それは、天に輝かがやく月だけが知っている事だった。







第三章　北の盟主







　一台の馬車が、石いし畳だたみを音を立てて進む。

　やがて馬車は、イピロスの南側に建てられたザルツベルグ伯はく爵しやく邸ていの玄関口に横付けされた。

　陽ひはすっかりと落ち、辺りは蝋ろう燭そくの火に因って照らされるのみ。

　黒くろ塗ぬり二頭立ての馬車は、外見は武骨で飾かざりも最小限に留とどめられている。

　質素とかみすぼらしいとか言う程ではない。

　外装は綺き麗れいに磨みがき抜かれており、十分に手入れがされているのだから。

　しかし、豪ごう華かという形容詞からは明らかにかけ離れている。

　言うなれば実用一点張り。はっきり言って、とても貴族が使うような代しろ物ものではなかった。

　もっとも、そんな事を馬車の主は気にも留めない。

　ウォルテニア半島の開発を進めようとしている今、メンツにこだわって金を使っている場合ではないのだから。

「若……どうぞ」

　御ぎよ者しや役として連れて来たマイクが扉を開けた。

　馬車から地面へと降り立った亮りよう真まを、玄関口で整列する使用人達が一いつ斉せいに頭を下げて出で迎むかえる。

「「「ようこそおいでくださいました。御み子こ柴しば男だん爵しやく様」」」

　流れるような見事な動作。

　流石さすがに伯はく爵しやく家けに仕える使用人達と言えるだろう。一部の隙すきもない挙動で客である亮真を迎える。そして彼らの言葉を待っていたかのように、二人の人物が屋や敷しきの扉から姿を現した。

「良くおいでくだされた！　歓かん迎げいいたしますぞ。御子柴男だん爵しやく殿どの」

　そう言って大おお仰ぎように腕を振り上げ歓迎の意を示す男は、この城じよう砦さい都市イピロスの支配者であるザルツベルグ伯爵その人だ。

　身長は百八十半ば程。年ねん齢れいは三十代後半だろうか？

　中年にさしかかり、やや腹が前へと迫せり出してはいるが、国境付近に領地が有るせいか、立ち居振ふる舞まいから武人としても一ひと廉かどの人間である事が見て取れる。

（ローゼリア王国建国当時から続く名門と聞いていたが、単なる貴族バカじゃないか……でも何でコイツこんなに扱いが丁てい重ちようなんだ？　逆に気持ちが悪いくらいだ……）

　爵しやく位いの上から考えると、ザルツベルグの持つ伯爵位は亮真の持つ男爵位の二つ上の爵位という事になる。

　勿もち論ろん、ローゼリア王国の貴族という点では二人は同じだ。

　だが、両者の立場は決して対等ではない。

　亮真は例えるならば、新しく課長に抜ばつ擢てきされた若手社員。それに対してザルツベルグ伯爵は支店長か取とり締しまり役やくと言ったところか。

　ましてや、ここは身分制度の廃すたれた地球ではない。

　良くも悪くも、両者の間には明確な身分の上下関係が存在している。

　にもかかわらず、ザルツベルグ伯爵は亮真を自ら出迎えた。

　亮真は名門貴族であるザルツベルグ伯爵が、先日までただの流れ者であった初対面の自分に対して、もろ手を挙げて歓迎する様に不自然さを感じた。

（こいつは少し用心した方がいいかもな……）

　亮真は、軽く気を引ひき締しめた。

　何しろ、ルピス女王の心情を読み間ま違ちがったばかりである。警けい戒かい心しんが生まれるのも当然と言えるだろう。

　とはいっても、それを表情に出す訳にはいかない。

　亮真は満面の笑みを浮かべると、ローラ達から教わった貴族の礼れい儀ぎ作法に従って恭しく頭を下げる。

「本日は突然の訪問を快くお許しくださり恐きよう悦えつの極きわみ。若じやく輩はい者ものではございますが、今後ともよろしくお引き立て賜たまわりたいと存じます。ザルツベルグ伯爵様」

　今日、亮真が着ている服装は決して華か美びではない。

　奴隷商人のアゾスを殺して奪った金はまだ十分に残ってはいるが、今後の事を考えると金は幾らあっても足りはしない。それに、貴族らしい華美な服装を誂あつらえたところで、亮真がそれを再び身に着けるのは一体何時の事になるだろう。

　そう考えると、わざわざ訪間着を誂えるのは無駄ということになる。

　だが、貴族にはメンツとマナーというものが有る。

　亮真自身はそれらを馬ば鹿か馬ば鹿かしいと感じてはいるものの、流石さすがに普ふ段だんのような黒の麻あさシャツとズボンという訳にもいかない。

　そんな恰かつ好こうで訪問すれば、余計な騒そう動どうにもなりかねないのだ。

　そんな訳で、今日の亮真は黒い絹のシャツにズボンを履はき、ベルトは金のバックルという少し上等な格好をしている。

　屋外に出るときはこの上にマントを羽織る。しかしそれは貴族として最低限の服装。

　貴族として保つべき最低限のマナーを守ったに過ぎない。

　だが、そんな亮真の服装を見てもザルツベルグ伯爵は侮るような様子を見せる事はなかった。

「いやいや、先の内乱で名を上げた若き英えい雄ゆうに我わが屋敷を訪問してもらうなど、武門の名家である我がザルツベルグ伯爵家としても実に誇らしい話だ。今回は急な話だったので大したもてなしは出来ないが、心ばかりの晩ばん餐さん会かいを用意させている。色々と至らぬところもあると思うが、是ぜ非ひとも心ゆくまで楽しんでいってほしい」

　そう言うと、ザルツベルグ伯爵は亮真の手を取って玄げん関かんへと導く。

「過分なお言葉……痛み入ります」

　そう言うと亮真は素早く頭を下げる。

「さぁさぁ、頭をお上げになってどうぞこちらに。是非とも我が妻を紹しよう介かいさせてください。さぁ、ユリアご挨拶を」

　その言葉と共に、ザルツベルグ伯爵の一歩後ろで笑みを浮かべていた妙みよう齢れいの女性が前へと進み出る。

　歳としは三十に手が掛かるかどうかと言ったところか。

　素す晴ばらしい光こう沢たくを放つ金きん髪ぱつを編み込んだ髪かみ型がた。

　身長は百七十前後と言ったところだろうか。

　豊満で男好きのする肢し体たい。

　表情は穏おだやかで愛あい嬌きようがある。

　世の中の男ならば彼女の魅み力りよくに一いつ瞬しゆんで心を奪われてしまう。そんな妖よう艶えんな雰ふん囲い気きを持つ女。

　だが、亮真はその瞳ひとみの奥おくに隠されている理知的で冷徹な光を敏感に感じ取った。

「良くおいでくださりました。王都よりの長旅はさぞ大変だった事でしょう。今夜は我が家でゆっくりとおくつろぎください。ねぇ？　貴方あなた」

　ユリア夫人の言葉にザルツベルグ伯爵も大きく頷うなずいて賛同する。

「妻の言葉どおり、本日は長旅の疲つかれを癒いやしてください。何しろウォルテニア半島の中に入ってしまえばもう町も村も在りはしませんからな……今後領地が発展するまではイピロスから物資を運びこまねばなりますまい。これも領地が隣り合ったご縁えん！　末永くお付き合いください」

「はぁ……それではお言葉に甘あまえまして……今後も宜よろしくご指導ください」

　亮真は素直に伯はく爵しやくへと頭を下げる。

（ふん……こっちの目的は読まれたか……口では物資の購こう入にゆうに協力的のようだが……まずはこいつらの腹の内を知る事が先か……）

　亮真の眼が鋭するどく光った。

「さぁ、今こ宵よいは御子柴男爵を歓迎する為ために、料理長には格別に腕を振るうよう命じました。残念ながら我が領地は王都と違い僻へき地ちゆえに大した名産もありません。ですが幸いな事に豊かな土地で量だけはございます。存分にご賞味ください」

　亮真が椅い子すに腰こしかけたのを確かく認にんすると、ザルツベルグ伯爵が晩餐会の開始を宣言する。

　その言葉と共に、広間の扉が開け放たれるとメイド達たちが台車に料理を載のせて入ってきた。

「これはまた……」

　目の前の食しよく卓たくに次々と並べられた料理を見て亮真が絶句したのも当然だろう。

　豚ぶた一頭を丸ごと焼いた物を中心に、鳥、牛、魚をメインに揃そろえ、サラダも海かい藻そうに野菜とバリエーションに溢れたものだ。

　砕くだかれた氷が盛大に盛りつけられた金の器うつわには、季節の果物が冷やされ甘い香かおりが亮真の鼻び腔こうをくすぐる。

　二十人以上は余裕で腰かけられる食卓の上には、とても三人では食べ切れる筈のない程の料理が所ところ狭せましと置かれている。

　しかも、そのどれもが王都ピレウスの城で内戦終結の祝賀会に出て来た物と遜そん色しよくがない程の豪ごう華か絢けん爛らんさ。

　一体、どれほどの財をこの晩餐会に費やしたのか、客として座すわる亮真としても正直に言って心配になってくるほどの物だ。

「いや……お恥はずかしい。王都から来られた方には馴な染じみが無いのかもしれませんが、我が領地では賓ひん客かくを迎える際には食べきれないほどの料理で歓かん待たいするのが習わしです……まぁ、田舎いなかの風習とお思いになってお付き合いください」

　そう言うと、ザルツベルグ伯爵は髪かみを撫なで上げて笑った。

「いえ……私のような成り上がり者にこのような宴うたげを開いてくださるなど、ザルツベルグ伯爵様には深く感謝いたします」

「ハッハッハ！　成り上がりとはまたご謙けん遜そんが過ぎますな。御子柴男爵殿は先の内乱で大変な功績を立てられた。ルピス女王のご信頼も篤あついと聞く……私など先の内乱では、ザルーダの侵しん攻こうを警けい戒かいしてこの地より一歩も動けませんでしたからなぁ」

「それこそご謙遜が過ぎるかと。ザルツベルグ伯爵家が北部の守りを固めていればこそ、先の内乱において他国からの横やりを防ぎ早期終結になったと思っております」

　ザルツベルグ伯爵の自じ虐ぎやくの言葉に亮真は愛あい想そ笑わらいで答えた。

「貴方、お話はもうそれくらいにしてくださいな。お客様に冷えた料理を食べて頂く気？」

　ザルツベルグ伯爵の妻であるユリア夫人が、夫をたしなめる。

「おぉ！　これは失礼いたした……オイ！　御子柴男爵殿のグラスにお注ぎしろ」

　伯爵の言葉で、亮真の前に揃えられたグラスへ深しん紅くのワインが注がれた。

「では……御子柴殿と当家の繁はん栄えいを祝って！　乾かん杯ぱい！」

　ザルツベルグ伯爵の掛け声と共に、亮真はグラスを傾けた。

　まず、口の中いっぱいに豊ほう潤じゆんな葡ぶ萄どうの香りが広がった。

　そして少し香こう辛しん料りようのような刺し激げき的てきな風味がアクセントをつける。

　次に、二度三度とワインを噛かむと、深いコクと味わいが口の中へ広がっていく。

　そして最後に喉のどを滑すべり落おちる感覚。まるで上質の絹のような滑なめらかさだ。

（いい葡萄だ……最高級のワインだな……）

　高校生である亮真は本来なら酒の味など分かる筈がない。

　ましてや、今出されたワインはコンビニあたりで買えるような一本千円ちょっとの安ワインとは物が違う。

　しかし奔ほん放ぽうな祖父のおかげで日本に居た時から酒を嗜たしなんできたし、大地世界アースに召しよう喚かんされてからは日常的に飲んできている。

　その彼から見て、今回伯爵が提供したワインは最上級の物と言える。

　丹たん精せいして育てられた葡萄をさらに厳選し、熟練の職人の手によって作られた最高級品。

　ピレウスの城に滞たい在ざいしている間は高級な酒を提供されてきたのだが、それと比べても何ら遜色ない品と言えるだろう。

（料理と言い酒と言い……どういうつもりだ、コイツ……いやそれ以前になぜこれだけの事が出来る？　税だけでこれ程の物が出来るのか？）

　料理にしてもそうだ。

　吟ぎん味みされた素材。惜しげもなく使われている香辛料の数々。

　いくら歓迎しているとはいえ、成り上がり者の男だん爵しやくをもてなすにしては度が過ぎている。

（ひょっとして……これがこいつらの普通なのか……だとしたら……？）

　亮真は目の前で料理に舌した鼓つづみを打つザルツベルグ伯爵へチラリと視線を向けた。

（派手な格好だ……最高級の絹を使った凝ったデザイン……装そう飾しよく品ひんも凄すごい。とても同じ貴族とは思えないな）

　亮真はチラリと自分の恰好を見て苦笑いを浮かべた。

　ザルツベルグ伯爵を羨うらやましいとは思わないが、確かに彼の装いは亮真と対照的なものだ。

（だが、不思議と下品さは感じない……）

　ザルツベルグ伯爵は生まれながらの貴族と言うのに相応ふさわしいだけの、様々な宝石達を身につけて自らの権けん威いを表していた。

　シャツのボタンに使われているのは形の良い真しん珠じゆ。胸を飾るブローチも非常に精せい巧こうな花を象かたどった一品だった

　だが、それらの輝きはザルツベルグ伯爵の風ふう采さいと上手うまく調和している。

　もっとも、華はなやかさで言えば、彼の隣となりに佇たたずむユリア夫人の装いは更さらに凄すさまじい。

　全身を包むのは胸が大きく開いた斬ざん新しんなデザインの絹のドレス。

　純白のドレスが金色に輝く髪と良く調和している。

　頭には小さな白銀の冠かんむりを付け、手には大おお粒つぶのルビーやサファイアの指輪、首には大粒のダイヤをあしらった首くび飾かざりという、まさに生きた宝石ともいえる恰好だ。

　現代人の感覚からすると、彼かの女じよの姿は装飾品のつけすぎのように感じられるだろう。

　だが、目の前で微笑ほほえむユリア夫人には貴族としての気品が漂ただよい、宝石と絶ぜつ妙みようなバランスで美を保っていた。

（少なくとも、無理をしている感じじゃないな……板についてやがる）

　相手に舐なめられないようにと無理に見み栄えを張る人間は世の中に多い。

　だが、大たい抵ていはその無理が全体の調和を崩くずし、相手に違い和わ感かんを与えてしまうものだ。

　服を着るのではなく、服に着せられているとでも言うのだろうか。

　だが、ザルツベルグ伯爵にもその妻であるユリア夫人にもそういった不自然さは微み塵じんも感じられない。

　ごく自然体なのだ。

（しかし、そうなると……）

　問題は、これほどの物を果たしてザルツベルグ伯爵はどうやって手に入れ維い持じしているのかという点だ。

　伯爵夫妻の服装を見ても、豪華で相当に金の掛かかった物である事は一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　食事も王都の晩餐会並みと言っていいだろう。

（無理……だな。税だけじゃこれだけ豪華な生活は維持できない……となれば……）

　断定は出来ない。

　まだ情報が少なすぎるのだから。だが亮真の想像通りだとしたならば……

（後は、みんなの集めた報告次し第だいだな……）

「おぉ。あまり食が進まないようだが、御子柴殿のお口に合いませんかな？」

　ワインを飲み干した後、黙だまって座り続けたままの亮真へザルツベルグ伯爵が声を掛けて来た。

「きっと長旅でお疲れなのよ貴方。肉料理は脂あぶらがきついのではないかしら？　……アンヌ。男爵様へ冷えた果実をお出しして頂ちよう戴だい。きっとこれならば男爵様も気に入ってくださいますわ」

　ユリア夫人の言葉に従って、メイドの一人が亮真の前へ金の器に盛られた果実を運んでくる。

「すみません。お気き遣づかい頂いて」

　そう言うと亮真は、器から良く冷えたオレンジを一つ掴むと口へ運んだ。

　実際は考え事をしていただけなのだが、ザルツベルグ伯爵の誤解を態わざ々わざ訂てい正せいする必要はない。

「やはりお疲れのようですな？　……御子柴殿は一流の武人とお聞きしたが……まぁ、王都からイピロスまでは馬でも半月近くは掛かる……致いたし方かたない事ですかな？」

「貴方！　それは男爵様に失礼よ……きっと、突然貴族に叙じよせられて気き疲づかれなされたんだわ……ねぇ……男爵様」

　ユリア夫人の言葉は亮真への気遣いで満みち溢あふれている。

「えぇ……何しろ突とつ然ぜんの事でしたから……私は平民出ですし、領地など頂いても正直に言ってどうしたものかと困っているところです……」

　そう言って亮真は、自分の皿に盛られた牛肉を一切れ口へ運ぶ。

「そうですか……まぁ御子柴殿は才知に優れたお方と聞いております。私も出来る限りの助力は惜しまぬつもりです。領地が隣となり同どう士しなのも何かの縁。今後はお互い助け合っていきましょう……おや？　何か料理に不備がございましたかな？」

　肉をじっくりと噛み締める亮真の顔を不ふ審しんそうに見ながら、ザルツベルグ伯爵が不思議そうに声を掛ける。

「いえ……思った以上に塩が効いていまして……ふんだんに使われた香こう辛しん料りようと言い、塩と言い、王都で出された薄うす味あじの食事とは対照的だったので」

　香辛料程ほどとは言えないが、それでも塩はこの大地世界においては貴重な物だった。

　何しろ塩は生活の基本でありながら、塩田を作るか岩塩を掘ほり出すかの二通りしか得る為の手段がない。

　海に面した領地を持っていれば塩には困らないだろうが、ザルツベルグ伯爵の領地内で海に面した土地は無い筈はず。

　となれば岩塩を掘り出したか、他の土地から輸送してきたかのどちらかという事になる。

「ハッハッハッ。いや、王都の薄味に慣れた方は確かに驚かれるかもしれませぬな」

　亮真はここで大きくザルツベルグ伯爵へ切り込んでいく。

　目的はもちろん、揺ゆさぶりだ。

「確かザルツベルグ伯爵様の領地に海に接した場所はなかった筈……岩塩の鉱脈でもお持ちなのですか？　それとも近きん隣りんの領地から交易で？」

「いや、実は」

「えぇその通りですわ……近年、大きな岩塩の鉱脈が見つかって」

　亮真の問いにザルツベルグ伯爵が笑え顔がおで答えようとしたが、ユリア夫人がそれを途と中ちゆうで遮さえぎった。

「ほう。それはうらやましい。」

　亮真はユリア夫人の言葉をそのまま笑顔で受け入れる。

　別にこの場でザルツベルグ伯はく爵しやく達たちを糾きゆう弾だんする必要はないのだ。

（塩か……これも調べてみる価値が有りそうだな……）

　亮真は、塩と胡こ椒しようの効いた牛肉を飲み込んだ。




　この後三時間ほど続いた晩餐会は何事もなく終わり、応接間へ移動したザルツベルグ伯爵と亮真は大いに話を弾はずませ親交を深めた。

　ザルツベルグ伯爵は秘蔵の赤ワインを開け、ユリア夫人も会話に交じる。

　彼らは、貴族の驕おごりを全く表には出さず、終始亮真を歓待した。

　そして夜も更ふけた頃ころ、辞じ去きよしようとする亮真はザルツベルグ伯爵に是非にと引きとめられ一晩屋敷に泊とまる事になった。

　メイドに案内された部屋に入り亮真はため息を漏もらす。

　家具はどれも職人が丹たん精せい込めた一品。

　カーテンもシーツも当然のように絹で作られた高級品だ。

　壁かべや棚に飾られているのは、芸術に疎うとい亮真から見ても何やら風格漂う絵画や花か瓶びん。

　一流ホテルのスイートルームにも匹ひつ敵てきするような豪華な装いの部屋である。

　まさにこの部屋は宝の山。

「これ一個くらい貰もらっていくか？」

　亮真はベッドにその巨きよ体たいを放ほうり出すと、枕まくら元もとに置かれた花瓶を手にとって呟つぶやいた。

　領地開発で金が必要な亮真にとって、この部屋はまさに目の毒でしかない。

（相当な経済力を持っているという証しよう拠こか……事前に王都で調べた限りでは、大した産物もないはずなんだが……？）

　ザルツベルグ伯爵やユリア夫人の態度もいまいち腑ふに落ちない。

　上辺だけ見れば、親切で気さくな夫ふう婦ふのようにしか見えないのだが、何やら裏の顔が有るように思えて仕方が無いのだ。

　思考の海へ身を委ゆだねていた亮真は、扉を叩たたく音で意識を現実へと引き戻された。

「男爵様……宜しいでしょうか？」

　掠かすれるようなか細い女の声がする。

「あぁ……何か用かい？　鍵かぎは掛けてない」

「失礼……致します」

　亮真の声に従い、扉が開かれメイドが部屋へと入ってきた。

「伯爵に言われたのかい？」

「あ……その……奥おく様さまに……男爵様の……」

　入ってきたメイドの姿を見て、亮真は大体の察しが付いた。

　メイドの肌はだを隠すのは白のベビードール。

　その下にはピンクのパンティとブラが透すけて見える。

　扇情的で魅み惑わく的てきな光景。

　肩かたを震ふるわせ何かに必死で耐たえるような彼女の表情を見れば、普ふ通つうの男なら誰だれでも直すぐに理解する事が出来るだろう。

「必要ないって言ったら君は困るかい？」

　亮真の言葉を聞いて彼女の表情に絶望の色が浮かんだ。

「あ！　あの……私……その……初めてですけど……その……男爵様に精せい一いつ杯ぱい……その……私じゃダメ……ですか？」

　余よ程ほどきつく言いい含ふくめられているのだろうか、彼女は懸けん命めいに食い下がる。

　顔を真っ赤に染める彼女を見て誰がこのまま帰せるだろう。

「良いよ……こっちに来な」

　亮真は彼女を怖こわがらせないように、出来るだけ優やさしく声を掛けた。

　無論、亮真とて女性経験が豊富にある訳ではない。

　だが、ここで弱気なところを見せては、男の沽こ券けんに関かかわる。

　差し出した手をメイドはおずおずと掴つかむ。

「はい……」

　か細い声でメイドが応えるのを聞き、亮真はそっと彼女の体を自分の方へと引き寄せた。

その瞬間、甘い花の微かすかな香りが亮真の鼻び腔こうをくすぐる。

　やがて枕元の蝋ろう燭そくの灯ひが消え、辺りを闇やみが支配した。




　御子柴亮真が、あてがわれた客間で一晩のロマンスを楽しんでいた頃、同じ屋敷の一室ではザルツベルグ伯爵とユリア夫人が二人っきりで密談をしていた。

「まったく……あれほどまでに歓迎しなくてはいけなかったのかね？　随ずい分ぶんと景気よく散財したがその価値があの若造にあるのか？」

　ザルツベルグ伯爵は紅茶を一口飲むと、対面に座る妻へ不満の言葉を漏らす。

　晩ばん餐さんを共にし亮真を客室へと見送る時まで浮かべていた人の良さそうな笑顔は、既に彼かれの顔から消えていた。

　今、ザルツベルグ伯爵の顔には、貴族の血に対する傲ごう慢まんさと平民に対しての侮ぶ蔑べつしかない。

「そうねぇ……メイドも抱だいたようだし、とりあえずはこちらの思おも惑わく通りと言っていいんじゃないかしら？」

　そう言って微笑む妻をザルツベルグ伯爵は苦々しげに睨にらみ付つける。

「そもそもそれが気に入らん！　あの娘むすめは私が眼めを付けていたんだぞ？　それをあんな成り上がりに宛あてがうとは！」

　眼を付けていたメイドの少女を他人に宛がったのだから、ザルツベルグ伯爵が不満を露あらわにするのも当然と言えるだろう。

　だが、そんな伯爵の不満をユリア夫人は柳やなぎに風と受け流す。

「別にいいじゃないの？　メイドなんて他に幾いくらでも居るんだし……どうせ一ヶ月もたたないうちに飽あきて捨てる事になるのよ？」

　その言葉に若じやつ干かんの呆あきれと非難が入り混じっている。

　実際、ザルツベルグ伯爵の色好みにユリア夫人は常つね日ひ頃ごろから頭を痛めていた。

「それとこれとは話が別だ！　たとえ私が飽きて捨てたとしても他人にくれてやるのは我が慢まんならん！　ましてや私も手を出してない少女だぞ？　……まったく！　あれはなかなかおらぬほどの女だったのだ！」

　そう言うとザルツベルグ伯爵は再びカップを口元に持っていくが、苛いら立だちで組んだ足が小刻みに揺れている。

　当分の間は伯爵の怒いかりが収まる事はないだろう。

「分かったわ……明日にでも人をやって新しい娘を探すとしましょう」

「分かっていると思うが、手て垢あかのついた女は駄だ目めだぞ」

「えぇ……大だい丈じよう夫ぶ。きっと気に入る娘を連れてこさせるわ」

　ユリア夫人は内心呆れながらも、伯爵をなだめに回る。

（まったく……どうしてこの人はこう女おんな癖ぐせが悪いのかしら……奴ど隷れいや玄人くろうとの女なら幾らでも用意してあげると言っているのに、素人しろうとの生き娘むすめにばかり手を出して……どうせ一、二回抱けば飽きて奴隷商人に売うり払はらうくせに……）

　処女の素人しろうと娘むすめにばかり執しゆう着ちやくする夫を見る眼が冷たくなる。

　貴族として子孫を残す為に側室を増やすというのであればまだ理解出来るが、ザルツベルグ伯爵の目的は己おのれの享きよう楽らくのみ。

　それこそ、手あたり次第に若い娘を連れてきては楽しんでいる訳だ。

　しかも、ザルツベルグ伯爵はそういった娘むすめ達たちを自分の側室に迎える事は決してない。

　いや、それどころか子が出来ても産ませようとすらしない。

　そして、数週間から一月程度で飽きて捨ててしまうのが何時いつものパターン。

　如何に大地世界が弱肉強食を地で行く世界とは言え、ここまで露ろ骨こつな人間も珍めずらしいのが事実だ。

　夫としてはもとより、人間として最低な部類の人間と言えるだろう。

　だが、それを表面に出す訳にはいかない。

（今更この人の不興を買う訳にはいかないわ……たとえどんな無む茶ちやを言われても……）

　ユリア夫人は今まで多くのものを犠ぎ牲せいにして来た。

　今更、道半ばで諦あきらめる訳にはいかないのだ。

「まぁ良い……今さらあんな平民の食い残しなどに興味はない……だが、なぜ鉱山の事をアイツに告げる必要が有った？　興味を引いてしまうだけではないか？」

　さんざん愚ぐ痴ちと不満をぶちまけ、ザルツベルグ伯爵の鬱うつ憤ぷんも晴れたのだろう。彼は大きく深呼吸をすると、ソファーに深く体を沈しずめる。

　その瞬間、ザルツベルグ伯爵の色欲に濁にごった眼が鋭く光った。

　彼は確かに人間的に最低ではあったが、支配者として、また指揮官として優ゆう秀しゆうな能力を持っている。

　無論、そうでなければザルーダ王国の侵攻が危あやぶまれる、この国境地帯の領地を維持する事は出来ないだろう。

「そうねぇ……確かに必要と言う意味では、ないわね……でも、それはどちらでも同じ事よ……あの男は私達の話を鵜う呑のみにはしない……否定もしない代わりに、決して信じもしない。どちらにしろ塩に関して興味を持ったのなら自分で調べようとする筈よ。ならばあそこで隠しても意味ないじゃない？　正直に言えばそのまま調べるのを止めるかもしれないし」

　ユリア夫人から見て、御子柴亮真という男は実に曲くせ者ものだった。

（あの男は実に厄やつ介かいだわ……あいつは晩餐会の間中、不自然にならない程度に抜ぬけ目めなく私達の情報を集め続けていた）

　一番的確な表現としては抜け目のない商人と言ったところか。

　それは、彼女自身がやり手の商人だからこそ気が付けた事だ。

　だが、ザルツベルグ伯爵はそんなユリア夫人の評価を鼻で笑う。

「フン……其そ処こまでのキレ者とは思えんがな……大体、なぜそんな事が分かる？　傭よう兵へいとして雇やとわれ、先の内乱で少しばかりの功績を挙げた成り上がりだぞ？　塩が何処どこから入ってきているかなどどうやって調べると言うのだ？　家臣と言ったって内乱時に行動を共にした薄うす汚ぎたない傭兵共を無む理り矢や理り騎き士しに任命したと聞いている。そんな者達など戦にしか使い道はあるまい？」

　ザルツベルグ伯爵の眼から見て、亮真は体格の良い若造にしか見えなかった。

　ユリア夫人の進言で、最上級のもてなしをしたが、内心では亮真の事を侮あなどっている。

（あの体格……確かに武人としてはそれなりの物を持ってはいそうだが……あの顔。とても知ち恵え者しやには見えんぞ……）

　人ひと柄がらの良さや、穏やかさは見えたが、キレ者の雰囲気は全く見られなかった。

　人当たりの良さは心の弱さを表すし、穏やかと言う事は覇は気きが無い事に等しい。

　少なくともザルツベルグ伯爵の評価は、体格以外は全く話にならないという結論なのだ。

「確かに彼はあまり知ち恵えが回るようには見えなかったわね。でもそんな訳ないのよ……絶対にね」

「チッ……確かに奴やつの噂うわさは入ってきているがね……何処まで本当の事なんだか。私が思うにエレナ・シュタイナーに取り入っただけではないのかね？　それこそあの女がローゼリアの白き軍神などと言われていたのは十数年も前の事だ。耄もう碌ろくしてもおかしくはあるまいよ」

　妻の言葉が余程不満だったのか、伯爵は大きく舌打ちをすると、自分の空想を彼女へ披ひ露ろうする。

　だが、ユリア夫人はそんなザルツベルグ伯爵の言葉を一いつ笑しように付す。

「あのエレナ様がそんな事を許すとは思えないわね……それに、確かにお年を召めされたけど能力が衰おとろえたとは思えないわ。今回の戦でも国外へ逃にげようとしたアーレベルク将軍を討うち取とるなどの勲くん功こうを上げられているもの」

「フン……まぁ、それはここで言っても仕方が無いか……それで？　あの娘を宛がっただけの情報は得られるのだろうな？」

　妻の言葉に、ザルツベルグ伯爵は忌いま々いましげに吐はき捨すてた。

「そんなにいきなり情報が得られる筈もないわ……今夜は本当に抱かれるだけ……後日、私の方から彼にあの娘を引き取ってくれるように頼たのむのよ」

　部屋に向かわせたメイドは追い返されていない。

　女に弱いのか、それとも彼女の立場をおもんぱかっての行動かは不明だが、どちらにせよ今いま頃ごろはお楽しみの最中の筈だ。

（まぁ、女には甘いようだし……閨ねやを共にすれば大抵の男は情報を漏らすものだしね……流石さすがにあの御子柴亮真がこの人ほど抱いた女に冷れい淡たんである事はないでしょうから……）

　ユリア夫人は皮肉を含んだ視線を自らの夫に向けた。

　流石にユリア夫人の夫レベルで欲望を隠かくさない人間はいない筈だ。

　妻がそんな事を考えているとはつゆ知らず、ザルツベルグ伯爵の恨み言はいよいよ新女王であるルピスへと向けられる。

「全く……あんな平民のご機き嫌げん取りをする羽目になるとは……面めん倒どうくさい事だ……それもこれもあの馬ば鹿か姫ひめが原因か……神み輿こしは神輿らしく、あのままアーレベルクの後妻にでも収まっていればいいものを」

　それはかなり危険な言葉だ。

　下手をすれば反逆罪に問われて一族郎ろう党とうが処しよ刑けいされかねないほどに……

　しかし、それほどの言葉を聞いても、ユリア夫人は眉一つ動かすことはなかった。

「馬鹿姫ではなくて馬鹿女王よ……先日ローゼリアの新女王として戴たい冠かんされたんだから」

　ルピス女王の評価に馬鹿が付く事は確定らしい。

　新国王に対してあまりにも不敵で不ふ遜そんな態度であるが、それが夫妻の共通認にん識しきだった。

「今さら他人にウォルテニア半島を与あたえるとはな……我らの苦労も知らずに余計な事ばかりしてくれる！」

「あぁ、愚痴はもういいわ……どのみち今は、あの男に余計な事をされないよう監かん視しするしか手はないわね……」

　憤いきどおりのおさまらないザルツベルグ伯爵をユリア夫人が軽く窘たしなめる。

「そうだな……そして最悪の時は……」

「決まっているでしょ？　半島の怪かい物ぶつ共が餌えさに喜ぶだけよ。あの図ずう体たいだもの……さぞおなかいっぱい食べられる事でしょうよ」

「そうだな。随分と食いでがありそうだ」

　ユリア夫人の言葉にザルツベルグ伯爵は冷たい笑えみを浮うかべて頷いた。




「若……昨夜はお楽しみだったようで」

　御ぎよ者しや台だいに座る中年が亮真へ声を張り上げた。

　最近、傭よう兵へい達たちはボルツを見習ってか亮真の事を若と呼ぶ。

　ローゼリアの内乱を共に切り抜けて来た者同士、既すでに打ち解けた仲だ。

「マイクがどうしてそれを知ってるんだい？」

　手た綱づなを握にぎるマイクが亮真へ話しかけたのは、伯爵邸を出て直ぐの事だった。

　イピロスの大通りを伯爵邸から宿屋に向かって走らせるだけだ。

　街中である事も有って、馬をゆったりとしか走らせられない所為せいか余よ程ほど暇ひまと見える。

「なぁに……使用人達が噂していたのをちょいと小耳にね！」

　その言葉を聞き亮真は小首をかしげた。

「ボルツに何か言われたのかい？」

「えぇ……実は若から御者を命じられた際に、もし伯爵邸に泊まる場合は使用人達と話をしてそれとなく情報を引き出せと命じられてまして」

　亮真の問いにマイクは髭ひげを撫でつけながら答えた。

「流石さすがボルツだな……抜け目がない」

「全くで。姐あねさんは戦には長たけた方ですが、搦からめ手は余り強くねぇ……其処をボルツの旦だん那なが上手くフォローしてきたって訳で！」

　マイクはリオネの率いる傭兵団【紅べに獅し子し】の中でも中ちゆう堅けんクラスの傭兵だ。

　武器の扱あつかいもさる事ながら、斥せつ候こうや土木作業と言った仕事をそつなくこなす器用さを持っているし、いかつい外見に似合わず社交的で人当たりが良い。

　義ぎ理り堅がたく口も堅かたく諜ちよう報ほう活動にはうってつけの人材なのだ。

　どうやら今回は、ザルツベルグ伯爵邸を訪ねる事になった亮真の護衛兼けん御ぎよ者しやを任されながら、裏で情報収集の仕事も与えられていたらしい。

「ですが、まさか本当にボルツの旦那の御お言こと葉ば通り、伯爵邸に泊まる事になるとは思いませんでしたがねぇ……是非にと言われたって話でしたが」

　マイクの問いに亮真は苦笑いを浮かべて頷いた。

　実際、待たい遇ぐうは最高だったのは確かだ。ただし、最高の待遇を受けたからと言って居い心地ごこちが良かったと感じるかどうかは残念ながら別問題なのだ。

「まぁな……酒や料理は超のつくほどの一級品。使用人達も余よ程ほど伯はく爵しやく達たちにきつく言い含められていたのか、上げ膳ぜん据すえ膳ぜんの待遇だ。正直気持ちが悪くなるほどの好こう待たい遇ぐうで、逆に俺おれは居心地が悪くて仕方がなかったよ……」

「あっしの方もで……流石に女は付きませんでしたがね。酒も料理も使用人に出されるような物じゃない……寝しん室しつも綺麗なもんでさぁ」

「そっちもか……」

「へぇ……正直言って気味が悪いくらいで」

　マイクの言葉に亮真は軽く頷き返すと、目を閉じて考え込んだ。

　誰もが同じ事を感じていた。

「何であそこまでしたんだと思う？」

　黙り込んでいた亮真が、マイクへ疑問を投げかけた。

「まぁ、あっしは若やボルツの旦那ほどの頭は持ってませんから……感じた事しか言えやせんぜ？　それでよければ……」

　そう一言挟はさむと、マイクは自分の感じた通りの事を口にする。

「単純に若に何か頼みたい事が有るか、さもなきゃ余計な事をされる前に気分よくこの土地から追い出したいかのどちらかじゃないかと」

「出て行ってほしいが、敵対はしたくないって事か……あり得るな」

　その場合、裏で糸を引いているのはルピス女王の可能性が強くなる。彼女にとっては、ウォルテニア半島に亮真達が入るまでは不安で仕方がないだろう。

　ウォルテニア半島へ亮真達が入るのを、ザルツベルグ伯爵に見届けるよう命令したという事は十分に考えられた。

（どちらにしろ、俺が取れる選せん択たく肢しは少ない……か。ダメだ……まずは情報だな。ボルツや厳げん翁おうの成果を聞いてからじゃないと判断がつかないか……）

「御ぎよ者しやに対してまであれだけのもてなしをするというのは……普通じゃあ考えられやせんからねぇ」

「裏が有るって事か……」

「へい……恐おそらく」

　亮真の言葉にマイクは慎しん重ちように頷く。

　暫らくの間、沈ちん黙もくがこの場を支配した。

「ところでマイク。ローラ達には昨夜の事を黙っていてくれよ？」

　どうせ今は答えが出ないと考える事を諦め、亮真は話題を切り替かえた。

　ザルツベルグ伯爵達の真意がわからない以上、今この場で出来る事をするべきなのだ。

　そして、今一番大切な事がマイクへの口止めだ。

　亮真の言葉を聞いて、強こわ張ばった表情を崩さなかったマイクが笑みを浮かべた。

「まぁ。そうでしょうねぇ……若が昨夜お楽しみだったと聞けば……おぉ怖！　お嬢じよう達たちが怒いかり狂くるいやすぜ？」

　文明が未発達なこの大地世界において、性せい行こう為いは数少ない娯ご楽らくの一つである。

　無論、亮真も傭兵達に連れられて幾いく度どか歓かん楽らく街がいへと繰くり出していた。

　幸いな事に、この大地世界では性病予防薬ともいうべき秘薬が存在しているし、使えば確実に避ひ妊にんが出来るという薬もある。

　そういう意味から言うと、地球よりもはるかに進んだ薬が存在していた。

　怪物という地球には存在しない生命体の恩おん恵けいという訳だ。

　男達が夜を楽しむのにこれほど適した世界もそうはあるまい。

　だが、問題はそうやって夜を彼らと共に楽しんだ後の事だ。

「オイ！　本当にやめてくれよ？　あいつらなんでだか知らないけど本気で怒おこるんだからさ！」

　マイクの言葉に亮真は思わず声を荒あららげる。

「まぁ、そいつははっきり言って仕方が無いんじゃないですかね？　大体、若だってお嬢達の気持ちはお気づきでしょ？」

　自分の息子むすこと言っても不思議ではない主へ、マイクが年長者として言葉を掛けた。

「まぁ……な……」

　亮真は歯切れの悪い返事をする。

　今いま更さらマイクに言われるまでもない。

　マルフィスト姉妹の気持ちを亮真は十分に理解している。

「ならばお分かりでしょう？　お嬢達は若に抱かれたいんですぜ？　それをあの二人は心底望んでいやす」

　奴隷商人から二人を助け出したのは、亮真がこの世界に召喚されて直ぐの事。それから既に半年近くが経たつ。
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　その間ずっと彼ら三人は共に行動してきたのだ。男女の感情が生まれても不思議ではない。

　亮真自身も、彼かの女じよ達たちを女として意識している。

「そんな事は分かっているんだけどな……」

　幸いな事なのかどうかは分からないが、この大地世界では一夫多妻が認められている。

　複数の妻を養うだけの財力が確保できるのであれば、後は個人の自由という訳だ。

　そういう意味から言えば、サーラとローラ。彼女達のどちらか一方を選ぶという必要はない。だが……

「裏大地世界リアースへの思いが断たち切れやせんか？」

　亮真の境きよう遇ぐうに関しては、既に紅獅子の傭兵達へも説明している。

　厳翁を仲間にした際に話題にした、日の本の民という言葉に関して問とい詰つめられたからだ。

「まぁな……頭では分かっているけどな……踏ふん切ぎりがつかないというか……」

　マイクの問いに珍しく亮真は言葉を濁した。

　亮真の合理的な頭脳は既にこの世界に残らざるを得ない事を理解していた。

　だが、心はそう簡単には割り切れない。彼の友人も家族も、日本に残してきているのだ。

　自分に悪意を持つ敵へは微み塵じんも容よう赦しやしない苛か烈れつな性格の亮真だが、彼も人間である事に間ま違ちがいはない。

　悩なやむのも当然と言えるだろう。

（あいつらを抱くには……覚かく悟ごがいる……この世界に残り、そしてあいつらを……）

　商売女なら、さほど気にする必要はない。全ては金が解決してくれた。

　だが、マルフィスト姉妹は亮真に対して、打算の無い愛情を示している。

　そんな女を抱いて、自分一人が日本に帰れるだろうか？

　いいや、亮真はそれほどに薄はく情じような男ではなかった。

「まぁ……若はあっしらを騎き士しにして、半島の領地化を選んだんですから、既に決断は出来てるんでしょ」

「あぁ……みんなを巻き込んでおいて、俺だけ帰るなんて出来ないさ……」

　運命の歯車は回りだしている。

　仮に、今更ここで亮真が地球に帰れば残されたリオネ達がどうなるか？

（たとえ帰る手段があっても……俺は……）

　既に結論は出ていた。そして、亮真自身の覚悟も……

「まぁ、昨夜の事に関しては、お嬢達に黙っておきやすよ……その代わり！　今度、奢おごってくださいよ？」

　マイクはそう言うと、髭ヅラの顔を歪ゆがめて笑った。

「あぁ……好きなだけ飲ませてやるよ！」

　マイクが話題を変えたのは、亮真を思いやっての事。

　その気遣いが、亮真の心を暖かくする。

（全ては俺おれ次し第だい……か……）

　ゆっくりとイピロスの街中を進む馬車に揺られながら、亮真は一人小さくため息をついた。







第四章　クリストフ商会







「じゃあ……今度は厳翁の報告を聞くか？」

　亮りよう真まが厳翁へ顔を向ける。

　亮真がザルツベルグ伯はく爵しやく家けを訪おとずれてから既に二日が経っていた。

　今日は朝から各自が調べ上げた情報を持ち寄っての報告会を開いており、既にその半分近くが報告を終えている。

（残りはローラ達たちと厳翁だが……どうも何かあるみたいだな）

　表面上、目を瞑つぶり腕うでを組みながら報告を聞く厳翁の姿は普ふ段だんと何も変わらない。

　また、忍にん者じやがそう簡単に感情を表に出すようでは話にならないのも確かだ。

　だが、亮真は厳翁のその姿を見て直感的に引っ掛かりを感じた。

　残っているのはマルフィスト姉妹と厳翁だが、亮真的には嫌いやな予感がする厳翁の報告を先に聞いてしまいたかった。

　姉妹の報告は食料物資の購こう入にゆう先さきを決めるだけの事。さほど問題は無い筈なのだ。

　だが、亮真の言葉に、厳翁は頭を横に振ふった。

「いえ……ワシの話は最後の方が宜よろしいかと……先にローラ殿どの達たちの話を」

　何やら思惑が有るらしい。

　亮真は訝いぶかしさを感じながらも頷うなずき、マルフィスト姉妹へと話を振る。

「ふぅん……何か理由が有るって事か……良いだろう。じゃあ、ローラ、サーラ。商会の方の報告を頼む」

「かしこまりました……では」

　ローラ達は頷くと、調べた事を話し始めた。

　そして、楽観視していた亮真を奈な落らくの底へとつき落とす事になる。

「結論として、このイピロスに存在する殆ほとんどの商会が、領主であるザルツベルグ伯爵家と強固な関係を結んでいるようです」

「強固な関係？」

　ローラの言葉に亮真は首を傾かしげる。彼女の言葉からは、通常の領主と商会との関係以上のものを感じたからだ。

「はい、それもかなり密接なものです」

　そう言うとサーラが地図をテーブルの上に広げる。

「コイツは……イピロスの地図か？」

「はい。そしてこの赤い点がこの町に存在する商会です」

　サーラの指が、地図上に記された赤い点を指し示す。

　その数、十個。それが、この城じよう砦さい都市イピロスに存在する有力な商会の数である。

「ミストール商会……ラフィール商会……」

　サーラが次々と点の横に書き加えられた商会名を読みあげていく。

「これら十の商会が、連合を組んでこの城じよう塞さい都市イピロスの経済を完全に掌しよう握あくしているのですが……問題は伯はく爵しやく夫人であるユリア・ザルツベルグが、連合の代表であるミストール商会の一人ひとり娘むすめだと言う事です」

「本当なのか……？　それ」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、亮真の顔色が変わる。

　それも当然だろう。

　今現在のウォルテニア半島では食料の生産をする事が出来ない。

　農民が居ないのだから当然なのだが、問題は仮に明日、農民をウォルテニア半島に入植させたとしても、実際に収しゆう穫かくが出来るのは半年から一年後になるという点だ。

　まぁ、種をまいた翌日に実がなるなんて馬鹿げた成長をする植物でもない限り、食料自給の目め途どが立つまでの一定期間、このイピロスから食料を運びこんでくるより他に、選択肢が無いのだ。

　まさか、怪物を狩かってそれを主食にする訳にもいかない。

　確かに食べられる怪物も居る事は居るが、食べられないものの方が圧あつ倒とう的てきに多いのだ。数十人程度ならばなんとかなっても数百人規模となると現実的ではないだろう。

　水と食料に関しては、我慢すると言う事が出来ない。生きていく上で、絶対に必要な物。

　そのうち水は法術を使えばまだ何とかなるが、食料に関しては流石にお手上げだった。

「はい……一定以上の食料物資を安定して購こう入にゆうするには、どうしてもこの十商会の何いずれかと取引するしかありません……しかし、伯爵夫人が連合代表の娘となると……」

　ローラは言葉を其処で切った。後は言わなくてもその場に居る全員が理解出来る。

　商会との取引は、亮真達にとって文字通りの生命線。それに対して、伯爵夫人の実家が大きな影えい響きようを及およぼす。

　あまり想像したくない未来である。

　今はまだいい。

　亮真達とザルツベルグ伯爵とは表面上は友好的に見える。

　だが、状じよう況きようは何時でも変わる可能性がある。

　ちょっとした利害の衝しよう突とつに始まり、単純なその日の気分でも何でもいい。ザルツベルグ伯爵が亮真達を締しめ付けようと思えば、それで全ては終わる。

　何せ、ザルツベルグ伯爵が取引先の商会へほんの少し圧力を掛ければそれで済むのだ。

　常に亮真達は、ザルツベルグ伯爵の意向を無視出来なくなるだろう。

「どうやらこの、ミストール商会の代表と言うのが相当な野心家と言われていて……元々連合の代表はクリストフ商会だったのですが、娘がザルツベルグ伯爵に嫁とついだ事を笠かさに着て代表の座を奪うばい取ったという話で……」

　その瞬間、亮真の口から鋭するどい舌打ちが漏れた。

「なるほどね……娘を貴族に嫁がせてその威いを借りて勢力を広げたって訳だ……まぁ、よく聞く話だな……」

　亮真の言葉に全員が頷く。

　確かに、そう珍しい話ではない。日本でだって無い話ではないのだ。

「しかし……貴族がよく商人の娘を妻にしたな？」

　身分制度上、商人は平民でしかない。どれほど金が有ってもただの平民でしかないのだ。

　貴族の妻。それも妾めかけではなく正妻となると、亮真が首を捻ひねるのも当然と言える。

「それも調べたのですが……どうやらザルツベルグ伯爵家の財政は、先代の時代からかなり切せつ迫ぱくしていたようでして……」

「ふぅん……融ゆう資しを餌にしたってところか？　……そもそも何でそんなに財政が悪化してたんだ？　やっぱり軍事費か？」

　商人の娘を正妻に迎むかえるほど財政が切迫する……貴族のメンツを捨てても実利を取ったという事は、相当にザルツベルグ伯爵が追い込まれていた証拠だ。

　しかし、問題は、なぜそこまで伯爵が金に苦しんだかだ。

「はい……もともとザルツベルグ伯爵家は国境守備とウォルテニア半島から時たま侵しん入にゆうしてくる怪物対策の為ために、軍関係に割さかれる予算がかなり大きいのです」

　ローラの言葉に全員が頷く。

　軍と言うのは最大の金食い虫だ。

　何も生産せず、ただ、物資を消費するだけの飢うえた怪物。

　それが軍と言う物の本質である。

　だが、その怪物には最高で大量の餌が必要になる。

　兵に払う給料から始まり、鎧よろい兜かぶとと言った武具購入に馬の飼育。

　兵に支給する食料と、実に多くの物を軍は消費する。

　しかもこれはあくまでも平常時の話。

　一度、開戦となれば、消費量はさらに跳はね上あがる。

　幾ら資金を注いでも終わると言う事が無い、まさに底の抜けたバケツに等しい存在。

　だが、それでも軍に金を掛かけるしかないのだ。国を、民を、領地を、守るべき物を守る為には。

　それが隣りん国ごくの警けい戒かいを任される貴族となればその重責は更さらに重くなる。

　ザルツベルグ伯爵の財政が火の車なのは有る意味当然と言えるだろう。

「まぁ、当然だろうねぇ……ザルーダやミストと国境を接しているだけじゃなく、半島から侵入してくる怪物に対しても備えなければならないだろうからねぇ？」

「あっしの調べた資料によると……大体十年に一度はウォルテニア半島から大規模な怪物の侵入があるようです。その際には北部十家の面々が総出で兵を出だすとか」

「そりゃぁまた……戦争をするのと変わらないねぇ」

　ボルツの答えを聞いたリオネは、当然といった風に大きく頷く。

「補足させて頂きますと、この周辺は余り農地にも適しておりません。特筆するような産物も無く、自給自足には十分ですが、あまり豊かな土地ではないようですな」

　厳翁の言葉に、亮真は疑問を投げかける。

「塩に関してはどうだい？　先日伯爵から少し小耳にはさんだんだが、どうやら岩塩の鉱脈が有るらしいんだ」

　少なくとも、先日のザルツベルグ伯はく爵しやく夫婦ふうふの服装を見た感じ、金に困っているようにはとても思えない。

　貴族のメンツを守る為に無理して見み栄えを張った可能性も勿もち論ろんあるが、それにも限度が有る。

　衣服にしろ、提供された食事にしろ、伯爵が金に困っているようには到とう底てい見えない。

　初めから明らかに食べきれないほどの料理を卓たく上じように並べたのだ。

　しかも貴重な香こう辛しん料りようをふんだんに使用して。

　もし本当に伯爵家が金に困っているのなら、そんな事は絶対に出来ない。

　となれば、怪あやしいのは岩塩の鉱脈だ。

　生活必ひつ需じゆ品ひんである塩は金銀のように高値こそつかないが、常に需要が一定している。

　これをザルツベルグ伯爵家が本当に所有しているのなら、財政の建て直しは十分に可能と言えるだろう。

　だが、厳翁は亮真の問いに対して首を横に振った。

「いえ……伯爵家の領地内に岩塩の鉱脈は存在しません」

　実に意味ありげな言い回しだ。

　その言葉を聞いた瞬間、亮真は強い違い和わ感かんを持った。

（どういう事だ……伯爵領に鉱脈がないなら一体どうやって財政を立て直した？　何か他の産業を持っているのか？）

　亮真の頭脳が様々な可能性を導き出す。

（もし他の財源を持っているなら夫人は何故なぜ、岩塩の鉱脈を持っているなどと嘘うそをついた？　何故態々塩にしたんだ？）

　上手い嘘のつき方、それは嘘に真実を混ぜる事。

　全てを嘘で固めるというのは意外に難しい。現実との整合性が取れずに破綻しやすいのだ。

「あ！　ひょっとして……」

　その時、突とつ然ぜんサーラが声を上げる。

「何、サーラ？　何か思いついたの？」

　ローラの言葉にサーラは頷くと、厳翁へ眼を向けた。

「もしかして……ザルツベルグ伯爵は領地の外に岩塩の鉱脈を持っているのでは？　例えばウォルテニア半島内に」

「「「「あっ！」」」」

　誰もが驚おどろきの声を上げた。

　そんな中、厳翁のみが悠ゆう然ぜんと笑みを浮かべる。

「よく気づかれましたな。そのとおり、伯爵はウォルテニア半島内に鉱脈を持っているのですよ。王国にも秘密でね」

　予想外の事実ではあるが、厳翁の言葉を聞けば納なつ得とくは出来る。

「ちょいと待ちなよ。それはつまりザルツベルグ伯爵が勝手に半島内の鉱脈を横領しているって事かい？　王国に無断で？　見捨てられた土地とはいえ、大した度胸だねぇ……ばれたら一族郎ろう党とう処しよ刑けいされかねないよ？」

　リオネが驚くのも無理はない。

　亮真に与えられるまで、ウォルテニア半島の正式な帰属はローゼリア王家にあった。

　確かに、ウォルテニア半島自体は長年放置された未開の土地だ。

　しかし、幾ら放置されていた土地であるとはいえ、無断でその土地の資源を使って良い訳がない。

　そんな事が、王家にばれれば、伯爵家は断絶。

　親類縁えん者じやまで巻き込んで、大規模な処刑が行われる事になる。

「強欲もそこまで行くと、逆にあっぱれだと褒ほめたくなりやすねぇ……」

　ボルツがため息交じりに大した度胸だとザルツベルグ伯爵を褒めるのも当然だ。彼らは文字通り危ない橋を渡っているのだ。

「厳翁……鉱脈の場所は分かっているのか？」

　亮真の問いに厳翁が地図の一点を指し示す。

　そこはイピロスからさほど遠くない場所。

　防ぼう波は堤ていのようにウォルテニア半島の付け根を横切る山脈地帯のイピロス側だ。

「そういう事か……クソ！　やけに愛想が良い筈はずだぜ。あいつら俺をサッサと半島に行かせたかったんだな」

　地図上では確かにウォルテニア半島の中にある鉱脈のようだが、位置的にはイピロスの目と鼻の先。

　仮に王家にこの鉱脈の存在がばれたとしても、微び妙みような境界線上の事だとしらばっくれる事も可能なライン上に存在している。

　正当な領主である亮真としても、この位置では最初から鉱脈の存在を知っていない限り調査などしようとは思わない。

　何しろウォルテニア側から見てちょうど山脈の反対側なのだから。

　亮真の中で独立していた断片が繋がり、ザルツベルグ伯爵の思惑が浮かび上がってくる。

「最初から俺を殺しに掛からなかったのは、出来れば大事にしたくない為か……俺が死ねば王国が調査に来る可能性もあるからな」

「御屋形様を歓かん待たいしたのは、このまま何も知らずに半島へ行かせる為ですな……そして万が一、半島の秘密を知ればその時は……」

「怪物共の餌って訳か……」

　亮真の目が鋭く細まる。

「どうなされますかな？　ワシと咲さく夜やなら伯爵の首を取る事も可能ですが」

「それはどうでしょう？　現状では逆に損をしてしまうのではないでしょうか？」

「ほう？　サーラ殿は反対ですか……理由をお聞きしてもよろしいか？」

　伯爵暗殺を仄ほのめかした厳翁にサーラが待ったをかける。

「確かに暗殺という手段は、ザルツベルグ伯爵の思おも惑わくを崩すには有効です。ですが、私達の目的が半島の領地化である以上、イピロスの安定は絶対条件になります。もし仮に暗殺が成功した場合、伯爵の魔まの手からは逃れる事が出来ますが、その後に誰だれがこの地を治める事になるかは不明です。下手にルピス女王の息が掛かった人間が来れば……」

　狼を殺して、虎を招き入れる事になりかねない。

　ルピス女王が亮真に対して警けい戒かい心しんを持っている以上、どんな嫌がらせをしてくるか予想が出来ないのだ。

　サーラの主張は、理にかなっていた。

「ふむ……確かにサーラ殿の懸け念ねんは当然ですな。これはワシが安易な提案をしたようだ」

　厳翁もサーラの言葉に納得したのか、しきりに頷く。

「ですが、そうすると岩塩鉱に関してはどうしましょう？　ザルツベルグ伯爵を脅して奪い取るというのも一つの手ですが？」

　ローラの言葉に亮真は顎あごに指をあてながら考え込む。

「それはどうでしょうなぁ……あの手の男が大事な収入源をみすみす人の手に渡すとは思えません。下手をすると一気に実力行使に打って出てくる可能性も」

　厳翁の言葉に、亮真は深く頷いた。

「そうだな……それに、今の俺おれ達たちじゃ岩塩の鉱脈をザルツベルグ伯爵から奪っても販売経路がない。伯爵と事を構えてまで固執するほどのものじゃないか……」

「そうだねぇ……収入源としては惜しいけどねぇ。仮に伯爵から鉱脈を奪い返したとしても、イピロスの商人は取引を断ってくるだろうしねぇ」

「まぁ、そうでしょうね。伯爵と商会連合の長とが親密な関係である以上、圧力を掛けて取引を妨害してくることが眼めに見えていますから」

　せっかく伯爵から鉱脈を奪い返しても、塩を現金に換えられないのなら意味はない。

　他の町へ塩を持ち込めるならば話が変わるのだが、イピロスを経由しない為には、海路しか選せん択たく肢しがない。

　将来的には海上貿易も視野には入れているが、現状では直すぐに出来るものではなかった。

「ならばいっその事、ザルツベルグ伯爵にこのまま任せてしまうというのはいかがでしょう？」

　ローラの言葉に、亮真は顔を顰しかめた。

「このまま好きにさせておくという事か？」

　自分の領地で、好き勝手な事をされて喜ぶ領主は居ない。

　たとえそれが亮真のようなにわか領主であったとしてもだ。

「ですが、この話はローゼリア王家へ持っていく事も出来ません。そうすればザルツベルグ伯爵家は間違いなく断絶。私達が伯爵を暗殺するのと結果が変わらなくなります」

「まぁ……な」

　これが一番の問題だ。

　ザルツベルグ伯爵を殺してしまうのは良い。

　暗殺にしろ王家へ密告するにしろ、伯爵を殺すだけなら幾いくらでも選択肢がある。

　だが、それではルピス女王が介入してくる余地を与えてしまう。

「いっそ、ザルツベルグ伯爵に鉱脈を譲ってしまい、我々に対して援助を約束させる……そして、伯爵の援助を受けている間に、こちらの体勢を整える……将来、伯爵家を潰つぶす為に。如何いかがですか？」

　ローラの案は最善ではないが、現実的な提案である。

　問題は、伯爵がこの提案を呑むかどうか。

「ワシはローラ殿の案に賛成いたします」

「そうだねぇ……それが一番現実的かもしれないねぇ……しばらくはザルツベルグ伯爵に良い様にされちまうから、アタイとしてはムカツクけどねぇ」

「そうですね。確かに姉さんの言うように少しばかり納得できない部分もありやす……ですが、あっしも悪くない考えだと思いやすよ」

　リオネ達が次々に賛同する。

（悪くない……これで時間を稼ぎ、こっちの体勢を整えるか……問題はザルツベルグ伯爵が俺と手を組むかだ……イヤ、組まないという選択肢はないか。向こうとしても王家の注目を引きたくないはずだ。正式に領主である俺が許可を与えるとなれば、伯爵側としても怯えずに済む……この利点は大きい。伯爵が乗ってくる可能性は大いにあるか……まぁ、大切な財源だが、俺達じゃそれを金に出来ない以上、拘こだわっても仕方がないか……）

　亮真の中で覚悟が決まる。

　先ずは自分達がザルツベルグ伯爵よりも力を持たなければならない。

　それは単純な武力という意味ではない。経済、政治、そういった部分での力だ。

「良いだろう……時間稼ぎとしては悪くない……後はその時間を使ってこっちの体勢を整えるだけか」

　亮真の言葉を受けて、全員が頷いた。

「じゃあ、伯爵との取引は良いとしてだ。まず、何が必要だ？」

　亮真の問いに、ローラがすばやく意見を述べた。

「まずは表向きの取引相手とは別に、信用できる商人を探す事でしょう……食料物資の購入や、将来的には塩の販売を任せる事も視野に入りますし……狙ねらうとすれば、クリストフ商会かと……ミストール商会に連合長の地位を奪われ落ち目ですから」

「私も姉様と同じです。他の八商会はミストール商会の傘下に入っているので、此処こことの取引は全てザルツベルグ伯爵へ筒つつ抜ぬけになりかねないと思います。唯ゆい一いつクリストフ商会のみが連合の中で独立を保っていますから、交渉するのならここしかないかと」

　流石である。

　各商会の現状まで、既に調べ上げてきたらしい。

　亮真は、自分を支えてくれる優ゆう秀しゆうな仲間に感謝するしかない。

　誰もが、亮真を助けようと全力を尽つくしてくれる。ただの若造でしかない亮真へ忠誠を誓ちかってくれる。それは何物にも代えられない財産だ。

（ザルツベルグ伯爵……先手はアンタに譲ってやる……だが、最後に笑うのは俺だ！）

　その思いが、亮真の心を満たす。

　そして、彼かれの決意をさらに強固なものへと変えた。

　亮真は負ける事が出来ない。彼の敗北は、自分に従う仲間達の死と同じなのだから。




　翌日、城砦都市イピロスの大通りを東に一キロほど向かうと、十メートルを超こえる高い城じよう壁へきが見えてくる。

　王都の城壁にも匹ひつ敵てきするこの高さが、この地の重要度を物語っていた。

　交易も盛んなのだろう。

　大通りの道幅は二十メートル程ほどだろうか。

　ゆったりと余よ裕ゆうを持たせた作りだ。

　石いし畳だたみで舗装された道の上を、大勢の人や荷馬車が行き交う。

　通りに面した店はどれも大きく立派で、人の出入りも多い。

　今は日中、それも午後三時頃ころである。

　日差しも落ち着き、商売をするにはまさに絶好の時間帯と言えた。

　その証しよう拠こに、周りの店には人が群がり活気に満ちている。

　そんな中。亮真達が見上げるその建物は、周囲の喧騒から切り離されたかのように、ひっそりとたたずんでいた。

　建物の大きさは周囲の店と比べても格段に大きい。

　石を組み上げて作られた頑強な建物。

　店の看板も、上質なオーク材を使用した一品である。

　まさに、伝統と格式を兼かね備えた店と言って良いだろう。

　しかし、それも客が居なければ虚しいだけだ。

　立派な外見に、細部にまで行き届いた手入れをしていながら、その建物には、何処どこか薄汚れた影かげの様なものが付きまとっていた。

「ここか……なるほどねぇ……こりゃかなり目の敵かたきにされている感じだな？」

　亮真の眼が、周りの店と目の前の店とを見比べる。

　周囲の喧騒を余所にクリストフ商会の前だけが、人影すら無いのだ。まるで両者の間には見えない壁かべが有るかのように。

　大通りに面し、東の城門からもほど近い。

　本来なら、交易品を満載した荷馬車が密集していても不思議ではない筈なのだ。

　なのに、現実は全く違ちがう。

　立地条件からすれば、これはかなり不自然な現象と言えるだろう。

　まるで誰かの悪意が、この店を覆おおい隠かくしているかのように、人々はこの店の存在を無視し続けている。

「はい。ミストール商会の執しつ拗ような嫌がらせを受けて、店の経営はガタ落ち。客もミストール商会の圧力に耐たえかねて、クリストフの店から手を引いています」

「私と姉様が調べた結果ですと、残っている大口の顧客は殆ほとんど有りません……それでも、この商会がなんとか保っていられるのは、会長の一人娘、シモーヌ・クリストフの卓たく越えつした経営手しゆ腕わんに因るところが大です」

　既に、マルフィスト姉妹の調査に因って、クリストフ商会の現状は把は握あくできていた。

「ふ～ん……女性なのにやり手なんだな」

　亮真の言葉にローラは頷くと、説明を続ける。

「はい。寝たきりになった父親の代わりに商会を切り盛りしています」

「寝たきりねぇ……病気かい？」

　亮真の問いにローラが首を横に振った。

「サーラが周辺の人間に聞き込んだ話ですと、連合長の地位を奪われた後に、急速にボケてしまったようです」

　最前線でバリバリ仕事をしている人間にはよくある話だ。

　恐らく、連合長として仕事をしてきた重圧がいきなり無くなり、気が抜けたのだろう。

　しかし、それはあくまで噂うわさでの事。

　事実はこれから本人へ聞いてみるしかない。

　ただ、原因が何であれ、父親が倒たおれ、娘むすめのシモーヌが商会を切り盛りしている事は事実だった。

「成なる程ほどね……ミストールには疎うとまれ、親父さんは頼たよりにならない……うん、交こう渉しようの余地は十分にあるな」

　亮真は一人呟つぶやくと、冷たい笑えみを浮うかべた。

　彼が欲ほしいのは使える手て駒ごまだ。

　圧倒的に不利な状況である今、形なり振ふり構ってなどいられないのだ。

　たとえそれが、シモーヌの弱みにつけ込むような事であっても。

「では亮真様。そろそろ約束のお時間ですので」

　サーラはそう言うと、店の扉とびらを開く。

　亮真はマルフィスト姉妹を引き連れ、クリストフ商会の中へと足を進めた。




　亮真達の前に広がるのは、エントランスホール。

　足下の真っ赤な絨じゆう毯たんが、やわらかく亮真達を出迎える。

　店といっても、この建物は商談にだけ使われるのだろう。

　調度品の質と言い、先日訪れたザルツベルグ伯はく爵しやく邸ていとなんら遜そん色しよくはなかった。

　唯ゆい一いつ違ちがうところがあるとしたなら、それは、品物の統一感かもしれない。

　単純に高い安いではなく、品良くそして年月を感じさせる配置。

　ザルツベルグ伯爵邸も決して成金趣味ではなかったのだが、こちらと比べれば残念ながら見劣りした。

「ようこそおいでくださいました。御み子こ柴しば男だん爵しやく様。ただいま、商会長代行のシモーヌが取り込んでおりますので、恐れ入りますが客室にてお待ちいただけますでしょうか？」

　そう言うと、階段の下に立っていた中年の男が亮真達を出迎える。

　歳としの頃は四十代半ばといったところか。

　陽ひに焼けた黒い肌はだが白いワイシャツのそで口から覗く。

　柔和な感じの男だが、眼の光り方が普ふ通つうとは違う。

　そして、彼の体からは何処どことなく潮の匂いを発していた。

「解った。では待たせてもらうよ……案内してもらえるかい？」

　案内に従おうと足を踏み出した亮真に、男が待ったをかける。

「恐れ入りますが男だん爵しやく様。お腰こしの物を御預かりしても宜しいでしょうか？　そちらのお付きの方も同様に願います」

　その眼には有無を言わせないだけの迫力が秘められている。

「剣けんを預けろというの!?」

　ローラは叫さけぶと、サーラと共に剣の柄つかを握にぎり締める。

　男の言葉はかなり無礼な要求である。

　商人が客である貴族に対し武装解除を求めるなどそうある事ではない。

「我わが商会の規則でございますので……恐れ入りますが会長代行にお会いになられるのならば、どうか……」

　言葉づかいは丁寧だが、彼の体からは一歩も引かないという信念が感じられる。

　単に商会の規則というだけでは無いのだろう。

（何か目的が有っての事か……そうか暗殺を警戒しているのか……こっちを信用していないんだな……まぁ、仕方が無いか。彼女達からすれば伯爵の仲間が訪ねて来たようなものだから……）

　亮真とザルツベルグ伯爵の関係は、外から見れば同じ貴族の仲間という事になる。

　事実がそうであるかは問題ではない。

　問題なのは、シモーヌ達から見て亮真が伯爵の仲間に見えるという事だけだ。

「良いだろう……ローラ！　サーラ！」

　亮真の声に従い、マルフィスト姉妹が腰から剣を外して男へ手渡す。

　姉妹としては、信用できない人間と会うのに、丸腰というのは不安であったが主の言葉だ。

「そうか……ならば、コイツも不味まずいよな？　アンタに預けておくよ」

　亮真は刀を男に手渡すと、腰にぶら下げた革の袋ふくろを外す。

「ほぅ……これはまた……」

　差し出された袋を覗き込み、男の目が細まる。

　袋の中に入っていたのは、戦輪チヤクラム。

　投とう擲てき武器としてはかなりの威い力りよくを誇る。

　ただし、貴族が持ち歩くような武器ではない。

　男の目が亮真達を射抜いた。

　時間にしたらホンの数秒だろう。

　男は亮真から視線を逸そらすと、丁てい寧ねいに頭を下げ、階段へと足を掛けた。

「では……どうぞこちらへ。二階の客室へご案内いたします」

　どうやら、戦輪を自分から差し出したことが好印象になったようだ。

　亮真は軽く頷くと男の後に付き従い階段を上っていく。

「では……こちらでお待ちください。まもなく、会長代行が参ります」

　階段を上がって一番手前の部屋へ亮真達を案内すると、男は再び頭を下げて退室していく。

「どう思う？　二人とも」

　亮真は姉妹にギリギリ聞こえる程度まで、声を小さくして尋たずねた。

　部屋にどんな仕掛けがあるか判わからないのだ。盗聴の可能性だって考えられた。

「かなりの使い手ではないかと……それと気になるのは、あの陽に焼けた肌……」

　サーラの言葉にローラは軽く頷く。

　誰もがあの男に注目していたのだ。彼の目つきも動作も商人とはとても思えない。

　明らかに、戦う術を持つ人間の挙動だ。

「何処となく潮の匂いを感じさせる人ですね……ザルツベルグ伯爵領には海が無い筈ですが……」

「ローラの言うとおりだな。俺おれもそれは感じた……単に他の町から流れてきただけか……それとも何か他に理由があるのか……」

　考えられる可能性は幾つもある。だが……

「まぁ、今は考えても仕方がない……まずは、シモーヌと話をする事が先決だからな」

　亮真の言葉を待っていたかのように、部屋の扉とびらが控えめに叩たたかれた。

「よろしいでしょうか？」

　若い女の声だ。

　穏おだやかで、それでいて奥おくに芯しんの強さを感じさせるような声。

「どうぞ」

　亮真の言葉に従って、扉が開かれ一人の女が部屋の入り口で、丁寧に膝ひざを折った。

　彼かの女じよは栗色の髪かみを丁寧に結い上げ、銀の髪かみ飾かざりで留めている。

　絹のドレスは、薄うすい水色に染められ、品の良さと涼しげなイメージを演出していた。

「失礼いたします……お待たせいたしまして申し訳ございませんでした。御子柴男爵様であらせられますね？　お目通りが適い恐きよう悦えつに存じます。私が当クリストフ商会の会長代理を務めております、シモーヌ・クリストフでございます」

　流石さすがに、落ち目とはいえ元商会連合の長を務めた男の娘だ。

　完かん璧ぺきなまでの礼れい儀ぎ作法と、謝罪の言葉だろう。

　流れるような動作には、気品が漂っている。

（ふぅん……伯爵夫人と良い勝負って所か……）

　亮真は、先日会ったばかりの伯爵夫人と目の前のシモーヌとを比べてみた。

　どちらも、共に美しい。だが、両者は全く真逆の美しさを誇っていた。

　ユリア夫人の方は、言うなれば華か美び。

　計算された豪ごう華かな宝石とそれに負けないだけの美び貌ぼう。

　暴力的なまでに強い自己主張。

　それに対して、目の前のシモーヌはまさに清純。

　透き通った白い肌に、丁寧に手入れをされた艶つややかな髪。

　最小限に抑おさえられた装そう飾しよく品ひん。

　どこか控えめで、おとなしい感じを受ける。

　例えるなら、バラとユリといった感じだろうか。

　だが、亮真はその穏やかな顔の下に隠された、獰どう猛もうな獣けものの気配を敏びん感かんに感じ取っていた。

　何より彼女一人でこの部屋に来たところから気に喰わない。さっきの男が護衛として付き添うものだとばかり思っていたのにだ。

（こりゃあ……一筋縄じゃいかないかもしれないな……）

「あのぉ……お加減でも？」

　無言のまま立ち尽くす亮真へ、シモーヌは遠慮がちに尋ねた。

「おっと……失礼しました。私は御子柴亮真。本日は急にお尋ねして申し訳ない」

　そう言うと、亮真は丁寧に謝罪の言葉を口にする。

「いえ。お気になさらないでくださいませ……男爵閣下は、大切なお客様なのですから」

　亮真が面談の予約を入れたのは今日の午前中。

　礼儀を守っているとはいえない訪問であったのだが、シモーヌは不快な表情など微み塵じんも出しはしなかった。

　穏やかに微笑ほほえむのみだ。

「それはありがたいお言葉……本日、こちらにお伺いした甲斐があると言うもの」

　シモーヌが亮真の向かいに腰を下ろしたのを待って、亮真が話し始めた。

「まぁ！　嬉うれしいお言葉ですわ……ですが、今、私共の商会は立て込んでおりまして……正直に言って何処まで男爵閣下のご期待に応えられるか……ご存じないかもしれませんが、今、私の父であり、商会長を務めるルイズ・クリストフが病に冒され、意識がありません。その為、私が若輩の身ではありますが代理を務めている次し第だいです」

「ほぉ……意識不明ですか……町の噂では連合長の座をミストール商会に奪われ、ボケてしまったと聞きましたが？」

　亮真は、ワザと相手を怒らせるように、皮肉な言い方をして挑発した。

　相手の出方を見るためだ。

「そうですか……ご存じだったのですね……男爵様がそれをご存じとは……数日前にイピロスへいらしたばかりなのに。さぞ優秀な部下をお持ちなのですね？」

　そう言うとシモーヌは優雅な首を傾げて見せる。

「まぁ、それも当然ですわね。男爵様のご活躍を考えたら……イラクリオンでの策略を見ても、情報の重要性を理解されている事は明白ですわ。あれは戦の素人しろうとである私から見ても、独創的で斬ざん新しんな策略……あのような策を考え付かれた男爵様の智謀は、恐るべきものですわ」

　悠然と微笑むと、シモーヌは穏やかな視線を亮真へ向ける。

　そこには、無理をして怒いかりを押おし殺しているような気配が微塵もない。

　逆に、亮真の方へ切り返してくる余裕が有る。

「ほぅ……イラクリオンでの事をご存じとは……ひょっとして私がこちらを訪ねる事を予想されていましたか？」

　亮真は探さぐるように、悠然と微笑むシモーヌを見つめる。

　大地世界アースの情報伝達手段は限られている。

　テレビもラジオもインターネットもない世界だ。

　精々が伝書鳩で手紙を出すくらいで、後は人づてに伝わる噂話がいいところだろう。

　それを考えると、情報の大切さが判る。

　そして、シモーヌは亮真がイラクリオンで行った情報操作を知っていた。

　それは、単純に亮真がルピス女王を勝利に導いたという話を知っているのとは訳が違う。

　現地へ行って、詳しよう細さいに調べなければ知る筈のない内容なのだ。

　それを知るということは、シモーヌがただの金持ちの娘であるはずがない。

「そうですわね……正直に言って五分五分というところかしら。男爵様程の智謀をお持ちならば、ザルツベルグ伯爵の思惑を読むとは思っていましたわ……ですが、イピロスにいらして数日で私のところにお出でになるとまでは予想していませんでした。最悪、こちらから働きかけなければと思っていましたから」

「なるほど……なら私のおかれた状況はご理解いただけていると？」

　シモーヌは亮真の問いを聞いても、全く表情を変えない。

「無論ですわ。男爵様のおかれた状況もルピス陛下の思惑も、それにザルツベルグ伯爵のことも……ね。……あらイケナイ！　私としたことが、お客様にお茶もお出ししていませんでしたわ。誰か誰か！」

　そう言うと、シモーヌは手を叩たたいてメイドを呼びお茶を頼んだ。まるで、これから友人同士でお茶会でも開くかのように。

　まもなくしてメイドがお茶の用意をして再び戻もどってきた。

　メイドが用意した紅茶を見た瞬間、亮真の目が細まる。

　高い位置から一気にティーポットにお湯を注ぎ込むジャンピングと呼ばれる技法。

　お湯の温度も最適な状態のようで、お湯を注いで直ぐに芳ほう醇じゆんな香かおりが室内を満たしていく。

「さぁどうぞ。キルタンティア特産の葉を使用したものですわ」

　そう言うとシモーヌが最初にカップに口を付けた。

　恐おそらく毒見のつもりなのだろう。

　亮真も続いてカップに口を付ける。

　一口目でまず感じるのは芳醇な香り。鮮烈で、飲んだ人間の心を沸き立たせる。

　やがて口に残るのは適度な渋み。

　亮真は目の前に置かれたクッキーへと自然に手を伸ばす。

　香ばしい香りと適度な甘さ。

「これは……美味うまい！　茶葉の質も最高だが、淹いれ方が完璧だ！　それにクッキーの甘さも丁度良い……これを用意した方は熟練の域に達していますね」

　丁てい寧ねいに処理された最高級の茶葉。

　茶請けとして添えられたクッキーの甘味の抑え方と言い、まさに職人芸とすら言えるだろう。

　別にどこかの食通のように産地まで当てることは出来ないが、亮真の舌は普通と比べて非常に肥えている。

　彼の祖父である浩こう一いち郎ろうが酒やお茶には目がないからだ。

　まぁ、そういったことを抜きにしても、美味い物は誰が食べても美味い。

　実際、横でカップに口をつけたマルフィスト姉妹は驚きで眼を見開いていた。

　今は没落したとはいえ、彼女たちも元は中央大陸にあった名家の生まれだ。

　そんな二人が驚くのだから、相当な品と言って良いだろう。

「まぁ！　お分かりになりますの？　男爵様はとても教養がおありなのね」

　シモーヌが感心したように笑え顔がおを浮かべる。

「教養ですか？　まぁ、美味いか不味まずいかの判断がつく程度ですかね」

　事実、亮真は教養として美食を追い求めている訳ではない。

　ただ単純に、より多くの物を食する機会に恵めぐまれただけの事だ。

　しかし、シモーヌはゆっくりと頭を振ふった。

「そうですか……では、裏大地というのはさぞかし豊かな世界なのでしょう。羨うらやましい事ですわ」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、亮真の心が激しくざわめく。

（この女……何処まで知ってやがる？）

　亮真は心の動どう揺ようを必死でこらえた。

　ここで、シモーヌの言葉を肯こう定ていする訳にはいかない。

「何の事でしょうか？」

　亮真は顔色を変えずにそう尋ねた。

「別に隠される必要はありませんわ……少し考えれば誰にでも想像のつく話ですから」

　そう言うとシモーヌはさも何でもないというふうに話を続けた。

「男爵様のその智謀……それは、ただの平民では決して持ち得ないものです。となれば、貴族という事になりますが、男爵様の過去はどれだけ探っても出てきませんでした。半年ほど前にギルド登録をされるまで、一いつ切さいの情報が。ですが本来、そんな事はありえません……たとえ確証こそつかめなくても、それなりに調査が出来るだけのものを私の情報網は持っております。仮に、対象が王族の隠し子であったとしてもです。それなのに男爵様の過去は何も出てこない……それこそ……いきなりこの世界に現れない限り……ね。そして、男爵様がギルドに登録されたのはオルトメアの帝都。おそらくオルトメアに召しよう喚かんされたのでしょう？　丁度その時期にオルトメアの主席宮きゆう廷てい法ほう術じゆつ師しであるガイエス・ウォークランドが公式の場から一切姿を消していることを考え合わせると、恐らくですが貴方あなたの手に掛かって既すでに死んでいるのではないかと私は考えています」

　それは実に見事で完璧な推測だった。

「なるほど……そこまで知られていたら、惚とぼけるのは無理みたいですね」

　亮真は諦あきらめの表情を浮かべる。

　地球人である事を知られるのはそこまで致ち命めい傷しようとは言えないものの、ガイエス・ウォークランドの殺害に関しては別だ。

（クソッ……彼女の出方によっては、最悪、口封じに殺すしかないか……あんまり女は殺したくないんだけどな……）

　別にフェミニストを気取るつもりはない。

　だが、喜んで女性を殺すようなゆがんだ性せい癖へきを亮真は持ち合わせては居なかった。

（しかし……大したもんだ……彼女の情報網ってのは……）

　亮真の過去を調べられなかった。だからシモーヌは、亮真を異世界から召喚された人間だろうと予想したのだ。

　それはつまり、彼女が自らの持つ情報網に絶対的な信しん頼らいを置いているという事に他ほかならない。

「えぇ……ですが正直に言って本当に異世界人だとは思いませんでした。可能性は高いと思ってはいましたが……普通は、逃亡されないように召喚されて直ぐに術を施ほどこして行動の自由を奪う筈ですから」

「なるほど……ね。それでどうします？　俺と敵対しますか？」

　亮真の体から殺気がほとばしった。

　無論、これは脅し。

　本気で殺すつもりなら、無言のまま彼女の喉のどに貫ぬき手てを叩き込んでいる。

　それはシモーヌも理解しているのだろう。亮真から発せられた殺気をまともに浴びている筈なのに、彼女は身動き一つしない。

「いいえ……そのつもりはありません。このお話を正直にしたのは私達の情報網の価値を知って頂きたかったのと、私達が男爵様に敵対するつもりがないという証あかしとしたかったからです」

　確かに、自分達が得た情報を相手に正直に話すというのは、敵意のない証と言える。

　もしシモーヌに敵意があれば、それを正直に亮真へ伝える事はしないだろう。
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「なるほど……お互たがい腹を割って話すべきのようですね」

　亮真は、殺気を収める。

「流石さすがですね……あまりに強くて、身動きすら出来ませんでした……」

「その割には余裕があるように見えますけど？」

「男爵様が本気でない事を知っていましたから……」

　シモーヌの顔がいたずらっ子このような怪しい笑みを浮かべた。

「なるほど……だが、壁の中で息を殺している人間はそう思っていないみたいだな……気配を感じるぜ？」

「仕方ありません。ミストールの手の者が暗あん躍やくしていますから……私の身を案じてのことです。どうか私に免じてお見逃しください」

　そう言うと、シモーヌは深々と頭を下げた。

　それに伴って、壁を通して感じた強い気配が消える。

「さっき俺達を案内した男ですか？」

「はい。彼は私の秘書兼護衛です……そうそう、剣を預かった事もお詫びしなくては」

「別にかまいませんよ。身辺警護にそれくらい気を遣う人間の方が、組む側としても安心出来ますから」

　亮真の言葉を聞き、シモーヌは苦笑するとソファーに座すわりなおす。

「では、商談の方を始めましょう。男爵様のご要望はこちらでもある程度は把握しています。ウォルテニア半島で自給自足が出来るまでの期間、イピロスから食料物資の購こう入にゆうを考えておられる。いかがですか？」

　シモーヌの表情はにこやかなままだ。

　しかし、商談に入ってからの彼女の気配は一変した。

　鋭するどく、研ぎ澄まされた刀のような鮮烈な気配が亮真へと向けられる。

「あぁ……それと、将来的には半島に港を作り、他大陸との交易を考えている。クリストフ商会には、今後、我々の専属として物資の調達や、交易品の販売を任せたい」

　シモーヌもそこまでの計画とは考えていなかったのだろう。

　亮真の言葉にシモーヌの表情が動く。

「それは……それは実に壮大な計画ですわ……それが実現出来れば、ウォルテニア半島は非常に豊かな財源を得られます……それも、恐らく半はん恒こう久きゆう的てきに枯れる事のない財源を……その手助けを私共に任せると？」

　シモーヌの声は震ふるえていた。

　それも無理はないだろう。

　亮真の話が実現すれば、それを手助けしたクリストフ商会には、巨万の富と他の商会とは比べ物にならないほどの特権を与あたえられることになる。

　力のない商人なら、はなから実現不可能だと笑い飛ばして相手にしないような計画。

　だが、シモーヌの脳のう裏りには、ウォルテニア半島に作られた港の姿がはっきりと浮かんだ。

「ただ、それをする為ためには相当な時間と金が掛かかる……それに、一度乗ると決めたら途と中ちゆうで降りる事は許さない。つまり、資金を出すなら俺達は一いち蓮れん托たく生しようって事になる」

　亮真の話は、あくまでも将来の話。

　そこに行き着く為には、まずウォルテニア半島に町を作り、交易路を確保する必要が有る。

　何年後にというような話ではないのだ。

　もし、本気でシモーヌが亮真の話に乗るのならば、クリストフ商会の運命を亮真へ賭かける必要が有る。

　だが、シモーヌの中では、既に結論は出ていた。

　いや、亮真がもし何も言わなければ、彼女の方から資金提供を申し出る予定だったのだ。

「結構ですわ……私は初めからそのつもりでしたし……まぁ、此処まで大きな話になるとは思いませんでしたが……」

　その言葉に隠された意味を察し、亮真が口を開く。

「なるほど……やっぱりギリギリだったんですね？」

　亮真は探るような目つきでシモーヌを見つめた。

　店はキチンと手入れをされているし、長年受け継がれて来たであろう高価な調度品もそのままだ。

　見た目だけならば、クリストフ商会はとても経営危機に瀕ひんして居るようには見えない。

　しかし、そんな筈がないのだ。

　取引先をことごとく奪われ、新規の顧客すら開かい拓たくできない商会に未来はない。

「えぇ……商会の資産がありますので、直ぐに潰されるという事はないのですが、このままの状態なら、保もって三年が良い所でしょう。私達はそれまでに決断しなければなりませんでした。イピロスを捨て、新天地を求めるか、ザルツベルグ伯はく爵しやくとミストール商会に対抗出来るだけの力をつけるか……」

「なるほど……なら、もう少し話し合う必要がありますね」

　亮真の言葉にシモーヌが頷うなずく。

「えぇ……もう少しお互いを詳しく知る必要がありますわ」

　亮真の目的と将来の展望は語った。

　後は、それが決して夢物語ではないとシモーヌに認めさせる事。

　その為には、亮真の力を示さなければならないのだ。

「ところで、何故なぜキルタンティアの茶葉が手に入るんです？　キルタンティアといえば大陸西部の大国。海路にしろ陸路にしろかなり日数がかかる筈ですが？」

　クリストフ商会の現状を説明された後、亮真は先ほどから気になっていた疑問をシモーヌへぶつける。

　遠くから運ばれたものは高い。運送代が値段に反映されるからだ。

　経営難であるクリストフ商会が態々高価な茶葉を使った。

　それもキルタンティア産を。其そ処こに亮真は隠された意図を感じたのだ。

「お気づきになられましたか……今回お出しした茶葉は先日、フルザードから取り寄せたものです」

　そう言うとシモーヌは、壁に並んだ戸と棚だなの中から一枚の地図を取り出し卓たく上じように広げた。

　それは西方大陸の全体を表した地図。

　メルカトル図法のような精せい巧こうな物ではないが、王都ピレウスで見た物とさほど遜色がないから、相当な精度と見て良いだろう。

「ミスト王国にある交易都市フルザードはご存じですか？」

「えぇ。一度行った事があります」

　亮真の言葉にシモーヌは頷くと、今度は地図の左ひだり端はしを指差す。

「お出しした茶葉はキルタンティア皇国でも最高級の物。他国でも非常に高値で取引される一品です……この茶葉はここ、キルタンティア北西部のこの辺りで生産されています」

　彼女が指差したのは、海岸線から少し離はなれた山岳部の都市だ。

「ここで生産された茶葉は、近くに有る交易都市ロルカーナへと運ばれ、船で東部まで輸送される事になるのです」

　そう言うとシモーヌの指が、ロルカーナから大陸の南をグルリと回ってフルザードまで移動する。

　ロルカーナの位置は、キルタンティア北西の隅だ。

　明らかに、遠回りをしているようにしか見えない。

　実に、西方大陸の三分の二近くをグルリと回って航海している事になるのだから。

　亮真は訝しげにシモーヌを見つめた。

「お気づきになられましたか……」

「何でこんな遠回りを……いや、待てよ！　そうかウォルテニア半島か！」

「そのとおり。遠回りの理由はウォルテニア半島です……この地に補給港がない。それが北周り航路を使えない最大の理由です」

　海かい賊ぞく達たちが出没するずっと以前から、北周り航路は船乗り達に忌き避ひされてきた。

　理由は実に簡単だ。

　ウォルテニア半島には補給港が一切ない。

　人が居ないのだから当然だが、その所為せいで、緊きん急きゆう時に一切の救助や補給が期待できないのだ。

　海は何が起こるかわからない。

　沿岸部とはいえ、海に生息する怪かい物ぶつも存在するし、嵐に遭遇する事だってありえる。

　何かの弾みで舵が壊れる事だって考えられるのだ。

　そういった場合に、半島へ上陸して修理や救援を待つという選せん択たく肢しが取れないのだ。

　通常の船で半島を越えるには七日～十日ほど掛かる。

　その間の危険度を考えれば、船乗り達が北周り航路を選択しないのも当然だった。

　それでも大陸間交易を行うようなごく一部の交易船を使用して、北回りの航路を使用する商会も存在はした。

「しかも、今は海かい賊ぞくが根城にしています。当然北周り航路は廃れました……ですが」

　驚おどろきと興奮が亮真の体を襲おそう。

「逆に言えば、ウォルテニア半島に補給港を作り、海賊を抑えられれば……大きな利益になるって事だな……シモーヌ、あんたはこの話をしたくて態々キルタンティア産のお茶を出したって訳か……初めから半島に港を造るつもりだったんだな？」

　亮真の問いにシモーヌは深く頷く。

「はい……半島に港が出来れば、キルタンティアだけではありません。エルネスグーラや他の大陸とも貿易が可能です……半島はまさに宝の山に変わります」




　シモーヌの目が妖しく光る。まさに、彼女は賭けていたのだ。

　亮真の智謀と発想に。

「なるほど……俺がアンタを試したんじゃない……アンタが俺を試したんだな？」

　今回の会談は、彼女の計画を理解し、力を貸してくれるかどうかを見定める場だったのだ。

　そして、もし亮真が愚か者だったら、彼女はイピロスを離れる覚かく悟ごだったのだろう。

「正直に言って、男爵様がそこまで商売に優すぐれた方だとは思いませんでした。まさか、私と同じような事を考えていたなんて……ですが。それならば私もクリストフ商会を賭ける決心がつきます」

「合格って事か？」
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　亮真の言葉にシモーヌは穏やかに微笑むと右手を差し出した。

「勿もち論ろんですわ。是ぜ非ひとも我がクリストフ商会にお力をお貸しください」

「じゃあ、今度から俺の事は名前で呼んでくれ。男爵様って呼ばれ方はどうにも慣れなくてな」

　そんな亮真の言葉にシモーヌは初めて声を上げて笑った。

「まぁ、そんな失礼な事は出来ませんわ。それに、今後の事を考えれば今の内から慣れておかないと困る事になりますわよ？」

　それは茶目っ気を含ふくんだ微笑み。

「でも、どうしてもと男爵様がおっしゃるのであれば、戦友の願いだと思って二人だけの時は御子柴様とお呼びいたしますわ」

「あぁ、それでいい。これからよろしく頼たのむ」

「えぇ、お任せください」

　シモーヌの笑みは、厳しく、そして美しい。

　それは戦う覚悟を持ったものだけが持つ、気高い戦士の顔だった。







第五章　虐げられし者







「ほう……御屋形様を試すですか……若い女の身で商会を率いているだけあって、キレ者だったようですな……しかし、御屋形様の事をそこまで綿密に調査するとは……侮れない情報網をお持ちのようだ。敵に回すと厄やつ介かいな事になりますな」

　亮りよう真まとシモーヌの会談結果を聞いた厳げん翁おうの眼めが細まる。

　主である亮真を試したシモーヌに対する厳翁の評価はかなり高いらしい。

　単純に忠誠だけを誓う人間だと、こうはいかない。

　そういう人間は、主を試すとは不届きな奴やつという評価をしがちだが、流石にこの場に居る人間でそんな態度をとる奴はいなかった。

「まぁ、今のところ彼女が俺おれ達たちの敵に回る可能性は、まずないと思って良い。クリストフ商会がイピロスに残る事を選せん択たくする限り、彼女には俺がどうしても必要だ。ウォルテニア半島の領有権を持つ俺がね……まぁ、そう言ってもだ、何時状じよう況きようが変わるか判らないからな。厳翁、注意だけはしておいてくれ」

　シモーヌが自分から裏切るとは思わないが、それも状じよう況きよう次し第だいだ。

　極端な話、父親を人質にされる場合だって考えられるのだから。

「かしこまりました……しかし彼女の情報網は大したものですな……恐らく商人達を使ったものだと思いますが？」

「そうみたいだな。今は落ち目でも昔からある商会なだけに国内外に協力関係を持つ商会が幾いくつかあるらしい。そういったところと定期的に伝書鳩が往復して情報交こう換かんをするって訳だ」

「歴史ある商会の強みと言う訳ですな……そうやって得た情報を整理して、詳細な情報は現地へ人をやって調べると言う事ですか」

「あぁ、交易の為の商隊を派は遣けんして調べるらしい……今後は厳翁とも連れん携けいしてもらうからそのつもりでいてくれ……聞いた限りじゃ、自衛は出来ても戦い専門って訳じゃ無いらしいからな」

「ならば、彼かれらと共に陰から御屋形様を御支えする事に致いたしましょう」

　大人数を使って広範囲の情報取得ならば、シモーヌ達の方が上。

　だが、拷問や盗み、後方撹乱といった仕事に関しては厳翁達の方が専門。

　たとえるなら、広く浅く集めるか、狭く深く探り出すか。

　同じ情報組織とはいえ、その性質は正反対と言えるだろう。

　お互いの長所を上手うまく組み合わせる事が出来れば、強力な諜ちよう報ほう組織となる筈はずだ。

　厳翁も、自分達の価値が下がる訳ではないと聞いて、何処どこか安あん堵どしているようだ。

　普ふ段だん、冷れい徹てつな表情を崩くずさない彼の顔に、穏やかな笑みが浮かんでいた。

「まぁ何にしても、話し合いが無事に済んで良かったんじゃないかい？　予定外に優ゆう秀しゆうな諜報組織の協力も取り付けられた訳だし。これで食料や物資の購入はクリストフ商会に任せちまうんだろう？　坊ぼうや」

　だが、その言葉に亮真は首を横に振った。

「いや……少なくとも直すぐにクリストフ商会と取引を始めるつもりはない」

「え？　どういうことだい!?　取引を始める為にさっき話し合いに行ったんだろう？　クリストフ商会と取引しないって言うなら、一体何処どこから物資を買う気だい？」

　リオネが驚きの声を上げるのも当然だった。

　ザルツベルグ伯爵の息のかからない商会を求めていたのだ。

　そして、念願のクリストフ商会と協力の約束を取り交かわしてきた。

　それなのに亮真はクリストフ商会と取引をしないという。

　イピロスにある商会は全部で十。クリストフ商会を除けば九つある。

　しかし、残った九つの商会はミストール商会を筆頭にザルツベルグ伯爵の側に与くみする商会ばかりなのだ。

　だが、亮真にとってそんな反論が出てくるのは想定の内でしかない。

「勿論、ミストール商会からさ……まぁ、それもこれもさっきシモーヌと話して決めたんだけどな……今の段階でクリストフ商会と俺達が表だって連携するのは不味い。ザルツベルグ伯爵を刺し激げきするだけだろ？」

　亮真の言葉に、誰だれもが初めてその可能性に気が付いた。

　ザルツベルグ伯爵にしてみれば、自分が嫌きらっているクリストフ商会と亮真達が取引をすれば間ま違ちがい無く危機感を募らせるだろう。

　なぜ、態々自分に敵対している商会と取引をするのか。自分に歯向かうつもりなのかと疑われてしまう。

　亮真達にとって、あまり得となる選択ではないのだ。

　だから、亮真とシモーヌは協力を確約した後の話し合いで、ザルツベルグ伯爵側から何らかの圧力が掛けられるまでは、何食わぬ顔でミストール商会やその傘下の店と取引をする事にした。

　その代わりに、亮真はザルツベルグ伯爵側から洩れる情報をクリストフ商会へと流し、シモーヌは近い将来、伯爵が亮真へ圧力を掛けてくる時の為に備える。

　それに亮真を成り上がりと侮あなどるザルツベルグ伯爵なら、彼が這はい蹲つくばって頼み込めば様々な便べん宜ぎを図はかってくれるだろう。

　ザルツベルグ伯爵には、岩塩の鉱脈を横領しているという弱みがあるのだから。

「成程……確かにその方が安全ですな……」

「そうでやすね」

　亮真の知ち恵え袋ぶくろ二人は共にこの話に賛意を示す。

「まぁ、坊やらしい策なんじゃないかい？　特にザルツベルグ伯爵を利用出来るだけ利用しようってところがねぇ」

　リオネは何処か、からかうようにそう言って笑った。

　相手を油断させ、一いち撃げきで始末する。

　効率を重視し、無む駄だな見み栄えを張らない。

　大地世界アースでは卑怯と呼ばれる手段も、平気な顔で選択できる人間。

　御み子こ柴しば亮真はリオネから見ても敵に回すと一番恐ろしいタイプの人間だった。

「ですが亮真様……ミストール商会と会う前にクリストフ商会に出向いた事が……ザルツベルグ伯爵側にばれてしまっていませんか？」

　サーラが不安げに亮真へ視線を向ける。

「まぁ、シモーヌの話だとクリストフ商会の建物にはぴったり見張りが張り付いてるらしいしな……俺がシモーヌと面会した事は誤ご魔ま化かせないだろうね」

「では、どうされるおつもりですか？」

「正直に言うさ。必要な物資の購入を頼みに行って断られたって……そこでザルツベルグ伯爵に泣きつくって訳さ。ミストール商会を紹介してくれってね」

　初めからザルツベルグ伯爵へ頼みに行かなかったのは、伯爵にご迷惑を掛ける訳にはいかないと遠慮した為。

　初めにクリストフ商会を訪ねたのは、単純に店が暇ひまそうだったから。

　そこで、購入を断られ、イピロスの力関係を知った亮真が、慌てて伯爵に泣きつく。

　別にクリストフ商会と取引をしようとした訳じゃありません。自分達は、伯爵の意向に逆らうつもりは無いのです……と。

　シモーヌや厳翁から聞いた伯爵の人物像は、彼の感じた違い和わ感かんとも一致している。

　先日、亮真を歓かん待たいした伯爵の人の良さは演技なのだ。

　傲ごう慢まんで、特権意識が強く、他者を見下す。

　そういったザルツベルグ伯爵の性格を考えれば、亮真が正直に泣きつけば優越感を満たされ、彼の思考はそこで止まる。

　自分が、亮真に騙されるなど思いもつかないだろう。

「なるほど……ザルツベルグ伯爵の性格まで計算している訳ですか」

「相変わらず若は恐ろしいですわ……」

　何処か呆あきれたような口調で知恵袋二人がため息をついた。

「上手な嘘うそってのは真実に嘘を混ぜるっていう事さ……これで、ザルツベルグ伯爵の油断を誘い、彼から援助を引き出す。後は、必要が無くなるまでしゃぶりつくすだけさ」

　そう言うと、亮真は冷たい笑えみを浮うかべた。

　ザルツベルグ伯爵の油断を誘う計画なのだ。伯爵と戦う為に……

「物資の方はそれで良いとして……後は住民をどうするかですなぁ」

　厳翁が困ったような声をあげた。

　傭よう兵へい雇こ用ようの問題と、物資の購入に関してはとりあえず目め途どが付いた。

　残っているのは、住民の問題だ。

「それかぁ……みんなは案が有るか？」

　ハッキリ言って、これは非常に頭の痛い問題だった。

　そもそも、住民を移住させるというのは難しい。

　仮に近きん隣りんの村や都市に立て札を立てて移住希望者を募ったとする。

　だが、ウォルテニア半島などといった未開の大地に、誰が好き好んで移住するだろう。

　強力な怪物モンスター達が徘はい徊かいし、亜あ人じんの集落があり、海賊達が根城にしている大地。

　ある程度開発されているならともかく、全く手の付いていない土地だ。

　多少、税金を優遇する程度では誰も希望しないだろう。

　それに、もう一つ大きな問題がある。

　土地を治める貴族達の存在だ。

　普段は家畜と大差ない扱あつかいをしていようとも、税を納めるのは自分の領地に住む平民達たち。

　その住民を移住させればどうなるか？　税を納める人間の数が減れば、貴族に入る収入が減る。

　彼らはルピス女王に不満を訴えるか、実力行使をするかのどちらかを選択するだろう。

　そして、どちらを選択されても、亮真は終わりだ。

　将来的にはともかく、現状はその辺の弱小貴族にすら劣る存在なのだから。

　亮真の言葉に誰もが黙だまり込み、解決手段を模索する。

　彼らも、亮真と行動を共にする間に、独創的な発想というものを会え得とくした。

　大地世界の常識を無視した発想。それこそが、現状を打ち破る鍵かぎになる。

「一つ……お金が掛かかりますが、今後、恒久的に住民を増やせます……それに、貴族達からの反発も考えなくてよい方法です」

　ローラの言葉に周りの眼が一いつ斉せいに彼女へと向けられる。

　実際、ローラの言葉は今の亮真達にとってかなり都合の良い話だ。

　いや、都合が良過ぎると言ってよい。

　金で解決出来るという事は、亮真達の都合だけで決められるという事だ。

　欲ほしい時に金が許すだけの住民を得られる。そんな都合の良い話が本当にあるのだろうか？　そんな疑いの目だ。

「この町の裏通りには奴ど隷れい商人が幾つも店を開いています。そこから労働奴隷を買うのはいかがでしょう？　それならばこちらは奴隷を購入する代金だけで済みます。法術はどちらにしろ一いつ般ぱん人じんでは習得していませんから、私達で教育しなければなりません。ならば、他の貴族領から住民を引き抜ぬいて恨うらみを買うより、奴隷を買う方がずっと安全なのではないでしょうか？」

　ローラの言葉に誰もが、すばやくメリットとデメリットを比ひ較かくする。

　最も初めに沈ちん黙もくを破ったのは厳翁だった。

「悪くありませんな……確かに奴隷を買うのであれば貴族達との軋あつ轢れきは避さけられるでしょうし、資金の許す限り人員を増やす事が出来るのも確かです。少し気になるのは、買われた奴隷が御屋形様へ反旗を翻す可能性ぐらいですか……」

　その言葉に隣となりに座るボルツが首を傾かしげる。

「厳翁殿どのの懸け念ねんはもっともですが、そもそも、資金的にも厳しくはありませんかね？」

「おそらく若い労働奴隷、それも体が出来きっていない様な歳の者達ならばそこまでの高値にはなりますまい……それに、ある程度まとまった人数を購入すれば値引きの交渉も可能でしょう……金の方は何とでもなりましょうぞ」

「なるほど……それならば確かに」

　一度にまとめて購入すれば、奴隷一人当たりの金額を交渉する事も出来るだろう。

　今後、定期的に購入するということにすれば、奴隷商人達も無下に断りはしない。

　決して、無理な話ではない。

「でも、反乱のほうはどうする気だい？　ウォルテニア半島は本当の魔ま境きようだよ。金の方は何とかなるとして、果たして奴隷が坊やの住民になるのかい？」

　リオネの問いにボルツは首を傾げる。

「うぅん……どうなんでしょう？」

　実際、奴隷として生活をした経験のない人間にとって、それは答えようのない問いだ。

　奴隷としての生活が悲ひ惨さんな事は十分に理解している。

　だがそれでも、ウォルテニア半島で暮らす事の危険度を考えた時、果たして住むことを選ぶかどうかは微び妙みようなラインとしか言えない。

　だが、そんな周囲にサーラが答えた。

「それは奴隷身分の解放と引き換えにすれば問題ないのではないでしょうか？」

　サーラの言葉にリオネが訝いぶかしげな視線を向けた。

「はぁ？　金を出して奴隷を購入して、解放するって言うのかい？」

「はい。私も姉様も元は戦いくさ奴ど隷れい……それを亮真様に解放して頂きました。私達姉妹は亮真様へ絶対の忠誠と献身を捧げておりますが、もし、奴隷身分のままだったら……」

　今のような忠誠心は持てなかっただろう。

　サーラが言わなかった言葉の続きを誰もが理解した。

　誰だって、奴隷のまま主に忠誠心を持つ事はありえない。

　鞭むちを恐れ仕えはしても、心の中に渦うず巻まくのは憎ぞう悪おと殺意だけ。

　何時いつか主の隙すきを突いて殺してやろうという敵意だけだ。

「なるほどねぇ……あんた達……そうだったのかい」

　リオネがどこか納なつ得とくしたような口調で呟つぶやいた。

　彼かの女じよもボルツも、何故マルフィスト姉妹が御子柴亮真に対して強い忠誠と信頼を持っているのか疑問と言えば疑問だったのだ。

（なるほどねぇ……奴隷は命ある物。物から人にしてもらったらそりゃぁ恩義も感じる……か）

　リオネは、奴隷の生活も苦しさも屈くつ辱じよくも理解している。

　彼女は平民出身。そして平民と奴隷の身分差などはっきり言って薄皮一枚程度の厚さしかない。

　税が払えなくても、国が戦争に負けても、平民は簡単に奴隷として売り飛ばされる事になる。

　その後に続くのは、人としての尊厳を死ぬまで踏みつけられる茨いばらの道だ。

「なるほど、奴隷身分から解放する事で御屋形様へ忠誠心を持たせ、貴族に対しての敵対心を煽あおる……悪くないですな」

　大切なのは領主である亮真に対しての忠誠心。

　あるいは、愛国心という言葉でもよい。

　成り上がり者でしかない亮真では、決して持ち得ないものが得られる事になる。

　よほどの愚策を強行しない限り、奴隷から解放された民が亮真に背そむく事はないだろう。

（人の気持ちを利用しているようだが……仕方ないか）

　ここで亮真が奴隷を買わなければ彼らの運命は奴隷のままだ。

　余よ程ほどの幸運にでも恵まれない限り、人に搾取され続けて人生を終える。

　そういう意味から言えば、マルフィスト姉妹の策にはまだ救いがある筈だ。

　利用するという観点では亮真も変わらないが、決定的に違ちがうのは彼らを人として扱う気があるかどうかという点だろう。

「良いだろう。どのみち俺おれが買わなくても誰かが彼らを買うだけだ……人を救えて俺も得をする……悪くない選択だ。明日から早速、奴隷を扱う店をまわる。サーラ、ローラ一いつ緒しよに来い。厳翁は引き続きザルツベルグ伯爵の近辺を探れ！　リオネさんは傭よう兵へいの雇こ用ようを、ボルツは半島の情報を引き続き頼む！」

　亮真の言葉に全員が頷いた。

　亮真は人を物として扱う奴隷という制度を心の底から憎んでいた。

　彼は、自らの意思ほど大切なものはないと思っているのだ。

　ルピス女王を憎むのも同じ理由。

　身分を笠に着て、亮真の意思を無視した結果だ。

　虐げられた亮真が、虐げられた奴隷の力を借りて復ふく讐しゆうする。

　これ程に胸躍る話があるだろうか。

（身分制度？　クソッたれが！　今にテメエらの驕おごりってやつを砕いてやるぜ！）

　この日、虐げられた人々は一筋の光明を得る事になった。

　この部屋から溢れ出た意思が、やがて西方大陸全土を飲み込む事になる。




「ここが裏通りか……」

　陽ひが天頂を過ぎ去り、西の空に傾きだした頃ころ、亮真はイピロスの北地区に居た。

　亮真の目の前には、薄暗く腐臭の漂ただよう路地が延々と続いている。

　街の大動脈ともいうべき大通りから一本内側へ入っただけなのに、表通りにはない陰気な暗さが道を覆おおい尽つくしていた。

「この奥おくに奴隷を扱う店が立ち並ぶ一角があります」

　ローラの声に亮真は軽く頷くと、城じよう塞さい都市イピロスの暗部へと足を踏み入れた。

　イピロスの街に潜む、深い闇やみの底に向かって。

「良くおいでくださりました。貴族様！　当店は初のご来店で？　光栄の極きわみでございます。私共アブタール商会はイピロスの奴隷商では最大手でございます。労働奴隷、性奴隷を始め、戦奴隷まで種類、数共に多数在庫を抱かかえております。必ずや貴族様のお眼鏡に適う奴隷が見つかる事をお約束させていただきます」

　そう言うと店主と名乗ったひげ面の大男が店先で大おお仰ぎように頭を下げた。

　周囲には、鎖くさりに繋がれた奴ど隷れい達たちがうつろな眼で宙を見つめている。

　店の主らしい男の肌はだは脂あぶらぎっていて、眼は金と色とで濁にごっていた。

　彼の顔には「私は強欲です」とはっきりと書いてある。

　体型は縦にも横にもデカイ。

　身長は亮真より少し低い程度だが、横幅は確実に三倍はある。

　身なりは裾の長いローブを纏い、体中を宝石で飾かざりつけていた。

　そんな身なりの中で、彼の腰こしに下げられた革の鞭がやけに生々しい。

　きっと反抗的な奴隷を鞭打つのだろう。

　柄えに巻かれた滑り止めの革が、使い込まれている証しよう拠こに滑らかな光こう沢たくを放っていた。

「奴隷が……欲しい」

　亮真は出来るだけ感情を押おし殺して店主へ言葉を掛ける。彼は心の中から湧き上がって来る強い感情を押し殺すのに精せい一いつ杯ぱいだった。

　もし、サーラとローラが亮真の羽織ったマントの裾を握にぎり締しめていなかったら、彼は目の前でニヤついている奴隷商人の顔へ拳こぶしの雨を叩たたき込んでいたに違いない。

　だが、店主はそんな亮真の心の中を理解してはいなかった。

「おぉ！　これは毎度ありがとうございます。それで貴族様。お求めになるのは労働奴隷ですか？　それとも閨ねやで遊ぶ為の奴隷でしょうか？　戦奴隷ですと数は限られてしまいますが、在庫はございます。どうぞ何なりとおっしゃってくださいませ」

　満面の笑みを浮かべながら、しきりにもみ手をする店主。

　この男は、鈍重そうな体型をしているくせに、見かけによらず口が回るようだ。

　それに、客を見定める眼力も大したものと言えた。

　少なくとも亮真の格好を見て、直ぐに貴族だと判断できる人間は少ないだろう。

　ザルツベルグ伯爵に面会するために買った、絹のシャツにマントを羽織った格好だが、貴族の身分を示すような装そう飾しよく品ひんは一切身につけていないのだから。

「奴隷だが、数が要いる。それに幾つか条件が有る。年ねん齢れいは十代前半から半ばくらいまでの男女。数は大体同じ割合……とりあえず三百名は欲しい……お前の店だけで数が揃わないならば、この町の同業者に声を掛けて集めさせろ」

　亮真の言葉に、店主が怪け訝げんそうな顔をした。

　あまりにも予想外の言葉だったからだ。

「失礼ですが貴族様、それはあまりにも若すぎませんか？　労働奴隷でしたらもっと年齢の高い……そうですなぁ、二十歳はたち前後の男のみの方が？　それに、玩具おもちやにするにしても労働奴隷では大した体はしておりませんぞ？　幼女にしろ少年にしろ容姿の良い者はみな性奴隷として売られておりますので、労働奴隷として売られる者に容姿の良い者などおりませんが？　しかも三百名とは……当店はイピロス最大の奴隷商ではございますが、とてもとてもその数は……失礼ですが、貴族様は一体何に使われるおつもりなのでしょう。もし事情をご説明頂ければ我々としてもご相談に乗れるのですが？」
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　そう言うと店主が探さぐるような視線を亮真へ向ける。

　労働奴隷は主に農業用に使われる。

　農耕牛や農耕馬と同じ扱いだ。

　となると、労働奴隷の価値はその体に培われた筋力の量という事になる。

　当然、女より男の方が筋力は上だし、子供より二十歳前後の働き盛りを欲するのが当然と言える。

　数が足りない場合に、女の奴隷を買うというのならともかく、初めから男女同数で注文する人間もそうはいない。

　少なくとも、店主は長い奴隷商の経験の中で初めてだった。

　しかも、成長の途中である十代前半を指定する人間は、小児性愛者ペドフエリアでもない限り先ずいない。

　先ず第一に、筋力が大人に比べて未発達である事。

　そして、成長期である為に食費が余分に掛かる事。

　例えるならば、燃費が悪い車みたいなものなのだ。

　態々そんな車を選んで買う人間は少ないだろう。

　店主が疑問に思って尋たずねたのも当然と言える。

　だが、亮真は店主の疑問に冷え切った声色で答えた。

「お前に関係あるのか？」

　その声が発せられた時、亮真の後ろに立っていたマルフィスト姉妹の体が一いつ瞬しゆん震ふるえる。

　そして、それは店主も同じだった。

　別段、声を荒らげた訳ではない。

　声の声調トーンから言えば穏おだやかだとさえ言える。

　だが、その声に含まれた亮真の殺意が冷たい刃やいばとなって周囲を切きり裂さく。

　それは、武術の素養がない店主にもはっきりと伝わった。

（殺される……）

　店主の脳裏には、自分の首が斬り飛ばされる光景が鮮せん明めいに浮かんだ。

　彼は、今まで数多くの奴隷を殺してきた。

　年をとりすぎた奴隷。

　反抗的な奴隷。

　体の一部を失った奴隷。

　病に冒された奴隷。

　そして、最も多く手に掛けてきたのが子供の奴隷だ。

　労働力として期待できない子供など、邪じや魔まなだけ。

　最初、安く買い集めてきた子供達を首輪に鎖を繋いで店先へと並べる。

　先ずは、見目の良い子供や、年齢以上に体格のがっしりとした子供が優先的に買われていく。

　使い道があるからだ。

　だが、何時までも買い手のつかない子供も当然いる。

　そういった、一定期間経たっても売れない普ふ通つうの子供は、奴隷商人達の手によって殺される事になる。

　食事を与える経費が勿体無いから……

　それでも、彼らの手元には莫大な売り上げが残る。

　そうやって、彼らは肥え太ってきたのだ。無数の屍の上に。

　それでも店主はなんとも思いはしなかった。

　彼が殺したのは所しよ詮せん奴ど隷れいでしかない。人の形をした物に過ぎないのだ。

　人は人を物としてみた時、一いつ切さいの感情が消える。

　憐れん憫びんも何も感じはしない。何故ならそれはただの物だから。

　そして今、店主を見つめる亮真の目は、店主が普ふ段だん奴隷達たちへ向けるのと同じ光を放っている。

「い……いえ！　失礼いたしました！　お許しください。申し訳ございません！　どうか……どうかお許しください！　お願いいたします。どうかどうか……」

　店主は咄とつ嗟さに地べたへ這い蹲った。

　周りに奴隷がいる事など全く眼中にはなかった。

　つまらない見栄を張っている場合ではない。

　哀れみを乞う以外に、自分が生き残れる道がない事を悟ったのだ。

　目の前に立つ男が貴族かどうかは問題ではない。

　彼が平民だとしても、いや、たとえ奴隷だったとしても店主は同じ事をしただろう。

　明確な力の差が両者の間を隔てていた。

「亮真様……」

　地べたにひれ伏したまま動かない店主を見下ろしながら、ローラが亮真のマントを強く引く。

　正直なところ、ローラもサーラもこの奴隷商人を殺したくて仕方がなかった。

　それほど、この店に来るまでに彼らが見た光景は陰いん惨さんで、この世の物とは思えないほどおぞましい光景だった。

　薄汚れた肌。

　無数に走る鞭の痕。

　何ヶか月げつも風呂になど入っていないのだろう。

　子供達の髪かみは捩よじれ衣服など本当に最低限の下着だけ。いや、下着をつけている子供はまだ運が良い。

　中には裸のまま放り出されている奴隷もいるのだ。

　彼らの眼からは意思の光が消え、虚空を見つめている。

　それは、人の形をした絶望だ。

（私達はまだ運が良かった……サーラと共に暮らせたし食べ物だってちゃんと貰もらえた）

　サーラもローラも元々は奴隷だ。

　しかし、彼かの女じよ達たちは上級騎き士しの家に産まれ、教育も受けられた。

　そして、何より彼女達は美しかった。

　だから、彼女達は奴隷といっても、この路地に繋がれた子供達のような扱いを受けた事がない。

　また、二人を買った奴隷商人であるアゾスも二人を商品としては大切にしていた。

　言葉で口汚く脅された事はあっても、鞭で打たれた事は一度としてない。

　そういう意味では、姉妹を買った奴隷商人のアゾスはまだましな人間だったとさえ言えるのだ。

　目の前に這い蹲る男に比べれば。

「亮真様……今は……」

　再びローラが亮真のマントを強く引く。

「分かっている……大だい丈じよう夫ぶだ……俺は我を忘れたりなんかしないよ……」

　亮真はそう言うと、吹き上がる憤ふん怒ぬの感情を必死で抑おさえようとする。

（落ち着け……ダメだ……今はどうしてもダメだ……今ここでコイツを殺してどうなる？　誰も救えやしない。そう……誰もだ……）
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　路地を進む中で、亮真は次し第だいに怒いかりを感じた。

　しかし、それを今この場所で爆ばく発はつさせる事は出来ない。

　ここはザルツベルグ伯爵の領地。

　そして、ここにいる奴隷商人達は、、皆みなザルツベルグ伯爵の許可を受けた真っ当な商人なのだ。

　奴隷商人を悪だと責めるのは簡単だ。

　だが、その善悪を決める基準は一体どこにあるのだろう。

　地球では、長い歴史の中で育まれてきた人権思想と、キリスト教の教義などが融合し、自由と博愛の精神が広まった。

　だが、それ等らの思想が本当の意味で一いつ般ぱん的てきになったのは二十世紀も後半になってからの事。

　それまで、白人は自らを神に選ばれた存在と考え、有色人種を劣る存在として扱ってきたという歴史がある。

　地球でもそうだったのだ。

　そんな人権思想も宗教的倫理もないこの大地世界で奴隷制度が悪であると訴えても聞く耳を持つ人間はいないだろう。

　もし、ここで騒ぎを起こせば悪いのは商売の妨害をした亮真という事になってしまう。

　今、亮真が出来る事は何もない。

　それを理解しているからこそ、鞭打たれ、泣き叫さけぶ子供を素通りしてきたのだ。

　だが、この目の前に居る店主の訳知り顔な言葉が亮真の怒りに油を注いでしまった。

　抑えつけていた感情のタガがはじけ飛びそうになるのを、亮真は必死で堪える。

「もういい……顔を上げろ……」

「は！　はい！　申し訳ございません」

　亮真の言葉に、店主は直ぐに反応した。

　顔色を窺うなどという無駄な事を彼は選択しなかった。

　もし、再び亮真の機き嫌げんを損ねれば、自分の命が蝋ろう燭そくの灯ひのように消される事を本能的に察知したのだ。

「もう一度聞く……十代前半から半ばくらいまでの男女の奴隷三百人。用意出来るのか？　出来ないのか？」

　亮真は再び、同じ質問を繰り返した。

「も……勿論、貴族様のご要望どおり揃そろえさせて頂きます！　お任せください。私の命に賭かけて必ずやご満足いただけるようにいたします」

　今度は、店主も無駄口など叩かなかった。

　迅速に亮真の問いに答える。

「良いだろう……まず金額だが三百人分合計で幾らだ？」

「は！　……年齢も年齢ですし……男女で金額が変わり……」

「幾らだ？」

　口ごもる店主の言葉を手で遮さえぎると、亮真は苛立たしげに問い直す。

「全部で金貨百五十枚ではいかがでしょうか!?」

　一人頭、銀貨五十枚といったところか。

　日本の円換算で実に五十万円程度でしかない。

　それこそスクーターやバイクと同じくらいの金額で人一人の命が買える計算だ。

　亮真の殺気に気圧され割り引いたのか、はたまた、この世界の子供の価値がこの程度なのかは判わからないが、亮真としても十分に許容できる値段だ。

「良いだろう……何時までに揃う？」

「は！　はい！　当店だけでは数が揃いませんので、一週間ほどお時間を頂ちよう戴だいできれば！」

「良いだろう……受うけ渡わたし場所は？」

「申し訳ございませんが、三百名ともなると、イピロスの街中ではちょっと……郊外ではいかがでしょうか？」

　確かに店主の言うとおり、こんな路地裏で三百人もの奴隷を受け渡せる筈もない。

　それなりに広い空間が必要になる。

（どちらにしろ、法術の訓練をするには郊外に出るしかないか……北はウォルテニア半島、西はザルーダとの国境地帯……野営するなら東の郊外だな）

　亮真はすばやく計算すると、店主へ向かって言った。

「東の郊外で受け取る事にする……金は今、半額払はらう。残りは受け取った後だ。良いな？」

　サーラの手から金貨の入った袋ふくろを受け取ると、亮真は空の袋へ一枚ずつ枚数を数えながら移し変えていった。

「金貨七十五枚だ。確かく認にんの後、受け取りをくれ」

「ただいま！　少々おまちくださいませ」

　そう叫ぶと、店主は亮真から渡された金貨入りの袋を掴つかみ店の中に駆け込む。

　そして手に受け取りを握り締め、直ぐに店の外へと飛び出してきた。

　明らかに受け取った袋の中を確認していない。

　商人にはあるまじき行動だが、この場合、店主を責める人間は居ないだろう。

「では……一週間後、東門の外で……良いな？」

「はい！　ご利用頂き誠にありがとうございました。一週間後には、必ず商品を東門の外までお届けにあがりますのでご安心ください！」

　体を九十度近くまで折り曲げて深々と頭を下げた店主を無視して、亮真はその場を足早に離れる。

　これ以上、この場に留とどまって居たくなかったのだ。

　亮真はこみ上げてくる吐き気を必死でこらえた。

　人の放つ欲望が、反吐が出そうなほどの悪臭を放つ悪意が、亮真の心を打ち据えていたのだ。

　足早に路地裏を駆け抜けた亮真達は、ようやく大通りの明るい町中へと戻もどってきた。

　穏やかな西日の中で三人は大きく息を吸い込む。

「亮真様……大だい丈じよう夫ぶですか？」

　亮真の背に向かって、ローラが心配そうに声を掛かけた。

「あぁ……平気だ……二人の方こそ大丈夫か？」

　亮真の言葉に、姉妹は無言で頷うなずく。

　彼女達の表情こそ固く強こわ張ばってはいたが、落ち着きを取り戻し始めているようだった。

「これがこの町の闇か……クソッタレが！」

　事前に分かっていた事だ。奴隷という制度に関しても……

　だが、現実は亮真の想像以上に過酷で汚らわしかった。

（変えてやる……絶対に変えてやるぞ！）

　亮真は心の中で誓ちかう。

　それが、ただの自己満足に過ぎない事を理解していても。

　亮真は知っている。

　これが、この大地世界の現実だという事を。

　そして、亮真が救う事が出来るのは、全体の極ほんの僅わずかなのだという事を。

　アブタール商会と交わした約束の一週間が過ぎた。

　亮真達は、イピロスで拠きよ点てんに使っていた宿屋を引き払い、東門の外三キロほどの平地に陣じんを設営している。

　ウォルテニア半島に入る前に、最低限の訓練を行わなければならないのだ。

　しかし、イピロスの街中で訓練を施せるだけの空間は、ザルツベルグ伯はく爵しやくの私設軍関係のみ。

　流石さすがに、ザルツベルグ伯爵へ場所を貸してくれるように頼たのむ訳にもいかないので、亮真達は街の外に野営することを選択した。

「とりあえず、準備は完了か……後は何人残るかだな……」

　天空から降り注ぐ日差しの中。亮真の目がイピロスの城じよう壁へきを睨にらみ付つける。

「正直に言って、三百人全員がモノになる事はまずありますまい……半分も残れば御おんの字ではありませんかな？」

　背後に立つ厳翁が、亮真の背に向かって言った。

「まぁ……な」

　厳翁の言葉に亮真は肩かたを竦すくめて答えた。

　自分に選せん択たく肢しがない事を理解していても、表情は晴れない。

　これから行うのは選せん抜ばつ。より強い者。より賢い者。そして強靭な意思を持つ者。

　選ばれた子供だけが、将来の自由を約束される。

　本来なら、誰もが自由である筈なのに……

　大地世界で自由を得ることができる人間は強者だけ。

　それでも、今回買われた子供達は運が良いのだ。

　自由を得られるかどうかは別にして、少なくともその機会は与あたえられるのだから。

「お気になさいますな……御屋形様が買わなければ、殆ほとんどの子供は殺される運命……」

　厳翁の言葉に亮真は顔を顰しかめた。

　そんな事は厳翁に言われるまでもなく、十分に分かっているのだ。

　だが、理性では分かっていても心は割り切れない。

（子供を買って利用する俺と、子供を売り買いする奴隷商人……所しよ詮せん、同じ穴の狢むじなか……）

　そんな思いが、亮真の心に湧き上がってくる。

　しかし、今ここで歩みを止める訳にはいかない。

　運命の歯車は既すでに回りだしてしまったのだから……

「若！　今、商人達が陣の中に入りヤシた！」

　背後から、ボルツが大声で声をかける。

「分かった！　直ぐに行く……行くぞ、厳翁」

　亮真はそう言って広場の方へ歩き出す。其その顔にはさっきまでの迷いは微み塵じんも無い。

　現実が、過酷で無情な事を彼は誰よりも理解していたから。そして、悩なやんだところで、現実は何も変わらない事を……

　「この度は、我わがアブタール商会をご利用くださり、誠にありがとうございます。お約束の品を用意いたしました。どうぞ、ご検分ください」

　そう言って店主は、先日と同じように亮真へ丁寧に頭を下げた。

「手間を掛けさせたようだな？」

　亮真の人ひと柄がらの良さはこういうところで出る。

　彼かれはどんな相手に対しても、労ねぎらいの言葉を忘れないのだ。

「とんでもございません。これも商売ですから……それに、このくらいの年齢ですと、何処どこの店も買い手がつきにくいので、逆に感謝されたくらいでして……何しろ、無駄飯を食わせずに済みますので」

　顔の前で手を振ふって亮真の言葉を否定した店主へ、亮真は冷ややかな視線を向けた。

　少し視線を走らせた限りだが、店主の後ろに立ち並ぶ奴隷達は、女の数が多いように思える。

　亮真は、店主へ強い口調で問いただした。

「まぁ良い。それで？　人数や比率はこちらの要望どおりなんだろうな？」

「はい……実は今回、全部で三百三十五名連れてきております。ただ、男女比で言うと七対三で女の方が……」

「多いのか？」

　亮真の問いに店主は言い難にくそうに言葉を濁す。

「はい……どうしても、労働奴隷としては男の方が売れ易いので……お約束の三百名より多いのは、その……」

　口ごもる店主に、亮真は不機嫌さを隠かくさなかった。

「男が少ない詫びのつもりか？」

　店主は無言のまま愛あい想そ笑わらいを浮かべた。

「まぁいいだろう……他には？」

「いえ。それ以外は全て貴族様のご要望通りの品です。健康状態もこちらで十分に吟ぎん味みしております。病持ちもおりません」

　その言葉を聞き亮真がボルツと厳翁へ視線を向けると、二人が小さく頷く。

　鞭で打たれた傷跡は殆どの奴隷が持っているようだが、回復の見込める範囲の傷だけのようだ。

　流石に、奴隷商人達も信用が掛かっているので、その辺は十分に確認してきているらしい。

「分かった。お前を信用しよう……では、全員を引き取る。残りの残金は金貨七十五枚だったな？」

「はい、左様でございます」

　亮真は軽く頷くと、用意してあった袋を店主へ差し出した。

「毎度ありがとうございます」

　店主は差し出された袋の中身を確かめようともせずに鞄かばんの中にしまうと、丁寧に頭を下げた。

　どうやら、亮真の機嫌を損ねる前にさっさと帰りたい様子だ。

　そして、二枚の書類を亮真へと差し出す。

「それでは最後に、こちらの引渡し書へ署名サインをお願いいたします……はい、これで正式にこの場に居る奴隷の所有者はお客様となりました。一枚はお客様が、もう一枚は私共の控えとなります」

　書類に亮真の名前が書き込まれたのを確認し、店主は満足そうに頷くと手元に残った書類を鞄へ入れる。

「それでは私共はこれで。今後とも、我がアブタール商会をどうぞご贔屓ひいきくださいませ」

　買い手のつかない奴隷を処分してホクホク顔の店主は、再び頭を下げると店の店員達を引き連れて陣を後にした。

「さてと……リオネ！　全員に用意してある服を配れ。その後は……ローラ！　食事の準備は出来ているな？」

　今の時期は基本的に温暖な気候のようだが、流石に裸のままでは病気になる。

　先日、裏路地に軒のきを連ねた店の店頭で、奴隷がどんな扱いを受けているか見てきた亮真は、奴隷用に衣類と下着、そして温かい食事を準備していた。

　引き渡すときに、奴隷の服くらいは店側で準備しているかと思ったが、この世界にそんなサービスは存在しないらしい。

　先ずは、裸のままの奴隷達に、衣服を着せてやらなければならない。

　紅べに獅し子しの団員達が、首輪をされたまま意思を持たない人形の様に、その場に立たち尽くす奴隷達へ服を配っていく。

「坊ぼうや！　とりあえず配り終わったけど……」

　服を配り終えたリオネが困ったような表情で亮真を見た。

　原因ははっきりとしている。

　服を手に持ったまま立ち尽くす子供達の所為せいだ。

　一般的に、自分が裸同然の状態で服を渡されれば、先ずは渡された服を着る。

　少なくとも、着ていいかどうかを尋ねるくらいはするだろう。

　ところが、この場に居る子供達は戸と惑まどいの表情を浮かべたまま、無言で立ち尽くす。

　渡された服を素す直なおに受け取ったのに、手に持ったまま何もしないのだ。

「こいつは……何で服を着ないんだ？　まさか着方を知らないっていうんじゃないよな？」

　三つや四つの幼児ではない。

　幾いくら奴隷だとはいえ、服の着方が分からないなどという事があるだろうか。

「亮真様……私に任せてください」

　ローラはそう言うと、子供達の前へ歩み寄り、やさしく語りかけた。

　穏やかでやさしい声。

　すると、子供達の顔に変化が生まれた。

　初めは驚おどろき、そして次に浮かんだのは疑いのまなざし。

　だが、ローラが話を進めるうちに怯えながらも、彼らは手にした服を身につけ始めた。

　ローラに話しかけられた子供達が先ず服を着だすと、それは周囲へ瞬またたく間まに伝染する。

「何を言ったんだ？　いったい……」

　亮真が驚きの声を上げたのも当然だった。

　奴隷の子供達の表情はまだ暗い。だが、ローラの言葉を聞いた後、少しだけこちらに対して興味を持ったように感じられた。

　それは、本当に僅かな気配ではあったが、今までの無表情で人形の様な状態からほんの少し人間へ近づいたように亮真は思えたのだ。

「簡単な事です。渡した服は貴方あなた達たちの物だと言ったんですよ」

「どういうことだ？　そんなの当たり前だろ？」

　亮真の疑問は当然だ。彼にとって、配った服は既に子供達へ与えたものなのだ。

　だが、ローラは首を振った。

「奴隷はそう考えません。主人から明確な言葉を受けて初めて与えられたと考えるのです……私達姉妹もずっとそうやって生きてきましたから……」

　少し考えれば分かる事だ。

　物として、扱われてきた彼らは常に人の顔色を伺い、己の意思を殺してきた。

　買われるまでは奴隷商人達の、買われてからは主人の意向が、彼ら奴隷の生死を決める。

　彼らは意思を持たないのではない。

　意思を持たないように自制しているだけ。

　不興をかって殺されないように。

「あぁ……そういうことか」

　ローラの言葉に、亮真はようやく状じよう況きようを理解した。

　子供達は明確に亮真から許可を貰わなければ何も出来ないのだ。

　いや、してはいけないと思い込んでいるのだ。

　亮真はまず、子供達に告げなければならなかった。

　彼らは人間なのだと。意思を持つ、人なのだと。

　高らかに言ってやらなければならなかったのだ。

　彼ら自身が人である事を思い出す為ために……




　メリッサの運命はその日、人生二度目の劇的な変化を迎えた。

　彼女の運命が初めて大きく変わったのは、今から三年前の事。

　ザルーダ王国の小さな漁村に生まれた彼女は、貧しいながらも両親と兄妹に囲まれそれなりに平へい穏おんで幸せな日々を過ごしていた。

　だが、そんな生活は突とつ然ぜん終わりを告げる。

　ウォルテニア半島を根城にしている海かい賊ぞく達たちの略奪にあって……

　随ずい分ぶん前からウォルテニア半島を根城にしていると噂うわさされる海賊達が、沖合を通る交易船を襲おそっている事は彼女も子供ながらに聞いていた。

　だが、交易船に満載された品は高価だが、こんな漁村を襲ったところで得られるもの等、高が知れている。

　事実、それまでは一度だって彼女の村が襲われた事はない。

　誰だれが、魚の干物を奪う為に村を襲いに来るものか。

　だが、そんな思いは現実の前では無力だ。

　襲われる筈はずがないという思いは、目の前で繰り広げられる殺さつ戮りくの前に何の意味も持たない。

　両親は海賊達が振るう槍やりに貫かれて死んだ。

　兄妹や幼馴染は散りぢりになってしまいどうなったのかすら不明だ。

　当時十一歳だったメリッサに出来る事はただ一つ。

　その場から逃にげる事だけ。

　海賊達の手によって放火され、黒煙が充満する村の中をメリッサは必死で駆けた。ただただ、生き延びる為に。

　この後の事を彼女は何も覚えていない。

　村の外へ向けて走った事だけは鮮明に覚えていたが、メリッサの記き憶おくはそこで途切れていた。

　次に覚えているのは、どこかの町の片隅で、一人の男に拾われた事。

　そして、いつの間にか首に首輪を付けられ、店の表に裸同然で並べられている自分の姿だ。

　何故なぜ自分がそんな目に遭うのか、彼女は全く理解出来なかった。

　だが、次第に覆しようのない現実が彼女に襲い掛かる。

　何を言っても鞭を振るわれる現実。

　泣いても鞭を振るわれ、叫んでも鞭を振るわれ、懇願しても鞭を振るわれた。

　そうやって、体に鞭によって出来た傷跡が増える度に、メリッサは身の処し方を学んでいく。彼女が生き延びる為には、自らの感情を殺し何も感じない人形を演じる他にない。

　そして、その思いは何時までも買い手の付かない奴ど隷れいを処分する商人達の姿を見続ける事で、より一層彼女の心を縛しばり付けた。

　女である彼女は、決して体力には恵まれていない。

　顔もそこそこ可愛かわいいとはいえ、絶世の美女と言う訳でもない。

　これでもう少し年齢が上だったらば、性奴隷として売られたのかもしれないが、彼女は今年で十四歳。

　だが、数年に及およぶ奴隷の生活によって、メリッサの体はやせ衰えており、決して男の獣じゆう欲よくを掻きたてるような体つきではなかった。

　今回、御子柴亮真が購こう入にゆうしなければおそらく彼女は、、売れ残りの不良品として殺されていたに違いない。

　だが、運命は気まぐれにもメリッサに生きる余地を与えた。

（この服は……何？　どうしろと言うの？）

　奴隷商人達に仲間と共に連れてこられたメリッサは、ひげ面の男から服と下着を一式貰った。

　周りも同じ様に服を手にしているが、誰もが困惑した表情を浮うかべている。

（これは何？　着ても良いの？）

　今のメリッサが身につけているのは、何ヶ月も着たままの下着と、鞭で引き裂かれボロ布のようになったシャツが一枚。それだけだった。

　服を着き替がえたい。そんな思いは当然メリッサも持っている。

　だが、それが叶えられる事は無い。何故なら彼女は物でしかないから。

　普通に考えれば、手に握っている服は自分達へ与えられた物だ。

　だが、同時に、そんな筈はないという否定の気持ちがメリッサの心を埋め尽くす。

（ダメよ……私は物なの……物に服を与える人間はいない……）

　今までも似たような事は有った。

　食べ掛けの肉をワザと彼女達の前に放り捨てるのだ。如何いかにも「さぁ食べろ」と……だが、それは奴隷商人の意地の悪い罠わな。

　もし、その肉を拾って口に運べば、待っているのは鞭の嵐だ。

　メリッサも過去幾いく度どとなく目にしてきた光景。

　日々の食事で奴隷に与えられるのは、硬いパン一個と冷めた塩のスープのみ。

　肉が出される事など天地が逆さまになってもあり得ない。

　そんな食生活の中である。

　たとえ地べたに落ちた肉であってもそれを食べたいと思う事は無理からぬ事だった。

　それを見越して、奴隷商人達はワザと肉を奴隷の前にぶら下げる。

　奴隷という身分を彼女達の体の芯まで植えつけるために。

　この広場に居る全ての子供達は、そんな光景を幾度となく見てきた。

　だから、誰も動かない。

　ただただ、その場に立ち尽くすだけ。

　だが、事態は思わぬ方向へと転がりだす。

　金きん髪ぱつの女が自分達の前に立つと、思いもしなかった言葉を口にしたのだ。

「寒いでしょう？　それは皆さんの服です。皆さんに私の主人である御子柴亮真様が与えたのです。安心してその服を着なさい……主もそれを望んでいます」

　その言葉を聞いたとき、メリッサは自分の耳を疑った。

（奴隷に服を与える？　本当に？　こんなに良い服を？）

　別に絹製ではない。

　街中の洋服屋で幾らでも買う事の出来る品だ。

　だが、麻あさで織られたこの服はとても奴隷が着るような品ではない。

　町の平民が普ふ段だん着ぎにするような品なのだ。

　それも新品である。古着ではない。

　奴隷へ与えるには過分な品といえた。

　メリッサは周囲の顔色を窺う。

　誰もが、女の言葉を聞いて半信半疑のようだ。

　だが、女の口調は穏やかで、澱よどみがない。とても嘘うそをついているようには思えなかった。

「大丈夫です……さぁ早く服を着なさい！　この後は皆さんに食事も用意していますから！」

　その言葉に促され、一人の少年が服を身につけ、女の方を見た。そして彼かの女じよが少年に頷くのを見ると、周囲の奴隷達も服を身につけ始める。

　そして、全ての奴隷が服を着ると、一人の男が彼女達の前に立つ。

　まるで、彼らの王のように堂々とした態度で……

　この日、奴隷として日々を過ごしてきた彼らの運命が変わる。

（誰だろう……まるで黒い太陽みたいな人）

　それは、より過酷で自由な人生の始まりであった。

　服を着たメリッサ達たち奴ど隷れいは、いくらか小ざっぱりとした格好になった。

　とはいっても、何年も風呂になど入ってはいなかったし、髪の手入れ等も行っていないので、伸び放題に伸びた髪が所々捩れて団子のような状態になっている。

　言うなれば、路地に座すわり込む浮浪者とさほど変わらない状態なのだ。

　今、配られた新品の服が逆に、彼らの汚れを際立たせてしまったとも言える。

（恥はずかしいな……）

　今まで忘れていた感情がメリッサの心に小さな火を灯す。

　彼女はジッと見続けていた。

　奴隷たちの前に立つ黒ずくめの若い男を。

「まぁ……取りあえずは飯が先か……風呂は……この人数じゃ厳しいか……いや……でもこの恰好はちょっとなぁ」

　亮真の嘆きも当然と言えた。

　彼の前に虚ろな目をして立ち尽つくす奴隷の集団。

　何しろ三百三十五名もの大人数なのだ。

　服や食事はまだ、何とでもなるが、風呂は流石に厳しい。

　街中には一般住民向けの共用浴場が存在しているが、一人や二人ならともかく、これほどの大人数は流石に受け入れきれないだろう。

　第一、これ程までに薄汚れていたら金を幾ら払っても、恐おそらく使用は拒否される可能性が高い。

　一緒に入っている一いつ般ぱん人じんが慌てて飛び出て行く光景が眼に浮かぶ。

　だからと言って、風呂屋を一軒貸切ることもまず無理だろう。

　勿もち論ろん、貴族という身分を盾たてにすれば無理に押おし通す事は可能だが、イピロスはザルツベルグ伯爵の領地。

　他人の領地で横車を押すのは、賢明な判断とは言えなかった。

「まずは食事を取らせましょう。せっかく温かいものを準備しているのですから……お風呂はそうですね、お湯を沸かして拭ぬぐうのが精せい一いつ杯ぱいですね……流石に街中にこの人数は不味いでしょうし」

　ローラの言葉に従い、亮真はリオネ達へ向かって頷いた。

「分かった……リオネ！　始めてくれ！」

　やるべき事は、幾らでもあるのだ。

「ほら！　アンタ達！　ここに並ぶんだよ！」

　リオネの言葉に従い、子供達は五カ所に分かれて列を作る。

　あまり機敏な動作ではないが、こちらの言う事には素直に従うらしい。

　戸惑い、周りの顔色を窺うかがいながら動く子供達。

　彼らは、未いまだに鞭の痛みに怯えているのだろう。

　仮に従わないとしても、亮真は鞭を使って脅しつけるような事は考えていないのだが、そんな思いは奴隷である彼らに伝わる筈もない。

　ローラの言葉に従い、服を着ても、彼らの眼は未だ意思ある人間の目にはほど遠かった。

「良いかい！　熱いからね。注意して食べるんだよ！」

　リオネの言葉をメリッサは信じられなかった。

　目の前の椀に湯気を立てたスープが注がれ、自分に手渡されてもだ。

　丼のように大きくて底の深いお椀には、たっぷりとスープと具が注がれている。

　人参、玉ねぎ、ジャガイモ、それに肉だ。

　恐らく牛の肉を一センチ角に切って煮込んだのだろう。

　平民でも、日常的には食べられないほど豪ごう華かな具だ。

　大たい抵ていの平民は、玉ねぎやトウモロコシのスープがほとんどである。

　数種類の野菜に、肉を入れるのは特別な祝い事が有る時くらいな物だ。

　少なくとも、貧しい漁村で暮らしていたメリッサには、目の前のスープがとてつもなく贅沢な料理に見えた。

（これって……どういう事？　なんでこんな贅沢な……）

　メリッサは椀から感じる熱気が信じられなかった。

　奴隷になって、買い手を待ち続けたこの数年の彼女の食生活は悲ひ惨さんとしか言いようがない。

　食事は日に朝と夜の二回だけ。

　平皿に注がれるスープは出汁などろくに取っていない上に、塩をケチっている為、僅かに味が付いたような物でしかない。

　しかも、大量に作り置きした物で、湯気が出ている事などまずない。

　冷たい水のようなスープなのだ。

　そして、それに付くのが焼いてから何日も経ってカチカチに固くなったパン。

　そのままではとても噛み切れないそれを、スープに浸して柔やわらかくして食べるのだ。

　最下級の平民だった時でも、もう少しマシな物を食べていた。

　年に何回かは肉だって口にする事が出来た。

　それと比べればどれほど酷ひどい食生活か理解出来るだろう。

　それほど、奴隷の食事は貧しく酷いのだ。

　だからこそ、目の前の現実が信じられない。

　メリッサの脳のう裏りに、忘れかけていた奴隷になる前の記憶が浮かび上がってくる。

（温かい……そう……お母さんが作ってくれたスープみたいに……）

　貧しくとも、メリッサの母親は何時いつも食しよく卓たくに温かいスープを出した。

　勿論、貧しい平民の食事だ。

　具は大した物が入っていた訳ではない。
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　野菜が少し入っているだけ。

　肉や魚なんかは年に何回か口に入れば良い方だ。

　それでも、メリッサにとって母のスープは最高のご馳走だったのだ。

　いつも熱々で、心に沁しみる味……

「熱っ！」

　椀の中を見つめていたメリッサの横で、少年の口から驚きの言葉が響ひびいた。

　それに伴い、彼の椀が地面へ落ち、中のスープが地面に浸み込む。

　手で口元を押さえているところを見ると、我が慢まんする事が出来なくて、主人の意思も確認せずにスープを口に入れたのだろう。

　周囲に居た子供達たちの顔に怯えの色が浮かぶ。

　彼らにとって、主人の許しを得ずに食事をするなど命を捨てるのと同じ事なのだ。

　ましてや、これ程に贅沢なスープを零したとなれば……

　周りに座り込んでいた子供達が、すばやく蹲る子供の傍そばを離はなれた。

　これも奴隷の処世術なのだろう。

　鞭打たれる仲間の傍に居たら、どんなとばっちりが自分に降りかかるか予想もつかないのだ。

　それを保身と蔑むのは簡単だが、人間はそんなものである。

　だから、周囲の子供達は銀髪の少女が彼に駆け寄ってきた時、ただでは済むまいと心の中で神に祈った。

　その予想が裏切られる事も知らずに……

「大丈夫？　火傷やけどはしていない？」

　優やさしく穏おだやかな声。

　怒声を覚かく悟ごしていた少年が恐る恐る声の主を見上げた。

「本当に大丈夫？　足とかにスープが掛かかってたりしてない？」

　サーラはそう言いながら、地面にひっくり返った椀を掴んだ。

　椀の縁ふちから湯気が立ち上る。

　ものの見事にひっくり返された椀の中身は全て地面にぶちまけられ、食欲を掻き立てる匂いを周囲にまき散らしていた。

「うん……とりあえず火傷は口元だけみたいね……慌てて食べるからよ？　注意しないと……ね？」

　サーラの言葉に少年は驚きの表情を浮かべた。

　彼女の言葉が、純じゆん粋すいに自分の体を心配しているのだという事を理解したのだ。

　それは、周囲で成り行きを見つめている他の子供達も同じだった。

「うん……今度は注意して食べるのよ？　……て……え?!　待って！　待って待って！」

　彼のスープは既に地面に吸い込まれていて、流石に食べる事は不可能だ。

　だからサーラは新しくスープを貰って来いと言ったのだが、少年はそうは取らなかったらしい。彼は躊ちゆう躇ちよなくその場に跪ひざまずくと、土の付いた野菜や肉をかき集める。

　サーラが止めなければ、彼は迷う事なく、土が付いた具を口に入れたに違ちがいなかった。

「そうじゃないの……ええっと……あそこ！　あそこに居る赤い髪かみの女の人からもう一回スープを貰ってきて食べなさいって事」

　あまりに予想外の行動を目にした為、サーラはかなり動どう揺ようしてはいたが、必死にリオネの方を指し示した。

　彼女の言葉に少年は不安と疑いの混じった視線を向ける。

　その目に浮かぶ暗い光が彼らの過去を全て物語っていた。

　 サーラはそんな彼らの不安を振り払おうと、周囲に聞こえるように声を上げた。

「大丈夫だから。ね！　良い？　落としたものは食べなくていいの！　ちゃんとみんなの分は有るんだから！　良い？　今度は注意してゆっくり食べるのよ？」

　サーラの言葉に促され、彼らは恐る恐る我慢していた椀へ口を付ける。

　少なくとも、食べて良い事だけは理解したようだ。

「ふぅ……本当に大丈夫なのかしら……」

　彼女は亮真の心を理解している。

　温かい食事も、新しい服を与えた事も決して善意だけではないのだ。

　人としての意思を持たせる事。それは欲を思い出させることに他ほかならない。

　食べ物に、着る物に、住む場所に。

　他人と比べ、自分の境きよう遇ぐうを理解し、その差を憎む。だからこそ人は向上心を持ち、努力する。

　欲は人を行動させる原動力としては最も強い物だ。欲が有るから、人は求め、渇望する。

　しかし、奴隷にはそれが無い。

　それも当然だ。

　彼らの根幹にあるのは諦あきらめ。

　変えられないと思い込んだ現実。

　決して手に入らないという諦めを持たれては、どれだけ条件を提示しようと意味は無い。

　何しろ初めから手に入らないと、諦めているのだから。

　だが、それはたった一つの事を思い出させるだけで変わる。

　自分達が人間である事。

　前に進む意思を持つ生き物である事を思い出させるのだ。

　勿論、今すぐ思い出させる事は無理だ。

　彼らの絶望は、今この場で直すぐにどうにかなるほど甘あまいものではない。

　彼らはマルフィスト姉妹と根本的なところで違っている。彼かの女じよ達たち姉妹は、戦いくさ奴ど隷れいではあったが、家系の誇ほこりを持った人間であった。

　心の拠り所が有ったのだ。

　だから、亮真は六ヶか月げつという期間で彼らを教育する事を計画している。

　それが彼らに与えられた猶ゆう予よ。

　その間に、彼らが人としての意思と欲を取り戻せば良し。だが取り戻せなければ……

（一体どうされるおつもりなのかしら……）

　正直に言って、今その答えを知る人間は誰も居ない。

　恐らく、亮真自身ですら明確な答えを持っていないのだから。

　そこまで考えたサーラは思考を止め、周囲を見回す。

　誰もがスープとパンをむさぼるように口へ詰め込んでいた。

　彼らが無言である事を除けば、まさに活気ある光景とも言える。

　既に、大鍋の前にはお替りを貰う為に長ちよう蛇だの列が出来ていた。

　少なくとも彼らは美味い食事をして、食べる喜びを思い出したのだろう。

（どうやら……まずは成功みたいね……）

　少し離れたところで子供達に話しかけていたローラも同じような事を思っていたのだろう。

　妹のサーラの視線を感じたのか、無言で頷いてきた。

　まずは飴あめを与えた。

　明日からは鞭の番だ。

　それはリオネやボルツ達紅獅子の傭よう兵へい達たちによって行われる過酷な訓練。

　初めは基礎体力を向上させ徐じよ々じよに戦闘技術を教え込む。

　槍と剣けんをメインに、馬の乗り方、素手での戦い方。

　一ヶ月の間、彼らは徹底的にしごかれる事になるだろう。

　その後は体を鍛えながら法術の習得。

　そして最後の一ヶ月で彼らは実戦を経験する。

　亮真に、戦う事の出来ない戦士は必要ない。

　人を殺し、怪かい物ぶつを殺し、そうやって命のやり取りをして残った子供だけが、自由を手に入れる事が出来る。

　 もし、それが出来なければ待っているのは逃亡奴隷の道か死しかない。

　 御子柴亮真が欲しているもの、それは強者だけ。

　過酷なこの大地世界で、みんな平等だとか、弱者救済などという思想は害悪にしかならなかった。

　努力の出来ない人間や生きる意思の無い人間を助ける余よ裕ゆうなどないのだ。

　強くなる為の手助けは出来る。だが、強くなるかどうかは個人の意思次し第だい。

　子供たちが弱者のまま死ぬか、強者として生まれ変われるか……

　それを知る者はだれも居なかった。

　今の段階ではまだ……
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　荒い息が飛鳥あすかの口から絶え間なく漏れる。

　一体どれくらい走ったのだろうか。

「こっちだ！　急げ！」

　先頭を進む楠くす田だが鬱うつ蒼そうと生い茂る木の下で大きく手を振る。

「立たち花ばなさん、頑がん張ばって！」

　何度同じ言葉を繰り返しただろう。

（あれからどれくらいが経たったんだろう？）

　体感的には半日近くも走り回っているような気がしているが、さすがにそんな筈はずはない。

　何せ、いまだに天空の月が飛鳥達の行く手を照らし続けているのだから。

　恐らく一時間程度だろう。

　人の目を避けての逃とう避ひ行こう。

　ましてや、ここは薄暗い森の中。

　残念な事に案内板も無ければ、道を尋たずねる事も出来ない状況。

　それでも御み子こ柴しば浩こう一いち郎ろうが派手に暴れて人目を引きつけてくれているせいか、何とか城を抜ぬけ出だしこの森まではたどり着く事が出来た。

（でも……このままじゃ）

　立花の傷を押おさえているハンカチの染みが少しずつ大きくなっている。

　傷口を無む理り矢や理り締しめ付けただけの止血だ。

　それでもどこか一ヶか所しよに留とどまっていれば大分違うだろうが、残念な事に今は逃亡中の身。

　固まり始めていた血が剥はがれてきたのも致いたし方かたないだろう。

　しかし、だからと言ってここで歩みを止める訳にはいかない。

「桐生きりゆうさん、急いでくれ！」

　楠田が激しく手招きをした。

「済みません。直ぐに行きます」

　正直に言えば立花は既に足手まといになってきている。

　初めはしっかりとしていた意識も、走るうちにだんだんと薄れていっているのだ。

（でも……）

　合理的に考えるのであれば、この場で立花を見捨てていくのが最善の選せん択たくである事は誰だれもが理解している。

　だが、飛鳥も楠田もその事に触れようとはしない。

　二人とも自分達が極限まで追おい詰つめられている事を分かっているのだ。

　それこそ、どちらかがそんな提案をすれば、本当に立花を見捨ててしまうかもしれない程に。

　だからこそ、彼らは進むことを止めない。

　足を止めたが最後、抑おさえつけていた様々な感情が溢れ出してしまう事を恐れて。

　やがて、朝日が昇り、太陽が中天へと差し掛かかるころ、立花が突然地面に倒たおれ伏した。

　こんな道なき道を何時間も飲まず食わずで走り続けているのだ。

　体力の限界が訪おとずれても何の不思議もないだろう。

「立花さん！　大だい丈じよう夫ぶですか！　しっかりしてください」

　飛鳥の叫さけびを聞き、楠田が慌てて駆け戻もどってくる。

「立花さん！」

「揺ゆらしちゃ駄だ目めです。楠田さん！」

　肩を揺すり意識を戻そうとする楠田を飛鳥は慌てて止めた。

「あ！　済まない」

　頭部の傷の事を思い出し楠田が慌てて手を止める。

「だがどうする？　こんな森の中でどうしたらいい？」

　とりあえず大木の根元に立花を横たえ、楠田は苦虫をかみつぶしたような表情を浮かべて吐き捨てる。

　本来であれば、楠田が指揮を執とるのが筋なのだろうが、未だに経験も浅い彼にこの極限状態を乗り切るのは難しい。

　少しずつ荒くなる言葉遣いは苛いら立だちの表れだろう。

　そんな楠田を飛鳥は責める事が出来なかった。

「流石さすがに、これ以上進むのは無理ですね……まずは立花さんの手当をしないとどうしようもないです……それと水と食料を何とかして確保しないと」

　飛鳥の提案は常識的なものだ。

　実際、三人の体力は限界を迎えている。

　何とか気力でここまで逃げて来たものの、これ以上は流石に無理なのは明らかだ。

「だが、来た道を戻るのは無理だ……それに、御子柴さんの言う通りならここは異世界なんだろ？　どうやったら治ち療りようなんて出来るんだ？　医者なんてどうやって探す？」

　矢継ぎ早に繰くり出される問い。

　別にこの状況を作ったのは飛鳥ではないのだが、楠田の口ぶりではまるで飛鳥が悪いと責めているようにさえ聞こえてくる。

　だが、黙だまり込んでしまった飛鳥を見て、流石に悪いと感じたのだろう。

　楠田が頭を下げた

「済まない……悪かった」

「いえ……気にしてませんから」

　今この場で仲たがいをすること程愚おろかな事はない。

　そんな思いが二人を歩み寄らせる。

「とりあえず、立花さんを少しここで休ませよう……俺おれはその間に水と食料になる物が何かないか周囲を探してくるよ」

　そう言うと、楠田は懐ふところから特とく殊しゆ警棒を取り出した。

「昨日の連中を見ちまったから、こんな警棒一本じゃ頼たよりないけどな……まぁ、ないよりはマシか」

「じゃあ私も……」

　そう言って立ち上がろうとする飛鳥を楠田が制す。

「いや、桐生さんはこのままここにいてくれ。幾ら何でも立花さんをこの状態で一人にしておくわけにはいかないからな」

　実際、それ以外には選せん択たく肢しがないことは飛鳥もすぐに理解する。

「分かりました。宜よろしくお願いします」

　そう言って頭を下げる飛鳥に楠田は小さく頷うなずくと、足早に森の奥おくへと姿を消した。

「触さわらない方がいいよね……」

　横たわる立花の顔を飛鳥はスキンケア用のシートで拭ぬぐってやる。

　流石に額の傷は血で塞がったようだ。

　真っ赤に染まったハンカチが、血でカピカピになりながら、立花の額にピッタリと張り付いてしまっている。

　一枚目のシートは直ぐに血と汗あせと埃ほこりで赤黒く変色した。

「これからどうなるんだろ……私達」

　そう呟つぶやきながら、飛鳥は二枚目のシートを取り出し自分の顔を拭う。

「うへ……こんなに汚れてる……」

　真っ黒に汚れたシートを見て飛鳥は悲しくなった。

　次々と心に湧き上がってくるのは怒いかりと疑問。

　何故ここにいるのかという答えのない問いだ。

　その時、飛鳥の耳に鈴すずの鳴るような音が微かすかに聞こえた。

「え？　まさか……」

　音のした方角を見ると、そこにあるのは木の根に立てかけてある一本の日本刀。

　浩一郎より渡された桜花だ。

「何で？　何で鳴いているの？」

　まるで警告をするかのように鳴り続ける桜花を飛鳥はそっと手に握にぎった。

　その瞬しゆん間かん、何か大きな影かげが飛鳥へ向かって襲い掛かる。

「きゃぁぁぁぁぁー」

　突然の事に飛鳥は叫さけび声ごえをあげた。

　しかし、その場に蹲うずくまろうとした飛鳥の体がその動きを止めた。

　体が突然燃えるような熱さを放ち始める。

　まるで、血液が溶岩に代わったかのような熱さだ。

　次の瞬間、無意識のうちに飛鳥は桜花の刀身を鞘さやから引き抜いた。

　それは、神速の抜き打ち。

　そして、体勢を整えた飛鳥の体は、まるで誰かに操られているかの様に、大地に横たわる物体に向かって刃やいばを突き立てた。

　激しい断だん末まつ魔まの咆ほう哮こうが森の木々を震ふるわせる。

　やがて、混乱していた飛鳥の脳が現実を受け入れ始めた。

　まず初めに飛鳥の目に飛び込んできたのは一匹の獣の死体だ。

「嘘うそ……虎とら？」

　飛鳥がそう呟つぶやいたのも無理はない。

　それは。体重五百キロはあるかに見える大型の猛獣。

　しかも、その口から生える牙きばの鋭さと大きさときたら、普ふ通つうのナイフなど足元にも及ばないような物だ。

　爪も鋭するどく、顔は確かにネコ科の動物のように見える。

「でも……これって虎じゃないよね？」

　よくよく見れば、虎はつややかな毛並みで体を覆おおわれている筈だが、この虎はまるで針金のような硬こう質しつの毛で全身を覆われていた。

　何より、問題なのはその大きさ。

　一いつ般ぱん的てきな虎は最大でも三百キロ前後。

　しかし、飛鳥の眼の前にいる虎のような獣は、彼女が動物園で見た事のある虎の三倍近い大きさを誇っている。

　しかも、目が額にもある。つまり三つ目の虎だ。

　それを見た瞬間、飛鳥の中で歯車が噛み合う。

（あぁ……ここは地球じゃないんだ）

　あれほどの危険に遭い、浩一郎の言葉を聞いても尚なお、桐生飛鳥は未だに今まで目に映し出されてきた光景が夢と現実の区別がつかないでいた。

　いや、認めたくなかったという方が正しいだろう。

　全ては空想の産物だと思い込もうとしていたのだ。

　しかしそれが今、命の危機に瀕ひんして己おのれの手で襲い来る三つ目の虎を斬り伏せた事に因より、ようやく彼女の中の歯車が噛み合った。

　一般人にとって他の命を己の手で絶つという行こう為いは、それほどまでに心に衝しよう撃げきを与あたえるのだろう。

　浩一郎が飛鳥を守る為にと大地世界アースへ戻る事を決意したのも頷うなずける話だ。

　しかし、そんな事よりも今の飛鳥が最も気にするのは、己の体に訪れたあの不思議な感覚の正体だろう。

「でも……私……どうしたんだろう？　まるで自分の体が、自分の物じゃないみたい……そう、まるで誰かに操られているような……そんな感じ……」

　だが、手には何とも形容しがたい感かん触しよくが今も尚、鮮せん明めいに残っている。

　鼻び腔こうを突くのは、昨日から嫌いやという程嗅かぎ続けている血液の鉄と錆さびが入り混じった様な匂い。

　視線を匂いのする方向に向ければ、そこに見えるのは腹部を真一文字に掻かっ捌さばかれて大地に横たわる巨大な三つ目の虎の姿だ。

　恐らく最初の抜き打ちで斬きったのが致ち命めい傷しようだったのだろう。

　傷口からは腸がはみ出し大地に横たわっている。

　その後に額へ刃を突き立てたのは無用な苦しみを長引かせない為の慈悲なのだろうか。

　どちらにせよ、恐るべき斬ざん撃げきと言えるだろう。

（嘘よ。こんな事出来る筈がない……）

　確かに、御子柴浩一郎から剣の手て解ほどきを受けた事はある。

　だが、それはあくまでも趣味の範囲での話。

　亮りよう真まのように本格的な修行をした訳ではないのだ。

　だが、混乱する飛鳥に運命は考え事をする時間すら与えずに、さらなる追い打ちを掛ける。

「おい。今の咆哮はこっちの方角だったな！」

「はい、恐らく三つ目虎サードアイの咆哮に間ま違ちがいないかと」

「よし、総員警けい戒かい態勢を取れ！　あれは巨きよ体たいのわりに気配を消して襲い掛かってくる獰どう猛もうな捕ほ食しよく者しやだ。隙すきを見せれば一いつ瞬しゆんで食い千切られるぞ！」

　そんな声と共に、複数の人間が小枝を踏む音が響ひびく。

（人の声……どうしよう）

　隠れるべきなのか、助けを求めるべきなのか、判断のつかないまま飛鳥はその場で呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

　やがて、右手の茂みより金属の鎧よろいを身に着けた男達が姿を現す。

「血の匂いがするな……ついに追い詰めたか？」

　先頭の男がこの場に立ちこめる血の匂いを嗅ぎつけ鼻を鳴らす。

　それは若い男だ。

　身長は百八十前後といったところか。

　細身だが引き締まった体つき。

　年としの頃ころは二十代半ばといったあたりだろう。

　金髪を後ろで束ねた中々の美男子だ。それこそ日本ならばアイドルグループの一員として人気を博したかもしれない。

　やがて男は飛鳥の存在に気が付き顔を強張らせる。

「何だ貴様！　どうしてここにいる！　それにその後ろ……それはまさか三つ目虎じゃないだろうな！」

　男にしてみれば森の中で突然血まみれの刀を手にした女に出くわしたのだ。

　驚おどろくのも当然と言えるだろう。

　例えるなら、和製スプラッター映画のワンシーンを突然見せられたようなもの。

　ましてや、その足元に横たわるのは自分達が討とう伐ばつしようとしていた怪物の死体となれば、混乱して当然と言えるだろう。

　だが次の瞬間、男はさらに驚かされる事になる。

　男の顔を見た飛鳥が、無言のまま突とつ然ぜんその場へと膝ひざから崩れ落ちたのだ。

「おい！　どうした！　何だ突然！」

　予想外の反応に男は思わず飛鳥へ駆け寄った。

「チィ、一体何だってんだ！」

　舌打ちしながらも男は腰こしに付けた水みず袋ぶくろへと手をやった。

「仕方ねぇ。ほれ！　飲め！」

　二～三度飛鳥の頬ほおを叩たたくと男は水袋の口を飛鳥の口元へ運んでやる。

　もっとも、中に入っているのは規則破りを承知で入れた気付け薬代わりのブランデーだ。

　だが、今の飛鳥にしてみれば、ブランデーでもただの水でもさほどの違いはなかっただろう。

　二度三度と微かに飛鳥の喉のどが動く。

　瞼まぶたが微かに動き、薄目を開けた。

　しかし、体力の限界だったのだろう。

　殆ほとんど飲み込む事なく、再び意識を手放してしまう。

「おい！　おい！」

　男は再び声を掛けるが、飛鳥の体は既すでに反応を見せる事はなかった。

　やがて十人ほどの一団が、男の背後から現れた。

　統一されたデザインの鎧。胸甲の部分に刻まれた十じゆう字じ架かと太陽を組み合わせたような紋もん章しようは、恐らく彼かれらの所属を表す紋章だろうか。

　明らかにどこかの国に仕える騎き士しだ。

「隊長！　なんであんたが先せん陣じんを切るんですか……隊長なら隊長らしく後ろに居ればいいのにって……どうしたんです？　その子は」

　背後から近付いてきた部下の一人が、男の腕うでの中で気を失っている飛鳥を見て首を傾かしげる。

　実際、この場に居る誰だれもが状じよう況きようを理解出来なかったのだ。

「分からねぇ……何だってこんな森の中に居るんだか……とりあえず呼吸はしてるから命に別状はなさそうに見えるけどな」

　飛鳥の恰かつ好こうはとても傭よう兵へいや冒ぼう険けん者しやには見えない。

　しかし、その手に握られた刀は明らかに普通の物ではない。

「たぶん、この恰好から推測するに裏大地リアースの人間でしょうね。単に紛まぎれ込んでしまっただけなのか、どこぞの国に召しよう喚かんされたのかは不明ですが」

　鈴の鳴るような声と共に、騎士の一人が兜かぶとを外す。

　現れたのは、つややかな黒髪を靡なびかせる若い女だ。

　年の頃は二十代半ばほど。隊長と呼ばれる男と同年代だろう。

「それにこの子……どうやら日本人のようですね」

　その言葉に男の顔つきが変わった。

「それは本当か？　メネア」

「えぇ、私も母からあの国の事は幾度も聞かされて育ちましたし、実際、呼び出された人間も見てきました。ごく一般的な恰好の筈はずです……ただ……」

「ただなんだ？」

「こちらの女が持つのは東方でよく使われる刀のようです。ですが、裏大地では武器の携けい帯たいはほとんど認められていないという話ですから、一体どこから持ち込んだんだか……それに、この三つ目虎の死体の切り口……あの鋼のような硬さを誇る体毛を苦ともせず切きり裂さいて肉を断たち切っています」

「相当な業わざ物ものって事か？」

　男の問いに、女は頭を振ふる。

「その刀が業物なのは疑いようもありませんが、道具が幾いくら良くてもそれだけでは……」

「その子にそれだけの腕があると？」

「分かりません……幾ら弱っていたとはいえ、相手は三つ目虎の雄です。それこそ単独でやりあった上に目立った外傷がないとなると、聖堂騎き士し団だんの中でも隊長クラス位の腕うで前まえでしょう。ですが、正直に言って、それほどの腕があれば、こんなに疲ひ労ろうするほど逃にげる必要はないでしょうし」

　その言葉を聞き、男は改めて飛鳥の体を確かく認にんする。

　確かに、飛鳥の体につけられた無数の傷と汚れは酷いものだが、酷い外傷はない。

　服装から見てもとても森を探たん索さくする恰好には見えないところから考えても、明らかに自分の意思でこの森に入った訳ではない事が見て取れる。

　だが、彼女の手で殺されたであろう三つ目虎の死し骸がいが問題だ。

（参ったな……）

　正直に言って他に言い様がないだろう。

　だが、現実はさらに苛か酷こくだ。

「隊長！　こっちにも男が一人います。どうやら怪我けがをしているようで意識がありません！」

「おいおい。一体どうなっているんだ？」

　次から次へと起こる想定外の事態に、男は思わず自らが信じる神の名を呟く。

「メネオースよ、これは一体どういう事なのでしょうか」

　可か及きゆう的速すみやかに聖都へ帰還しろという命令を受けて、駐留先の街を出発したのが九日前の夕方。

　急な命令だが、騎士団を統とう括かつする聖堂騎士団長と枢すう機き卿けいの連名で記載された命令書を突きつけられれば否いやも応もない。

　だが、四日前に宿をとった村の村長に泣きつかれ、村の近くの森に出没しているという三つ目虎を討伐する羽目になった。

　その上、いざ丸二日を費やして該がい当とうの三つ目虎を探し出し、ようやく追い詰めたと思えばそこには虎の死体と見知らぬ女が居る。

　その上、意識の無い男の怪け我が人にんが増えるとあっては、男としてもぼやきたくもなるだろう。

「団長、どうします？」

　背後からメネアが男に声を掛けて来た。

「どうするってお前……」

「帰国の期日を考えると村に戻る時間はありません。流石にいくら何でも時間が掛かかりすぎます」

　その言葉に、男は思わず顔を顰しかめる。

「じゃあ何か？　お前、こいつらを見捨てて行けとでも言う気か！」

　男の剣幕にメネアは苦笑いを浮うかべて答えた。

「まさか、そんな事は言いませんよ。我らが神もそのような事はお許しになる筈がありません……第一、そんな事を進言したって団長が聞き入れる筈ないじゃないですか」

　そもそも、教団の命を最優先するべき聖堂騎士団において、男の部隊はある意味では異い端たんのように周囲からは見られている。

　いや、ある意味では教団の教えを最も忠実に守っているとも言えるだろう。

　少なくとも、男は一度たりとも弱き者達の嘆きを見過ごした事などない。

　また、だからこそ一晩宿を借りただけの縁しかない村の村長の頼たのみを聞き、男達は帰還の命令を受けていながらも寄り道をしているのだ。

　その言葉を聞き、男の怒りも少しは収まったのだろう。

　大きなため息をつく。

「じゃあ、一体どうするんだよ？」

「誰かに背負わせて聖都まで連れていくしかないでしょうね。まぁ、上手うまく途と中ちゆうの街で気が付いてくれればそこで金を渡して別れるという選択も取れますし」

　捨てていくという選択肢をとらないのであれば、このまま自分達と一いつ緒しよに連れていくしかないというメネアの進言は自明の理だ。

（まぁ、そうするしかねぇか……）

　男はもう一度大きなため息をつくと天を見上げた。

（我わが神は俺に何を求められているのだろうか……）

　その目の先に映るのは、光神の化身とされる太陽。

　しかし、男の問い掛けに太陽は何も答えない。

　何時もと何も変わることなく、太陽はただ天空にあるだけだ。

　やわらかく暖かい陽の光を大地へと降り注ぎながら。







あとがき







　殆どいないとは思いますが、今回初めてウォルテニア戦記を手に取ってくださった皆様はじめまして。

　一巻目からご購入いただいている読者の方々、四ヶ月ぶりです。

　作者の保利亮太と申します。




　暦的には既に秋が終わり冬の入り口に差し掛かっている筈なのですが、どうにも暑い日が続くと思ったら、今度は突然肌寒くなったり、体調を崩しやすくなっております。

　作者自身、今年は思いがけずインフルエンザに風邪と病気にかかる事が多く、病院に何度もお世話になる羽目になりました。

　読者の皆様もどうか健康管理にはご留意ください。




　それではあとがきから読まれる方の為に、恒例化している本作品の概要を。

　まず五巻の最大の特徴として、主人公の祖父である御子柴浩一郎と従兄妹の桐生飛鳥が本格的に絡んできました。

　これはＨＪノベルズ版とＷｅｂ版との大きな差分の一つです。

　とは言え、主人公との合流はまだまだ先の話ではあります。

　まぁ、正直に言うと主人公がウォルテニア半島の領有を行うこの章は、どうしても謀略や交渉と言った部分が今までよりも多くなってしまう為、作品が盛り上がらなくなるという欠点があり調整した結果になります。

　如何に戦記物の醍醐味とは言え、謀略と交渉の場面ばかりではさすがに飽きてしまいますから……作者を含め。

　ただ、当初作者が考えていたよりも詳細に書く事になったのは、やはり御子柴浩一郎と桐生飛鳥という二人のキャラが持つ潜在的な能力の部分に触発されたのかもしれません。

　今後は、浩一郎や飛鳥と言った新キャラを上手く使いながら、大地世界の情勢などを書き表していくことになると思います。

　さて、次に特筆するべきは主人公側の動きでしょう。

　前の巻で少し出ましたが、いよいよ作品名にもなっているウォルテニアという名前が意味を持ってきました。

　ウォルテニア戦記と銘打っておきながら、そのウォルテニアが何なのか、いつ出てくるのかとＷｅｂ版を掲載した際に読者の方から指摘を頂いたことも今となっては良い思い出です。

　当時はかなり突っ込まれた感想を頂いたりし、ネタバレを覚悟の上で感想を返すべきかどうか悩んだものです。

　さて、主人公である御子柴亮真は今の巻から本格的に魔境と呼ばれるウォルテニア半島の領有化に乗り出すことになりますが、当然の事ながら一筋縄ではいきません。

　作者的には主人公である御子柴亮真をあまり苛めたくはないのですが、どうにも可愛げのないキャラのせいなのか、彼には厳しい条件ばかりを負わせてしまいます。

　祖父と同じで孫の方も性格に癖のある感じですし。

　それでもなんだかんだでうまく切り抜けていく主人公なので作品的にはバランスが取れていると思う事にはしていますが……




　また、この場をお借りして皆様へウォルテニア戦記がコミック化されたことをご報告させていただきます。

　シリアスでありながらも重すぎない画風で、作者的には新たな境地を切り開いていると目からうろこが落ちる思いでした。

　このあとがきを書いている段階では、まだ掲載はされていないのですが、この本が皆様のお手元に届くころにはＨＪ様のＷｅｂサイトにて掲載されている筈ですので、どうぞそちらをご覧いただければと思います。

　第二話のラフも既に手元に届いておりますので、次の更新もさほどお待たせはしないかと。

　このまま上手くしたらアニメ化も有り得るかなぁと作者的には密かに期待しています。

　まぁ、作品の方向性や残酷描写を考えると、アニメ化の場合は大幅に描写が変わるのかなぁとも思いますが、ぜひ一度、原作者としてアニメ制作の現場をのぞいてみたいとところです。




　最後に、今回は公私ともに色々と忙しい日々でしたが、幸いにも五巻目を予定通り皆様のお手元へお届けする事が出来ました。

　それもこれも締め切りをギリギリまで伸ばしてくださった編集の皆様や、関係者の皆様のご助力があっての事と考えております。

　この場をお借りして熱く御礼申し上げます。

　また、それにもましてこのシリーズを書き続けられるのは、読者の皆様の支援あってこその事と思っております。

　六巻目もなるべく早くお届けできるよう頑張りますので、今後もウォルテニア戦記をよろしくお願いいたします。

　何せ、私の構想だと完結は相当先になりますので……
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